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1.研究の背景と目的 
中禅寺湖畔は明治維新における神仏分離令以前は中禅寺上人の支配する神域であった。
明治 5年(1872)の男体山女人禁制の解除や、明治 7年(1874)の日本政府による内地旅行規
定注 1）により徐々に外国人旅行客が増加していった。明治中期以降になると日光から中禅
寺湖への道は整備が不十分であったにも関わらず、湖畔には多くの外国人が毎年のように
訪れ、中禅寺湖は旅行目的の地から長期休暇を過ごす別荘地へと発展を遂げた。特に大正
末期から昭和初期戦前にかけては各国の外交官や大使、日本の財界人など、特定の階級の
人々が余暇を楽しむ別荘地として最盛期を迎えた。別荘地が最盛期を迎える大正末期から
昭和初期戦前にかけては東京アングリング・エンド・カンツリークラブ（以下、T.A.C.）
というレジャークラブが湖畔におけるレジャー活動の中心的存在となっており、T.A.C.に
関係する建物も多数存在していた。湖畔には多くの別荘が建築され、建築家の設計による
ものも存在していたが、現在ではその数軒が残るのみとなり外国人別荘地としての名残は
ほとんど感じられない状況となっている。 
筆者が中禅寺湖畔の外国人別荘の調査を開始した当初は湖畔には朽ち果てた別荘が点在
し残存する状況であったこと、建築工学分野では中禅寺湖畔の外国人別荘地についての既
存の研究が存在していないこと、栃木県林務部による買収や湖畔整備計画が開始された注 2）
ことなどから、別荘地の形成状況を把握し、残された別荘建築を記録に残し、建築的特長
を把握することに意義を感じた。中禅寺湖の別荘地としての歴史は古く、高原型別荘地と
して有名である軽井沢と並ぶ歴史を持っており、日本の別荘地開発を考える上で欠くこと
の出来ない存在と言える。本研究はその動機に基づき、中禅寺湖畔の外国人別荘地の形成
過程を整理し、建築的観点から別荘の分析を行う。さらには外国人別荘地での T.A.C.の存
在とその中で浮かび上がってきた特定の建築家の中禅寺湖畔外国人別荘への関わりについ
て、その時代性を踏まえながら当時の施主と外国人建築家の関係を探るものである。 
 
2.研究の方法 
 本研究の主題は中禅寺湖畔外国人別荘の形成過程を明らかにし、その別荘建築を分析し、
その中から中禅寺湖畔外国人別荘地に見ることができる当時特有の施主と建築家の関係を
見出し、その役割を考えることである。本研究は以下の方法で進める。図 1に研究方法の
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フローチャートを示す。 
 中禅寺湖畔外国人別荘地の形成については文献資料及びヒアリングにより形成過程をと
りまとめる。別荘建築の分析に関しては、現存する建築設計図面、及び栃木県林務部によ
る別荘建築解体時の実測図面、筆者による実測図面やヒアリングにより、建築的観点から
の分析を行う。さらに建築家による著書やその他文献資料に基づき、時代性を踏また施主
と外国人建築家の関係を見出す方法を取っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.論文の構成 
 本論文は序章、終章を含め 6章より成る。序章においては研究の背景と目的、及びその
方法を記述する。第 1章においては、中禅寺湖が外国人別荘地として形成されるまでの日
光及び中禅寺湖の外国人旅行客の推移をまとめ、中禅寺湖が修行地から外国人旅行地へと
移り変わる変遷を整理する。第 2 章では、中禅寺湖畔への外国人旅行客の増加に伴う宿泊
施設の受入態勢や、その後の外国人別荘地の形成について、時代ごとに文献資料やヒアリ
図面資料 
設計図面（設計事務所及び施主所蔵） 
実測図面①（筆者により実測図面） 
実測図面②（栃木県による解体調査時図面） 
ヒアリングによる資料（口述、写真） 
 
文献資料 
日光市保管の各種資料 
外国人大使や公使らの日記 
『東京ｱﾝｸﾞﾘﾝｸﾞ･ｴﾝﾄﾞ･ｶﾝﾂﾘｰｸﾗﾌﾞ関係書類綴』 
ヒアリングによる資料（口述、写真） 
 
ヒアリングによる情報整理及び写真資料 
 外国人別荘地形成の独自性 中禅寺湖畔外国人別荘建築の分析 
当時の施主と外国人建築家の関係性 
図 1 研究のフローチャート 
 4 
ング資料により別荘地形成の状況を取りまとめ、中禅寺湖畔外国人別荘地帯の発展から衰
退までの経緯を明らかにし、その存在の独自性を探る。第 3 章では、中禅寺湖畔外国人別
荘の建築に着目し、大工による建築や建築家によるものの建築的特徴を比較し、中禅寺湖
の別荘建築の特徴を明らかにする。 第 4 章では、中禅寺湖畔の外国人別荘地と建築家の
関係について言及する。別荘地が一番繁栄した大正・昭和初期戦前に活動を行っていたレ
ジャークラブ、T.A.C.に着目し、その建築・開発計画に携わった施主ハンターと建築家レ
ーモンドの関係性の分析を行う。さらにその時代のほかの外国人建築家と T.A.C.会員との
関係も比較し、その時代の外国人建築家あり方を考える。終章においては第 1 章から第 4
章までを整理し、中禅寺湖畔外国人別荘地の独自性とそこにみる施主と外国人建築家の関
係について言及する。終章においては、第 1章から第 4章までで得られた知見を整理し、
中禅寺湖畔外国人別荘地の形成における独自性と、そこにみる外国人建築家と施主との関
係性という 2つの観点で総括した 
 
序章 注記 
注 1）明治 7 年(1874)日本政府により『内地旅行規則』が制定され、日本に居留する外国人が居留地か
ら十里以内の遊歩区域を越えて学術研究や病気療養などの目的で内地へ旅行することが可能となっ
た。横浜居留地の外国人に対しては箱根、熱海、富士、日光、伊香保が旅行先として許可された。 
注 2）湖畔桟橋の統合、イタリア大使館改修工事、金谷ボートハウス改修工事等、平成 9 年より栃木県
林務部による「中禅寺湖畔周回歩道拠点エリア整備構想」整備事業が行われている。平成 26年度に
はイギリス大使館別荘改修工事が行われる予定。 
 
第１章 日光・中禅寺湖への外国人来訪と別荘地への発展  
 6 
日光 
横浜 
東京 
 
1-1． 日本国内における外国人旅行の開始 
中禅寺湖畔別荘地の形成は、明治初期、日本国内における外国人の旅行開始と大きく関係し
ている。本章では日光・中禅寺湖図1-1-1へ外国人旅行客が訪れるに至った経緯についてまとめ
る。 
安政 5年（1858年）に日米修好通商条約を始め、オランダ、ロシア、英国、フランスと日
本国の間に「安政 5カ国条約」が締結された。日本が対欧米諸国との間に交わした条約では、
外国人居住地は各開港場所在地の外国人居留地内と定められ、その中の土地使用に関しては永
代借地権を設定し、そこに住居その他の建築と住居及び営業活動が認められていた。そして、
外交官や官公私雇外国人には職務上の内地居住が公認されていたが、一般外国人には居留地以
外での居住や不動産所有は禁じられていた。さらに、公使や総領事以外の一般外国人に対して
は、各開港場の外国人居留地から十里以内と限られた近郊での遊歩が許可されていたに過ぎず、
日本国内旅行は勿論のこと、遊歩規定以外への往来すら認められていなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-1-1 日光位置図 
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図 1-1-2 日光・中禅寺湖位置図 
 
東京居留の外国人に対しては明治 3年（1870年）に以下のような『東京在留外国人遊歩期
程』の布告がなされ、それによれば東京在留の外国人に許可された遊歩範囲は次の範囲である。 
 
「新利根川又江戸川トモ伝口ヨリ北ノ方金町迄夫ヨリ西ノ方水戸街道千住宿大橋迄夫ヨリ隅田川ヲ登リ古
谷上郷夫ヨリ小室町高倉村小矢田村萩原村宮寺村三木村田中村諸村ヨリ玉川口迄ヲ以ッテ限リトシ右區内は
外国人共遊歩御許之儀ニ付勝手ニ徘徊イタスヘク」 
 
このことからも一般外国人が自由に日本国内を旅行することは不可能であったことがわ
かる。 
明治 6年（1873年）に政府は『違式詿違条例』を布告し、「外国人ヲ無届ニテ止宿セシムル
者」「外国人ヲ私ニ雑居サシムル者」には罰則を科すとした。このことからも、当時外国人が
日本国内を旅行する機会が増えていたことが分かる。翌明治 7年（1874年）に政府は新たな
外国人許可基準、『内地旅行規則』をまとめた。この条例で外国人に内地旅行が許可される理
由を、①海難事故等の遭遇者及びその救助者、②日本国内の物産や資源などの学術的実施調
査・測量・観測など、③病気療養、④政府または民間の御雇外国人による職務上の旅行、⑤外
日光 
男体山 
中禅寺湖 
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国の貴顕で公使が発令する紹介状を持つ者、などとした。条例の中で病気療養を目的とした旅
行で許可された場所は、横浜居留地には箱根・熱海・富士・日光・伊香保、兵庫居留地には有
馬・琵琶湖・比叡山南都の諸峰、長崎居留地には五島・島原・函館居留地には札幌までとされ
た。こうして日本政府発行の許可証を取得した外国人たちは政府が規定した範囲内のみ旅行で
きるようになった。 
日光の外国人避暑地としての発展も横浜居留地の外国人に日光への旅行が許可されたこと
から始まる。 
 
1-2． 日光への外国人旅行客 
 日光山は天平神護 2年（766年）に男体山に勝道上人が修行に訪れ四本竜寺，本宮神
社を創建したことにより、山岳修行の地として開かれ、聖域となった。慶長 14年（1609
年）に徳川家康は、日光山領を安堵する。その後、元和 3年（1617年）に家康公が日光
に改葬され、東照廟別当大楽院、本地堂が創建された。正保４年（1647年）に日光への
例幣使が制度化され、さらに元禄 13年（1700年）には日光奉行が新設された。こうし
て輪王寺宮と日光奉行の統治下、将軍や大名、例幣使らが日光東照宮を参拝に訪れる宗
教都市として、約 300年ものあいだ日光は徳川が幕府の恩恵に浴していた。しかし、慶
応 3年（1867年）に将軍慶喜が大政を奉還、翌 4年に徳川幕府の崩壊により誕生した新
政府は、日光奉行を廃止して日光神領を没収し、日光は下野知県事の支配下に入った。
徳川幕府の聖地「日光」の繁栄にも終止符が打たれ、以前の荒涼とした山岳修行地であ
ったころの日光へと戻っていった。その日光に変化が訪れたのは外国人が内地規定によ
り足を運ぶようになった頃であった。 
明治維新後、日光に初の外国人訪問者が訪れたのは明治 3年（1870年）のことであった。
来訪者は登山を趣味とした英国特命全権公使サー・ハリー・スミス・パークスとその夫人であ
り、輪王寺本坊に滞留した注1)。その後も東照宮見学、日光・奥日光地区の自然研究、登山と
いった目的で公使が日光地区を訪れるようになった。また、明治 4年（1871年）の神仏分離
にともない翌 5年に男体山の女人禁制が解かれるとさらに登山に訪れる外国人達が増えてい
った。同年には後に金谷ホテルとなる金谷カッテージインの開業を強く勧めたとされるＪ・
Ｃ・ヘボン博士も訪れている。英国公使館日本語書記官アーネスト・サトウ注2)も同年、横浜
の英字新聞ジャパン・ウィークリー・メイルに『内地旅行－江戸から日光へ』と題した旅行案
内を連載した。 
 9 
明治 7年（1874年）の『内地旅行規則』により、外国人へ日光への旅行が許可されてから
も数年は訪れる者は少なかったと考えられる。当時の日光については後に宮中顧問医師となる
ベルツ博士が日記の次のように記載している注3)。 
 
「自分がシュルツ・マイエットの両氏と明治 9年（1876年）にこの地に来たときには、鉢石町は、巡礼者
の安宿が一列に長く並んだ所だった。ましな日本人は決して日光へ行かなかったし、西洋人は希だった。」 
 
記録注4）では、英国人女性旅行家イザベラ・バードや元アメリカ合衆国大統領グラント将
軍、オランダ国弁理公使ファン・デル・フーヘン、ドイツ国代理公使フォン・フォルレーベ
ン、イタリア国特命全権公使アレサンドロ・フェ・ドスチアニー、スペイン国公使館員など
の外交団が日光を訪問している。明治 17年（1884年）までに発行された外国人用旅行案内
に掲載された日光への旅行案内の数表1-2-1)を見ると、明治 10年代には外国人旅行地として徐
所に発展を遂げていたことが分かる。アーネスト・サトウ著『A Hand-book for Travelers 
in Central and Northern Japan, second edition, revised. 1884, London John Murray』
は外国人向けの本格的旅行案内とされ、日本国内の外国人だけではなく世界に日本を紹
介している一冊であった。サトウはその中の主要簡略ルート一覧にて 25ルートの紹介
中２ルートが日光を紹介している。ここで紹介されている 25ルートは、京都、奈良等
の伝統的建造物が多く存在する土地や自然に囲まれた温泉がほとんどである。その中で
も日光に関するこの２ルートは他のルートでは書かれていない「各寺院」や「～滝」の
ように具体名が記されている。このことから著者アーネスト・サトウが日光の文化と自
然という二つの要素に特に魅力を感じていた事が読取れる。また上記簡略ルートと別に
詳しいルート紹介（６４ルート）のうち、以下の７ルートにて日光を紹介している。 
 
ﾙｰﾄ 21：東京から中山道鴻巣を経て日光へ 
ﾙｰﾄ 23：中仙道と渡良瀬渓谷を経て日光へ 
ﾙｰﾄ 26：高崎から例幣使街道を経て日光へ 
ﾙｰﾄ 27：伊香保・草津・その周辺 
ﾙｰﾄ 52：日光とその周辺 
ﾙｰﾄ 53：日光から金精峠・尾瀬を経て新潟へ 
ﾙｰﾄ 54：福島から土ノ湯峠･若松･鬼怒川を経て日光へ 
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日光の歴史や社寺建築や滝巡りについて、さらには鈴木旅館や金谷カッテージインに
ついても外国人の宿泊できる快適な宿として紹介している。全 705頁ある本のなかでも
写真や地図があるのは全部で 18枚（東京６，横浜１，箱根１，富士１，甲府１，伊香保
１，大阪１，伊勢１，京都１，日光２，松島１，蝦夷１）であるが、その中の 2枚が日
光を紹介していることを見ても、サトウの日光への思い入れが読み取ることができる。
明治 11年（1878年）には栃木県においても『違式詿違条例』が発令され、「旅行免状ヲ持タ
ザル外国人ヲ私ニ止宿セシムル者」は罰せられるとされている。このことからも、旅行免状を
携帯する外国人旅行者が増加し、旅館以外の一般のものが自宅に外国人を宿泊させていたこと
が分かる。 
 
表 1-2-1 明治初期の外国人旅行案内書 
年 号 西 暦 外 国 人 旅 行 案 内 名 
明治 5 1872 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ英字新聞に日光への旅行案内掲載     
明治 7 1874 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ｢A GUIED TO NIKKO｣発行 
明治 11 1878 ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ﾊﾞｰﾄﾞ(英国女性旅行家)｢UNBEATEN TRACKS IN JAPAN｣ 
明治 14 1881 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ｢A HANDBOOK FOR TRAVELLERS IN CENTRAL AND NORTHERN JAPAN｣発行 
明治 17 1884 ｱｰﾈｽﾄ･ｻﾄｳ｢A HANDBOOK FOR TRAVELLERS IN CENTRAL AND NORTHERN JAPAN｣第 2版発行 
明治 19 1886 ｢KEY TO THE GUIEDMAP OF NIKKOSAN JALPAN｣発行 
明治 24 1891 ﾊﾞｼﾞﾙ･ﾎｰﾙ･ﾁｪﾝﾊﾞﾚﾝ（日本研究家）｢A HANDBOOK TOR TRAVELLERS IN JAPAN｣発行 
 
明治 18年（1885年）に上野～宇都宮間に鉄道が開通。鉄道と馬車を利用して東京からわず
か一日で日光に来ることができる様になると、避暑に訪れる外国人の総数は三年前の明治 15
年（1882年）と比べて約 3倍にも増えている表1-2-2)。その後、明治 23年（1890年）に宇都宮
～日光間の鉄道も開通するが、その年にはすでに 15年（1882年）と比べて約 10倍以上もの
外国人が日光を訪れている。宿泊施設が飽和状態になることは明らかであるが、日光地区の宿
泊施設の変遷は次章で述べる。 
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表 1-2-2 外国人来光者数 
年号 西暦 来晃外国人数 
明治 15 1882 168人 
明治 18 1885 553人 
明治 20 1887 1199人 
明治 22 1889 1351人 
明治 23 1890 1741人 
明治 24 1891 1928人 
 
日光を訪れる外国人のほとんどが外交官や政府高官であり、さらに彼らは避暑として長期間滞在
することも多かったことから日光地区は鉄道だけでなく、郵便・電話や電信業務についても早
い段階から発展を遂げる。後藤幾太郎の報告書注5)によると 
 
「明治廿年ニ至リテハ、七月以降、山内寺院ハ不残空所ナク、西町各所ノ家屋ヲ借受ケ滞在スルモノ多シ。主ナ
ルハ米国公使、仏国公使、露国領事、伊国公使、ベルギー公使等」 
 
とあり、明治 19年（1886年）以来、夏季に限って、中鉢石に電信取扱書が設置されたのもその
ためであったとされる。鉄道開通と共に、小さな日光の町は外国人と外国人に影響を受けた
日本人の人々で溢れていたと考えられる。日光に別荘を構える外国人らもいたが、宿泊施
設が当初より多く存在していたことから日光への外国人旅行客は主にホテルを利用してお
り、別荘地は確認できていない。上記報告書で記載されている公使らは中禅寺湖への道が
整備され始めると、日光よりさらに奥の中禅寺湖へと足を伸ばして行く。 
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1-3． 中禅寺湖畔への外国人旅行客 
明治維新、神仏分離令以前の中禅寺湖は中禅寺上人の支配する神域であった。訪問者は
男体山を中心とする諸行事の期間中に登山する修験者がほとんどで、信仰を中心とするも
のであった。中禅寺湖畔には、中禅寺社殿付近と菖蒲ケ浜付近に茶屋が 6軒あり、日光町
方の者が権利を持って営業していた。明治維新後は、従来の中禅寺の名称は中宮祠と改め
られ、六軒茶屋の権利を持っていた日光町の人達が二荒山神社の土地を借りて茶屋の経営
を引き続き行っていた。明治 5年(1827年)に女人禁制が解かれると、山岳修行者だけでは
なく、諸外国の外交官が婦人または家族連れで中禅寺湖や華厳滝などの見学に登山するよ
うになった。そして、幕政時代のような厳格な修行の形態はくずれていった。 
 明治 10年(1877年)前後より、登山者のための宿泊施設の必要性が生じ、主に六軒茶屋
の者達が宿泊に必要な設備を整え、次第に旅館の形式を取っていった（写 1-3-1）。徐々に
観光地として発展し始め、食堂や土産店などが出現する一方、中禅寺湖畔一体は、明治 17
年(1884年)に御猟場に、さらに明治 20年(1887年)には御料地として指定されている（図
1-3-1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 1-3-1 中禅寺湖の六軒茶屋（日光市立図書館蔵） 
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赤円表記以外はすべて国有林
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-3-1 上都賀郡第四御料地内字幸湖概図（日光市立図書館蔵） 
 
これにより、中禅寺湖畔一体の土地はすべて宮内省及び、二荒山神社、輪王寺の所有とな
った。この土地所有の状況が、後の中禅寺湖畔の別荘地形成に大きく関わることとなる。
またこの土地所有状況は現在でも変わりなく、ほとんどが国有林となっている（図 1-3-2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-3-2 中禅寺湖畔の土地所有状況 
中禅寺湖への外国人旅行客数の記録がないため、どの時点で外国人が訪れるようになった
かは定かではないが、明治 17年(1884)のサトウの旅行案内注 6)には、 
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ﾙｰﾄ 53：日光から金精峠・尾瀬を経て新潟へ 
の記載がある。日光から金精峠へ至るには中禅寺湖を通り、更に奥の湯本を経由する必要
がある。そのためこの時期にはすでに中禅寺湖は旅行ルートに入っていたと考えられる。
外国人向けの宿泊施設が整備されないため、外国人旅行客は湖畔の旅荘や輪王寺等の宿坊
に宿泊していた。サトウの外国人向け旅行案内が出版された翌年の明治 18 年（1885 年）に
東京～宇都宮間の鉄道が開通すると、日光を訪れる旅行客が急増し、それに伴い奥日光、中禅
寺湖へ足を伸ばす外国人も増えたと考えられる。明治 20 年(1887)若しくは 21 年（1888）には
中禅寺湖畔に建設された初の外国人別荘が確認されている。詳しくは次章で述べるが、避
暑地として急速な発展を遂げた日光から中禅寺湖方面へ外国人達が喧騒を逃れ避暑地を移
し始めた頃は明治 20年代であることが分かる。ここから中禅寺湖畔の外国人別荘地が徐々
に形成され始めていくこととなる。また、外国人の増加に伴い、日光及び中禅寺湖では交
通、宿泊、通信施設が年々整えられていった。その推移は次項に記載する。 
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1-4.日光・中禅寺湖畔における外国人旅行客の受入体制 
1-4-1．日光・中禅寺湖への交通関係他 
避暑地として優れている土地であること以外に、東京や横浜より避暑を求め旅行をする
外国人にとっては、交通手段の発達は旅の行き先を決定する大事な要素であったと考えら
れる。日光及び中禅寺湖への交通網を中心に、その整備状況を表 1-4-1-1 にまとめた。 
 
表 1-4-1-1 中禅寺湖略歴年表（交通関係を中心に） 
年号 西暦  
明治 17 年 1884 日光一円宮内省御猟地に指定 
明治 18 年 1885 東京～宇都宮間に鉄道開通 
明治 22 年 1889 馬返～中禅寺間の山道に九十九折りの新道を開拓 
明治 23 年 1890 宇都宮～日光間の鉄道全面開通 
大正 2 年 1913 日光駅～馬返間に日光電気軌道が全面開通 
大正 6 年 1917 日光自動車株式会社は日光～馬返間に集合自動車開業 
大正 14 年 1925 馬返～中禅寺間の軌道が拡幅され乗合自動車が運行 
昭和 4 年 1929 東武鉄道日光線の浅草～日光間が全線開通 
昭和 7 年 1932 馬返～明智平間に日光登山鉄道が開業 
昭和 8 年 1933 明智平～中禅寺湖間に自動車専用道路開通 
 
東京から日光への交通は、明治 18 年(1885 年)に東京～宇都宮間の鉄道が開通となり、
また明治 23 年(1890 年)には宇都宮～日光間の鉄道が全面開通になったことからも、比較
的早い段階での発達が確認できる。その一方、日光～中禅寺湖間の険しい山道を整備する
のには、大分時間を要している。 
明治維新後、山岳修行の地としてではなく、登山客や観光客が訪れるようになってから
も暫くの間は徒歩、或いは山籠により中禅寺湖を目指さなくてはいけなかった写 1-4-1,1-4-2）。
明治 22 年(1889 年)に、ようやく馬返～中禅寺間の山道に九十九折りの新道が開拓され、
それにより日光から中禅寺湖への人力車の運行が可能となった。 
鉄道としては、大正２年(1913 年)に日光～馬返間に日光電気軌道が全面開通する。大正
時代に入ると、自動車道路が整備され始め、大正６年(1916 年)には日光自動車株式会社が
 16 
日光～馬返間に乗合自動車を開業している。しかし、中禅寺湖まで自動車で行けるように
なったのは、さらに先の大正 14 年（1925 年）に馬返～中禅寺間の軌道が拡幅されて乗合
自動車が運行されてからであった写 1-4-1-3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1-4-1-1 明治初期の中禅寺坂旧道（日光市立図書館蔵） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 1-4-1-2 明治中期の中禅寺坂（福田和美氏蔵） 
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写 1-4-1-3 大正末期の中禅寺坂新道（日光市立図書館蔵） 
 
 昭和に入ってからも整備は進み、昭和７年(1932 年)には馬返～明智平間に日光登山鉄道
が開業、さらに昭和 8 年(1933 年)には明智平～中禅寺間に自動車専用道路が開通した。ま
た昭和 9 年（1934 年）には国立公園指定を受け、現在に至っている。 
 上記の内容を見ても、日光～中禅寺への交通事情は中禅寺湖畔が別荘地、とくに外交官
達の外国人別荘地として明治中期から発展を遂げたことに深く関連していると考えられる。
整備交通の発達以外にも、中禅寺湖畔が早い時期より外交官らの別荘地として発展してい
たことから必要性が生じ、郵便業務や電信業務が明治期からすでに整備されていたこと表
1-4-1-2も、夏季の長期滞在型外国人別荘地として、特徴的なことである。 
 
表 1-4-1-2 湖畔業務関係年表 
年号 西暦  
明治 20 年 1887 切手売下所設置 
明治 29 年 1896 電信事務開始 
明治 31 年 1898 郵便受取窓口引取事務開始 
明治 35 年 1902 電話通話事務開始，県内初の官設公衆電話設置 
明治 36 年 1903 電話交換事務開始 
大正 5 年 1916 菖蒲ケ浜電力株式会社発電所設置 
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1-4-2．日光の宿泊施設 
日光が避暑地として発展したことから交通手段と共に外国人旅行客向けの宿泊施設の整
備もかなり早い段階から行われていた。日光地区での最初ホテルは明治 4年（1871年）に
開業した「鈴木ホテル」であり、「栃木県鉢石町の鈴木喜惣次経営の鈴木ホテル、明治四、
五年より十五、十六年頃迄人力車、馬車の立場を兼ね外人を宿泊さす」とある注 7)。この鈴
木ホテルに関してはイザベラ・バードも紀行文『UNBEATHEN TRACKS IN JAPAN（日本奥地旅
行）』注8)のなかで「鉢石にある外人を泊めてくれる美しいヤド」として、外国人が宿泊し
ていた宿として紹介している。鈴木ホテルの場合、名はホテルと付いていたが実質的には
通常の旅館であった。その後、名実ともの外国人専用ホテルとしては明治 6年（1873年）
「金谷カッテージイン」が開業した写 1-4-2-1）。 
金谷カッテージインは、明治 7年（1874年）に政府による新たな外国人許可基準、『内地旅
行規則』が発令される以前に外国人専用ホテルとして開業している。時代を先取りした開業は、
もとより金谷家の四軒町の屋敷を夏の間だけ間借りしていたヘボン博士 13)の助言によるものだ
った。 
 
「『今後、外国人が日光廟を慕って来ることと思う、特に涼しい日光に東京横浜の夏を避
けてくる人が年々増してくると思う、自分も来年は友人を連れてくるから室を出来るだけ
多く提供し、家計の補いとしたら如何か』－中略－四軒町の屋敷では狭くなってきたので、
近所の家の伴、鈴木、福田、柴田、上松、斎藤氏等の空いている室を借りて、それに迄配
属させる様にした。これが現在の金谷ホテルの始めであって、日本のカティヂィンのよっ
て来た始めである」注 10) 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 1-4-2-1 金谷カッテージイン（金谷ホテル 80 年注 9）より） 
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明治 20 年（1887 年）には日光の住人・今村が案内業開誘社の田島、堀と共同し、日光
星の宿にミカド・ホテルを建設し始めたが、工事中の暴風雨のため倒壊してしまう。工事
半ばのまま放置されていたミカド・ホテルを明治 25 年（1892 年）金谷が買収、修理を完
成させ「日光金谷ホテル」と命名、客室三十室をもつ本格的ホテルとした。その間も外国
人専用ホテルとして、明治 22 年（1889 年）には「日光ホテル」が、明治 24 年（1891 年）
には「新井ホテル」が開業している。上野～宇都宮間の鉄道開通後、わずか数年の間に外
国人専用ホテルの建設ラッシュがあったことが分かる。同年「マレー日本案内記三版」に
記載されている日光地区のホテルは「日光ホテル」写 1-4-2-2）、「小西」写 1-4-2-3）、「新井」、「曾
津屋」とある。ホテルと称されているのは日光ホテルだけであり、その他は形式的には旅
館であったことが分かる。また、翌年日光金谷ホテルとして新たに開業する金谷カッテー
ジインも、明治 24 年（1891 年）ではまだホテル扱いをされていなかったと推定できる。
その後、各ホテルともに増築を行い、規模を拡大していった表 1-4-2-1）。明治 31 年（1898 年）
には新井ホテルが日光ホテルを買収するが、名前としては日光ホテルが残り、日光地区に
おいては、金谷ホテルと日光ホテルの 2 大ホテルの時代が確立された。明治 36 年（1903
年）の「マレー日本案内記八版」では金谷ホテル，日光ホテルともに洋風ホテルとして名
を連ねている。特に日光金谷ホテルについては、昭和 18 年（1943 年）の日本ホテル協会
加盟ホテルのランク付けにて、帝国ホテルらと並び一級に格付けされていることからも、
外国人専用ホテルとして長年の間、維持されていることが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 1-4-2-2 日光ホテル（森田一朗偏：ホテル，筑摩書房，1998） 
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写 1-4-2-3 小西旅館（日光市立図書館蔵） 
 
表 1-4-2-1 日光と中禅寺湖の外国人向けホテルの建設状況（明治期） 
年 号 西 暦 ホテルの状況 
明治４ 1871 鈴木ホテル開業 
明治６ 1873 金谷カッテージイン開業 
明治 20 1887 ミカド・ホテル（三角ホテル）開業 
明治 22 1889 日光ホテル開業 
明治 24 1891 新井ホテル開業 
明治 25 1892 金谷カッテージインがミカドホテルを買収、日光金谷ホテルと命名 
明治 26 1893 日光金谷ホテル開業，新井ホテル洋室棟を増築 
明治 27 1894 新井ホテル洋館 2 階建てを増築 
明治 27 1894 中禅寺湖畔にレーキサイドホテルが創業 
明治 29 1896 日光金谷ホテル日本館一棟増築 
明治 30 1897 新井ホテルが日光ホテルを買収、日光ホテルの名で存続 
明治 31 1898 日光金谷ホテル洋館一棟を増築 
明治 35 1902 日光金谷ホテル大食堂と客室を増築 
明治 36 1903 日光ホテル客室 34 室を大増築 
明治 43 1910 日光ホテル食堂及び客間の改築 
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日光はホテルを中心に外国人旅行客向けの宿泊施設が整備されていった一方、中禅寺湖
畔は明治 27年（1894年）に外国人向けのレーキサイドホテル写 1-4-2-4が創業するが、その
後は昭和 15年(1940)に日光観光ホテルが竣工するまでホテルの建設はない。ここに日光と
の大きな違いが出ている。日光はホテルを中心に避暑地の宿泊施設が形成されていったが、
中禅寺湖は、ホテルは 1軒だけであった。つまり外国人客らはホテルに宿泊するのではな
く、別荘に宿泊することを主としていたと言える。ホテルに滞在するのではなく、自らの
別荘にて長期に渡り避暑を楽しむ、といった過ごし方を選択させる何か魅力的なものが中
禅寺湖には存在していたと考えられる。それは彼ら外国人の故郷を思わせる中禅寺湖の湖
であり、周りを取り囲む山々であったのではないか。日光に宿泊施設として外国人を受け
入れる器がまず完成したからこそ、その後に徐々に中禅寺湖畔にはホテルと違った形で滞
在する外国人別荘が建設されていったとも考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 1-4-2-4 レーキサイドホテル（坂巻清美氏蔵） 
 
1-4-3．中禅寺湖の宿泊施設 
山岳修行の人しか足を踏み入れない中禅寺湖畔に最初の茶屋が出来たのは、寛保元年
（1741 年）であり、四軒の茶屋であった。明治 5 年(1827 年)に男体山の女人禁制が解か
れると、山岳修行者だけではなく、諸外国の外交官が婦人または家族連れで中禅寺湖や華
厳滝などの見学に登山するようになった。そして、幕政時代のような厳格な修行の形態は
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くずれていった。明治 10 年(1877 年)前後より、登山者のための宿泊施設の必要性が生じ、
主に六軒茶屋注 11）の者達が宿泊に必要な設備を整え、次第に旅館の形式を取っていった。
明治期までは湖畔に６軒ひしめいて営業していた。図 1-4-3-1 の右が湖尻であり日光へ通
じる道となる。茶屋は湖尻から二荒山神社や男体山の登り口までの狭い場所に集中してい
たことが分かる。大正 3 年（1914 年）の大火により旅館すべてが全焼したことをきっかけ
に場所を移転する旅館も現れ注 12）、この場所に集中していた旅館は分散していった。その
後、少しずつ場所がかわり現在に至っており、六軒茶屋のうち蔦屋写 1-4-3-1）と米屋写 1-4-3-2）
の２軒が数年前まで営業を行っていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-4-3-1 日光営業便覧 1912 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 1-4-3-1 蔦屋旅館（日光市立図書館蔵） 
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写 1-4-3-2 米屋旅館（米屋旅館蔵） 
 
日光に外国人ホテルが開業したのは、明治 4 年（1871 年）の鈴木ホテル、明治 6 年（1873
年）の金谷カッテージインと明治初期であるが、中禅寺湖畔にできた最初の外国人用ホテ
ルは、明治 27 年（1894 年）創業のレーキサイドホテルである。 
明治 18 年（1885 年）の東京～宇都宮間の鉄道開通により、避暑地として急激な発展を
遂げた日光を訪れた避暑客は、さらに標高の高い中禅寺湖を訪れるようになった。明治 27
年（1894 年）にレーキサイドホテルが創業されたことは、明治 22 年（1889 年）に馬返
～中禅寺間の山道に九十九折の新道が開拓され、避暑客が増加したことに関わりが深いと
思われる。 
レーキサイドホテルの創設者はサンフランシスコでホテルの勉強をした後、日光金谷ホ
テルで修行を積んだ坂巻正太郎注 13)である。明治 27 年（1894 年）創業当時の写真写 1-4-3-4）
によると、本館、それと中廊下で繋がっている右側の宿泊棟（レーキサイドホテル関係者
からは中新
な か し ん
：中くらい新しいと言う意味）注 14)が確認できる。明治 40 年（1907 年）～大
正 5 年（1916 年）のものとされる絵葉書写 1-4-3-5）では、この２棟のみが確認でき、大正５
年（1916 年）以降に食堂棟、及び新館が増築されたということが分かる。 
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写 1-4-3-4 創業当時のレーキサイドホテル（坂巻初子氏蔵） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 1-4-3-5 明治末期～大正初期のレーキサイドホテル（坂巻初子氏蔵） 
 
レーキサイドホテルは創業当初から完全なる外国人専用として計画されていた。同じく
外国人専用ホテルが早い時期から営業していた箱根では、富士屋旅館が外国人専用、奈良
屋旅館が日本人専用を内々で取り決めがなされていたが、中禅寺湖畔においては、レーキ
サドホテルと他の旅館との間に、そのような協定はなかったものの、客層はレーキサイド
ホテルが外国人客、他の旅館が日本人客と言うのが常であった。特に、レーキサイドホテ
ル二代目坂巻正明は、浴衣で建物を歩き回る日本人を嫌い、空室があっても日本人客を断
っていたほど、ホテル営業にこだわりを持っていた注 15)。当時のホテルパンフレットは英
語であり、湖畔でのレジャーやホテルのラウンジの様子を描いている。階段や客室の赤い
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手摺が社寺建築を想像させ、外国人の思い描く日本らしさを強調していたと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-4-3-2 レーキサイドホテルのパンフレット（坂巻初子氏蔵） 
 
また、日光金谷ホテルが独自の発電機で発電を行っていたのと同様、レーキサイドホテ
ルもホテル裏に発電所を設け、余剰電力を中宮祠の人々に売却していたようである。ホテ
ルの経営は、坂巻正太郎・正明・栄一氏と 3 代続いた後、一時はイギリス軍に接収され、
また昭和 40 年（1965 年）に東武鉄道に売却され、創業当時からの建物は取壊され現在の
ＲＣ造のホテルに建替えられ営業が継続されている。 
明治・大正にかけては外交官や公使、大使などが宿泊客のほとんどを占めており、また
別荘が減り始めた戦後も東武鉄道に売却される寸前まで宿泊客の 99％が外国人であった
が、東武鉄道に経営が移されてからは日本人観光客が宿泊客のほとんどとなっている。 
明治、大正時代と中禅寺湖畔の外国人向けホテルはレーキサイドホテルのみであったが、
日光観光ホテル写 1-4-3-6）が昭和 15 年（1940 年）に竣工し、国際観光ホテルの指定を受け
た。 
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写 1-4-3-6 日光観光ホテル（新建築，新建築社，1941 年） 
 
昭和 5 年（1930 年）に国際観光局が運輸省に設置され、外客誘致事業は、「国際観光政
策」の１つとなった。これを受けて日本各地でリゾートホテル建設が盛んになり、現在へ
と続くリゾート、観光地である上高地、蒲郡、川奈、唐津、赤倉等は国際観光局が斡旋し
た大倉資金を用いた「国際観光ホテル」として、新たにホテル建設が進んだ。これらのホ
テルは、最初から外客誘致を目的として建設された施設であるが、雲仙や阿蘇、河口湖、
松島、そして中禅寺湖などの既成観光地、リゾート地でも新たな外客向け施設の必要性か
ら、この国際観光ホテルが建設された。 
中禅寺湖に国際観光ホテルが建設された要因の 1 つには、昭和 6 年（1931 年）交付さ
れた国立公園法による日光の国立公園指定があったと考えられる。また、その他の要因と
しては、日光が昭和 15 年（1940 年）のオリンピック大会冬季会場候補地のひとつとなっ
ていたことが挙げられる。『日光市史』注 16）には、次のように栃木県が作成した冬季オリ
ンピック開催候補に伴う事業計画について、以下の件がある。 
 
昭和十年（一九三五）には日光町、栃木県体育協会が第五回冬季オリンピック候補地としての会場誘致
運動をしている。中禅寺湖付近、竜頭・戦場ヶ原一帯、湯元の三ヶ所にスキー施設を開設、昭和十一年（一
九三六）には第三回県下スキー大会、第八回明治神宮大会予選・全日本スキー大会を開催するとともに、
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栃木県が金精峠・白根山中間付近にスキー小屋、菖蒲が浜に観光ホテル建設などの宿泊施設、日光道路改
修、舗装、細尾から中宮詞まで道路新設舗装等の具体化計画を出すにいたった。 
 
オリンピック冬季大会は札幌に決定し、日光の国際観光ホテル事業は揺らいだかのよう
に思えるが、昭和 12 年（1937 年）に栃木県に国際観光ホテル建設資金融通が決定されて
いる。その件について、『国際観光』注 17には次の記事がある。 
 
オリンピック冬季大会、万国博覧会等も三年後に迫り多数の来訪を予想せられる外人をして、出来るだ
け広く我が国各地を旅行せしむる為には主要観光地の諸施設を急速に充実改善することの必要なのは勿
論、同時に観光ルートを各方面に延長することが更に必要である。東北地方は観光地として従来兎角疎ん
ぜられ勝ちだったが、今回松島と奥日光に夫々観光ホテルが建設されることとなり、将来日光、松島、十
和田、北海道を結ぶ国際観光ルートの実現を予想されるに至った。 
 
上記の理由から、すでに国際避暑地として繁栄を遂げていた中禅寺湖に、さらに国際観
光ホテルが建設されるに至ったのである。 
日光観光ホテルは、昭和 15 年（1940 年）7 月に開業し、経営は金谷ホテル株式会社に
まかされ、支配人は金谷正生であった注 8）。しかし、開業後まもなく日本が敗戦、ホテルは
米軍に接収される。また、接収中の昭和 25 年（1950 年）には米兵のアイロンの消し忘れ
による過失にて注 9）、ホテルは全焼してしまう。引き続き休養施設が必要との米軍の要請に
よって急遽ホテルは再建され、同年 11 月には再開業している。その後、昭和 27 年（1952）
に接収解除となり、昭和 40 年（1965）に中禅寺金谷ホテルと改称し、平成 3 年（1992）
に三代目建物を新築開業、現在に至っている。ホテル湖側正面に位置するボートハウスは
接収中の昭和 22 年（1947 年）に建設され、今でも現存している。前述のオリンピック誘
致の計画や国際観光ホテルとしての役割が実現されていた場合、中禅寺湖畔の外国人別荘
はまた違ったものとなっていたと想像される。逆に実現されなかったからこそ、外国人別
荘地として輝かしい繁栄に陰りが生じ、そのままの形でひっそりと幕を閉じたと考えられ
る。 
 
1-5．まとめ 
 明治 7年（1874）を前後して始まったに日光及び中禅寺湖への外国人らの訪れは、当初
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は長期滞在という形式ではなく、避暑を兼ねた旅行程度であったと想像される。サトウの
旅行案内も１箇所に滞在し余暇を過ごす観点からのルート紹介ではなく、どちらかと言う
と現代のトレッキングのような、自然を楽しみながら旅行するルートである。当初より別
荘地として日光や中禅寺湖を捉えていたのではなく、旅行地という感覚であったことが分
かる。 
 日光への避暑旅行から始まり、さらに奥地の中禅寺湖へと外国人旅行客は足を伸ばした。
明治初期よりたくさんの外国人が訪れていた日光には、ホテルが次々と建設されたものの、
旅行地から外国人別荘地への変化を遂げていない。一方、中禅寺湖畔は早くから別荘地と
して発展し始めている。日光と中禅寺湖畔の大きな違いは、それぞれを取り巻く環境であ
る。日光も清流や木々に溢れる魅力的な土地であるが、中禅寺湖には日光とは比較できな
いくらいの自然があった。交通の不便さを厭わない圧倒的な魅力、自然と風景が存在して
いた。外国人らはそこに彼らの故郷を重ね合わせ、中禅寺湖畔を単なる旅行地ではなく自
分の居を構える別荘地として扱い始めたと考えられる。日光と中禅寺湖間の交通網が整備
され、その他電信などが整備された故に中禅寺湖畔が別荘地として繁栄し始めたのではな
く、逆にそれらは中禅寺湖畔が外国人別荘地として発展していった結果から付随してくる
ものであった。 
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第 1章 注記 
注 1）日光市役所編：日光市史，日光市役所，p24，1979 
注 2）サー・アーネスト・メイソン・サトウ：駐日特命全権公使。日本滞在は 1862年から 1883年（一時
帰国を含む）と、1895年から 1900年までの間を併せると計 25年間になる。職務の傍ら日本各地を
旅行し、外国人向けの旅行案内本を多数書く。山登り、植物観察を好んでいた。 
注 3）エルヴィン・フォン・ベルツ著，菅沼竜太訳：ベルツの日記（上），岩波文庫，p126，1979 
注 4）栃木県公文書館所蔵文書：外国人関係綴り 
注 5）栃木県編纂：日光市史，栃木県，pp61-74，1979 
注 6）アーネスト・サトウ著，庄田元男訳：明治日本旅行案内，平凡社，p98，1996.12 
注 7）運輸省鉄道総局観光課：日本ホテル・続，運輸省観光部，p8，1946 
注 8）イザベラ・バード著，高梨健吉訳：Unbeaten Tracks in Japan日本奥地紀行，平凡社，p93，2000 
注 9）金谷正夫偏：金谷ホテル八十年，金谷ホテル株式会社，1954 
注 10）金谷眞一偏：ホテルと共に七十五年，金谷ホテル株式会社，1954 
注 11）六軒茶屋：大木戸屋，山城屋，中村屋，和泉屋，米屋，蔦屋 
注 12）米屋旅館・井上氏へのヒアリングによる。米屋旅館は大正 3 年の大火をきっかけに湖の東岸へ移
された。 
注 13）坂巻正太郎：栃木県大田原市出身。札差の家に生まれる。1885年頃に渡米、帰国後に金谷ホテル
に勤務、1895年に中禅寺湖畔に約 1万坪の土地を確保して Lakeside Hotelを創業する。 
注 14）レーキサイドホテル 3代目坂巻栄一氏夫人、坂巻初子氏談 
注 15）同注 4） 
注 16）日光市役所編：日光市史，日光市役所，pp661-674，1979 
注 17）国際観光協会：国際観光、第五巻三号，国際観光協会，p60，1937 
注 18）運輸省鉄道総局観光課：日本ホテル略史，日本ホテル略史・続，運輸省観光部，p44，1946 
注 19）日光市役所編：日光市史，日光市役所，p802，1979 
 
第 2章 中禅寺湖畔別荘地の形成とその独自性 
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明治から日光へ訪れるようになった外国人旅行客は徐々にさらなる自然を求めて
中禅寺湖まで訪れるようになった。日帰りできるような道の整備状況ではなかったた
め外国人客らは昔ながらの茶屋や旅館、さらには日本人宅へ宿泊するようになり、そ
の後外国人専用ホテルとなるレーキサイドホテルが開業する。本章では中禅寺湖に外
国人が訪れたことによる宿泊施設の変化や別荘建設について、時系列で変遷を追い、
中禅寺湖畔における別荘地形成の独自性を他の高原型別荘地と比較しながら探るも
のとする。 
 
2-1．別荘地の形成 
2-1-1．明治期 
別荘地として発展する前に中禅寺湖畔を訪れた外国人らは、輪王寺の宿坊や日本人
個人宅に身を寄せいていた。中禅寺湖畔に外国人が別荘を持つようになったのは、明
治中頃からで、ベルギー公使夫人エリアノーラ・メアリ ・ーダヌタンの明治 27年（1894）
8月 27日の日記には次のように記されている注1）。 
 
アルベールと一緒に中禅寺に向けて九時に出発する。申し分のない天気で、
急流の緑に沿って人力車で山へ登って行く旅は全くすばらしかった。途中の
茶屋のほとんどに立ち寄って、短い休みをとりながら三時間半かかって山を
登り、一時少し前にカークウッドの日本式の家に着いた。この家は中禅寺で
西洋人が建てた最初の家で、湖の岸に建っている。 
 
明治 25年（1892）に、政府は土地または家屋を所有する外国人の調査を行っている。
その報告書『外国人ニシテ日本人名義ヲ以ッテ土地又ハ家屋ヲ所有スルモノノ調査』に
は、「外国人所有土地家屋営業便覧一覧表」として、日光地区の家屋の所有者について、
英国人アレキサンドル・カークード、伊国人イフ・ビヤシヨコ、米国人リンズレー、米
国人エーブル、独国人スクリッパの５人を記載している。５人のうち、中禅寺湖畔の家
屋所有者は次の通りである注2）。 
一、 
所有者 英国人アレキサンドル・カークード 
物件  家屋一棟 建坪四十五坪 
目的  住宅 
所在地 日光中宮祠ニ荒山神地 
名義人 中宮祠 井上保三郎 
 
このアレキサンドル・カークードとは、トーマス・グラバーと共、麒麟ビールの前身
であるビール会社「ジャパン・ブリュワリー・カンパニー・リミテッド」の設立に貢献
した、英国人法律家ウィリアム・Ｍ・Ｈ・カークードのことである。この別荘について
は、明治 26年（1893）11月 18日付の『下野新聞』に次のような記載がある。 
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外人が各国の名勝を選み婢妾れい僕の名を以って別荘を設け土地を有する等の
怪事は往々見聞する処なるが県下日光中宮祠にも二ヶ所の家屋を有するものあ
り、其一は今を去る五六年前の建築にして同地湖水の北岸即ち日光町より登り
て湖辺に出る道路と湖水の間にして日本風の高楼なり、地所はニ荒山神社境内
になるを同地旅店米屋政平の名を以って借請け一ｶ年地料其他米屋の外人より
受領する金額二百五十円なりと云ふ而して十ｶ月の後には挙げて米屋に寄付す
るの約ありとも伝へり此所有人は司法省御雇カークード氏なりとす他の一ｶ所
は同じく湖辺の字大崎と伝える湯元道に沿える処にして御料地内に属す是も米
屋政平の名前にして借地し前のカークード氏の周旋にて設けたる英国代理行使
某氏の別荘本年の新築に係れり二者とも湖水の北岸にして眺望最も佳なる処に
あり邦人をして羨望に堪えざらしむる宏壮美麗の建築何れも東京火災保険会社
の保険付なり 
 
記事から判断すると、湖畔には 2軒の別荘があり、そのうち 1軒は明治 20年（1887）
もしくは、明治 21年（1888）の建設、他の一軒は明治 26年（1893）に建設されたこと
がわかる。なおここには、カークードの別荘が「米屋政平」を仲介者としていることが
記されており、当時外国人には土地家屋所有が認められていなかったため、日本人を仲
介者にして別荘を構えていたらしいことがわかる。 
その後、明治 26年（1893）から明治 32年（1899）における、中禅寺湖畔での避暑生
活について、アーネスト・サトウやエリアノーラ・メアリー・ダヌタンらが日記に細か
な記述を残している注3）。2人の日記から外国人別荘の数を抽出すると表 2-1-1-1のよう
になる。表に記した別荘は、日記に記載された者のうち、持ち主のわかる別荘のみで、
この他にも外国人別荘は存在していた。 
アーネスト・サトウの日記には、彼自身の別荘が記されている注4）。 
 
（明治 28年 8月 20日） 
四時二十分にそこを発って、ほとんど徒歩で五時四十分に馬返に着いた。雨の中
を六時十分にそこを発ち、八時少し前に暗くなってから中禅寺についた。伊藤ア
サジロウから借りた家は小さくてあまり快適とは言えない。ラウザーとシュミッ
トとそこで一緒に夕食をする。 
 
このことから、アーネスト・サトウが、明治 28 年（1895）には日本人の「伊藤アサ
ジロウ」から家屋を借りていたことがわかる。そして、アーネスト・サトウは、翌明治
29 年（1896）に、後に湖畔で初の大使館別荘（イギリス大使館別荘）となる個人別荘
を、御料地内の砥沢に新築している。この別荘について、アーネスト・サトウおよびダ
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ヌタン夫人の日記には、完成までの経過が次のように記されている注5）。 
 
（明治 28年 9月 17日：サトウの日記より） 
朝、グートシュミットのボートに乗って、私が新しく家を建てている砥沢まで十
二分かかって漕ぐ。 
 
（明治 28年 10月 20日：ダヌタン夫人の日記より） 
水身の澄んだ静かな水に、紅葉の華やかな色が映えている景色は言葉に表せない
ほどの美しさであった。私たちは湖を真っ直ぐに漕ぎ渡り、サー・アーネスト・
サトウの新しい家の場所まで行った。そこでは既に職人たちが忙しそうに働いて
いた。 
 
（明治 29年 5月 30日：サトウの日記より） 
コンダーと家の敷地に行って、ボート・ハウスの位置を決め、家の裏手から丘の
方へのびている小道を歩く。敷地の前は、広げられるように三段のテラスを作る
ことにする。 
 
（明治 29年 7月 15日：サトウの日記より） 
家への道すがらダヌタン男爵夫人を訪ねる。雨が強く降っていたので、ラ 
ウザーと昼食するのを諦めて、真直ぐ家へ行った。家の中はひどく散らかってい
る。しかし、夕食までには綺麗に片付いた。居間、食堂、二階の二部屋に障子が
はまり、階段もできて建具の残りも届いた。 
 
日記にある「コンダー」とは、建築家ジョサイヤ・コンドルのことで、アーネスト・
サトウの別荘をコンドルが設計した可能性も考えられる。また、その他の別荘所有者も
ほとんどが公使、書記官などで、他にも建築家によって別荘の設計が行われていた可能
性も考えられる。 
外国人別荘には、アレキサンドル・カークードやアーネスト・サトウの別荘ように、
個人別荘として新築されたもののほか、借主が固定されず毎年のように変る別荘も存在
していた。その様子について、アーネスト・サトウの日記には、次のように記されてい
る注15）。 
 
（明治 31年 7月 18日）  
かなり暑い日だ。三時で七十一度〔摂氏二十ニ度〕ある。われわれ四人でボートを
漕ぎ、家の北西の方向にある岬まで行って、そこから元プールタレスの家だったボ
ンディーの家まで行く。 
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（明治 31年 7月 19日）  
隈笹の花が咲いていた。そこかしこで去年の茎から小枝が伸びており、多いのは三
本も出ていた。帰りは湖の北岸沿いに漕ぎ、ド・ボンディーの元の家のところまで
きて、そこから湖を横切って家へ戻る。 
 
（明治 32年 5月 27日）  
午後、大平から華厳の滝の川床まで通じる道の方へ歩いたが、ずっと下までは降り
なかった。そのあとライデンの家に行った。そこは去年までドュ・ドレズネが借り
ていた家だ。ホテルの別館とへロッドの家とオゴーマン夫人の家が間もなく完成す
る。 
 
中禅寺湖畔に建設された外国人別荘の位置をみると、最初に建設された 2軒の別荘は
大崎の地で、日光市内より九十九折りの新道を登り、二荒山神社付近の中宮祠の中心街
を抜けた、湖の北岸に位置していた。公使の日記からは、北岸に位置していた別荘とし
て、前述の 2軒以外にダヌタン夫人別荘、メイ別荘、オゴーマン別荘、ド・ボンディ別
荘の４軒の外国人別荘が確認できる注 5）。またアーネスト・サトウの日記には、明治
33年(1900)に湖北岸に「外国人別荘地帯」が形成されていたことが記されている注
6）。 
（明治 31年 6月 19日）  
九時頃、二人の男と一緒にボートを出し、村の先の外国人別荘地帯まで漕ぐ。
それから帆を上げて菖蒲の浜までゆっくり帆走した。 
 
この記述から判断すれば、最初の別荘が中禅寺湖畔に建ってから 10 年程度のう
ちに、湖畔に「外国人別荘地帯」が形成されていたことがわかり、中禅寺湖畔が、
明治時代後期にはすでに別荘地として繁栄していたらしいことがわかる。 
明治期の外国人の別荘地帯は、南面に湖を望む湖北岸、二荒山神社付近の大崎を中心
に発展し、その後別荘は、アーネスト・サトウの別荘が新築された、湖の東岸である砥
沢へと増加して行ったということができる。また「外国人別荘地帯」の内容については
詳細が不明だが、一つの地域にある程度以上の別荘がかたまって存在していたらしいと
考えることは可能であろう。この日記へ記載されている外国人名や土地情報から明治
29年及び 30年の別荘見取り図を作成した。（図 2-1-1-2,2-1-1-3）各地域における別荘
の並び順は不明であるが別荘地帯としての情報としてとりまとめた。また添付資料１に
それら別荘の現在までの利用実態をまとめた。日光からの交通の便が良い湖畔北岸の湖
尻、大崎近辺と東岸の歌ケ浜、砥沢に多く存在していたことが確認できる。それ以外に
は十三番岬にもこの時期からすでに別荘が存在していたことが確認できた。湖尻から近
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い順に徐々に別荘が増加していったと考えられ、明治 29年ころにはすでに湖尻に比較
的近い土地だけでは足りず、十三番岬や菖蒲ケ浜まで拡大していたことも確認できた。
ここに示した別荘所有者名は公使らの日記で抽出できた名前のみであるため、実際には
これ以上の外国人別荘が存在していたと想像される。当時の別荘所有状況を一覧表にま
とめ、現在までの別荘所有者の変遷を把握した。（添付資料１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-1-1-1 サトウの日記による明治 29年の別荘見取り図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-1-1-2 サトウの日記による明治 30年の別荘見取り図 
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表 2-1-1-1 明治 29年,30年の外国人別荘 
明治 29 年（1896 年） 
 所 有 者 肩書き 
１ アーネスト・サトウ別荘＊１,２ 英国公使 
２ アルマン別荘＊１  
３ ヴューデンブルック別荘＊１ オーストリア公使 
４ オゴーマン別荘＊１  
５ カークード別荘＊２ 司法省法律顧問 
６ カロ別荘＊１ スペイン書記官 
７ グートシュミット別荘＊１ 在日ドイツ公使 
８ シャパイヤー別荘＊１ 在日ロシア公使 
９ ダヌタン別荘＊１,２ 在日ベルギー公使 
10 トーマス・グラバー別荘＊１  
11 イザベラ・ビショップ別荘＊２ 旧姓イザベラ・バード、英国人 
12 プルータルス別荘＊１ フランス公使館一等書記官 
13 ラウザー別荘＊１ 英国公使館一等書記官 
14 レーンホルム別荘＊１ 帝国大学ドイツ語教師 
明治 30 年（1896 年） 
 所 有 者 肩書き 
１ アーネスト・サトウ別荘＊１,２ 英国公使 
２ オゴーマン別荘＊１  
３ カークード別荘＊１ 司法省法律顧問 
４ ダフィン別荘＊１  
５ ダヌタン別荘＊１,２ 在日ベルギー公使 
６ ドュ・ドレズネ別荘＊１ フランス公使館三等書記官 
７ トーマス・グラバー別荘＊１  
８ イザベラ・ビショップ別荘＊２ 旧姓イザベラ・バード、英国人 
９ プルータルス別荘＊１ フランス公使館一等書記官 
10 へロッド別荘＊１ アメリカ公使館書記官 
11 ボンディー別荘＊１  
12 メイ別荘＊１ ベルギー公使館二等書記官 
13 リスボア別荘＊１ ブラジル特命全権公使 
＊１：『アーネスト・サトウ公使日記Ⅰ,Ⅱ』より 
＊２：『ベルギー公使夫人の明治日記』より 
 
 
明治 33年(1900)に発行された「中宮祠真図」図 2-1-1-3には湖畔西側に「ホテル」と
記載されている建物が 2軒ある。南側には「ホテル」の記載が 3 軒ある。当時ホテ
ルはレーキサイドホテルのみであったため、外国人別荘をホテルとして記載した可
能性が高い。サトウが外国人別荘地帯と日記に記している場所がこの西側の「ホテ
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記載数は少ないが外国人別荘地帯と一致
ル」として記載がある大崎であると考えられる。この中宮祠真図からは男体山を訪
れる日本人旅行者のための茶屋が湖尻に集中しており、外国人別荘はその先の湖西
側と南側に形成されていたことが読み取れるが公使日記などから作成した別荘地帯
を一致していることが確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-1-1-3 中宮祠真図 
 
 
2-1-2．大正～昭和期（第二次世界大戦前） 
大正時代には、中禅寺湖への交通の便が急速に発達している。大正 6年（1917）に
は、日光～馬返間に日光自動車株式会社の乗合自動車が開業する。大正時代前半に関
する資料が少なく、別荘の状況を確認することは困難なものの、大正末期に作成され
た中禅寺湖畔別荘見取り図注7）図2-1-2-1）からは、外国人別荘が 40軒、日本人別荘数が
3軒の合計 43軒の別荘が確認できる。この別荘見取り図から復元した大正末期の別荘
配置図が図 2-1-2-2となる。このことからも、明治末期から大正初期にかけても、着
実に外国人別荘が増加していったことが分かる。先に述べた外国人別荘が建った明治
30年代には、湖尻を中心に別荘が発展していたものの、大正末期にはさらなる広がり
を見せ、菖蒲が浜の方まで別荘が建設されていたことが確認できる。当時中禅寺湖畔
外国人別荘で幼少期を過ごしたカナダ人の James C. Langley が保管していた貴重な
写真が写 2-1-2-1である。写真資料がほとんど現存しない外国人別荘の当時の佇まい
が良く分かる。この別荘は西 9番別荘、Higottoのものである。Jamesは 90歳にな
る現在でも中禅寺湖でハンターと過ごした日々を明確に覚えている。70年以上経った
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図２ 中禅寺湖畔
別荘見取り図 
現在でも鮮明に思い出されるほど幸せな日々だったとのことであった注11)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-1-2-1 大正末期の別荘配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-1-2-2 大正末期の別荘配置図（筆者リライト） 
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各国大使館別荘も大正末期から数年の間に建設されている。大使や公使などは、明
治中期から毎年のように避暑の訪れていいたものの、大使館別荘として別荘が建設さ
れた時期は以外に遅かったことが分かる。外国人の個人別荘に留まらず、大使館の別
荘が建設されたことは、中禅寺湖畔の別荘地の独自性を考えるうえでも注目される。
当時の中禅寺湖畔の外国人別荘地は、「夏は外務省が中禅寺湖に移る」と言われるほ
どの状況であり、並大抵の日本人では仲間に入ることが出来ない様子であったと言わ
れている注9)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2-1-2-1 西 9番別荘ヒゴット（1922-1926年の間に撮影） 
 
また大正後期には、後に中禅寺湖畔の外国人別荘の中心的活動拠点ともなる、東
京アングリングエンドカンツリークラブの前身である「丸沼鱒釣会」が大正元年
（1912）に結成される。この釣会が、大正末期には代表を侯爵・鍋島直映、理事を
神戸のハンター財閥のハンス・ハンター注12)として「東京アングリングエンドカンツ
リークラブ」が発足する（以下Ｔ.Ａ.Ｃ.）。Ｔ.Ａ.Ｃ.はアングリング（フライフィッ
シング）を主たる目的とし、千手ケ浜にゴルフ場、運動場、及び会員の為の別荘を
建設予定し、昭和初期の避暑地の中心的存在となって行く。 
昭和に入ると、大正末期にクラブが発足された東京アングリング・エンド・
カンツリークラブの計画が実現され始める。また、それと前後してイタリア、ベ
ルギー大使館別荘も昭和 3年（1928）に建設されている。史料の多く残る東京ア
ングリング・エンド・カンツリークラブ関係の建物建設経緯は第四章にて詳しく
述べることとする。 
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  2-1-3．昭和期（第二次世界大戦後～現在） 
 大半の外国人別荘は、第二次世界大戦を境として状況は一変した。個人で別荘を
所有していた外国人のほとんどは自国へ戻り、その結果、資産の転売、別荘の放置
などにより多くの別荘が消失した。唯一記録に残るこの時期に建設された別荘は、
戦中に建設された千手ケ浜のハンス・ハンター別荘である。その建設経緯は第四章
にて詳しく記載するが、建築主のハンターは大正から昭和初期にかけてこよなく中
禅寺湖を愛し、多くの時間を過ごした 1 人である。資料での確認は出来ないが、戦
前までは大正末期より続く外国人別荘の建設状況が続いていたと考えられる。戦後、
進駐軍によって日光や中禅寺湖のホテルが接収された。金谷ホテルと日光観光ホテ
ルは米軍に、レーキサイドホテルは英軍に接収された。ホテルだけでなく、湖のボ
ートやヨットまで接収され、戦前の外国人避暑地としての華やいだ湖畔の風景は一
転してしまう。接収が解かれた後、大使館別荘などは引き続き利用されているが、
湖畔が再び外国人別荘地としての栄華を取り戻すことはなかった。中禅寺湖畔一帯
は現在でも国有林や宮内省及び二荒山神社、輪王寺の所有となっている（図 2-1-3-1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-1-3-1 現在の土地所有者 
 
  湖畔の土地所有が特殊であったため、登記情報などから歴代の所有者を把握する
ことは難しいが、湖畔別荘の変遷一覧を可能な限りの資料でまとめたものが添付資
料①である。明治、大正と繁栄した別荘が現在はほぼなくなっていることが確認で
きる。土地や建物の所有形態、外交官という所有者の特徴から第二次世界大戦を境
に時が止まってしまったかのような状況である。他の別荘地にあるように日本人の
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避暑地として受け継がれていくこともなかったのは、別荘地として繁栄した時期、
並大抵の日本人では仲間に入れないほどの外国人社会が成立していたことが大き
く関係していると考えられる。 
 
2-2．その他の高原型別荘地との比較 
明治，大正期より発展した外国人別荘を持つ高原型避暑地について、先行研究
注 13）を中心に以下にまとめる。その上で中禅寺湖外国人別荘地の独自性を探る。 
 
2-2-1．軽井沢 
軽井沢は江戸時代初期より中仙道の宿場町として栄えてきた。しかし、明治時代に
入り宿場の廃止によって、江戸時代の宿場町としての面影を失った。荒涼となる軽井
沢を明治政府は殖産興業策の一端として高原開拓を始めた。明治 8年（1875年）に旧
小諸藩士であった鳥居義処が払い下げを受け、農場を開いた。また、その他の政財界
人にも払い下げられ開墾事業が行われ、軽井沢一体は牧草地、農耕地、植林地として
生まれ変わっていった。そんな中、明治 17年（1884年）鳥居は雲場の池の近くに別
荘を構えた。この別荘が軽井沢に初めて出来た別荘であり、当初は大規模な農場経営
のために設けられたものであった。 
軽井沢が外国人別荘地として発展を遂げるきっかけは明治 18年（1885年）のカナ
ダ生まれのイギリス教会牧師Ａ・Ｃ・ショウとＪ・Ｍ・ディクソンが軽井沢を訪れた
ことに始まる。翌年から彼らは毎夏を軽井沢で過ごすようになり、明治 20年（1887
年）にショウ牧師は廃業した旅宿を買い大塚山に移築することによって別荘を建てた
写2-2-1-1）。これが軽井沢初の外国人別荘である。彼らは日本国内の外国人たちに軽井沢
が避暑地として適していると伝えたことにより、外国人が別荘を構えるようになった。
中仙道の宿場町として栄えた過去をもつ軽井沢には旅宿跡が多く残っていたせいか、
ショウ牧師と同じように旅宿を買い、別荘として改修する外国人も多かった。また、
軽井沢に教会が多く存在する理由には、こうした宣教師が広めた外国人別荘地だった
ことが挙げられるであろう。 
別荘が建築され始めたのと前後して万平ホテル（明治 28年：1895年）、軽井沢ホ
テル（明治 33年：1900年）、三笠ホテル（明治 39年：1906年）がリゾートホテル
として相次いで建設され、軽井沢避暑地において上流階級の人々の社交場となった。
明治 44年（1911年）には、別荘数が 178戸に達して、ハウスナンバーが設定されて
いる。 
大正時代に入ると野沢源次郎（野沢組）と堤康次郎（箱根土地）により大規模な別
荘地造成が行われた。とくに野沢組はあめりか屋と共同で新しい別荘建築写２）を持ち
込んで普及させ、大正 8年（1919年）には関東近辺で二番目となるゴルフ場を長尾
原に建設した。また、堤康次郎は大正 5年（1916年）に千ｹ滝の土地を買取、別荘分
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譲を計画した。その結果、外国人や一部の限られた上流階級の日本人だけでなく、一
般庶民も軽井沢の地に別荘を所有するようになった。その一方、外国人宣教師達は日
本人避暑客で賑わいを見せ始めた軽井沢の俗化を避け、さらに東京から遠い野尻湖へ
と移り住んだ。 
初期は外国人避暑地として発展し、避暑地という概念が定着した軽井沢であったが、
日本人による大きな別荘地開発が盛んに行われた結果、昭和になるとその別荘数は飛
躍的に増加し、昭和 62年（1962年）には１万戸を超え、日本人別荘地としてではあ
るが、現在でも避暑地として機能している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 2-2-1-1ショウハウス（宍戸實：軽井沢別荘史，住まいの図書館出版局，1987） 
 
2-2-2.御殿場 
 
御殿場は東京より約 100km 南西に位置する高原である。明治 22 年（1889 年）
に東海道線新橋～神戸間が開通し、御殿場駅ができたことから、軽井沢や日光な
どよりも少し遅れた明治 24 年（1891 年）に外国人が箱根から足を伸ばしてくる
ようになった。 
初めてこの地に滞在した外国人は、英国人植物商Ｒ・Ｓ・バンデングであり、
彼は箱根山で道に迷ったところを地元の農夫に案内してもらい、その途中二の岡
神社に三階建ての養蚕室を見つけ、神官に家屋の借受を申し込み、承諾され貸付
の契約を行なった。こうして、同年夏から家族を連れて避暑に訪れるようになり、
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その後数十人の外国人が訪れるようになった。明治 32 年（1899 年）数人の外国
人たちは二の岡神社に土地を借り、別荘を建設した。この別荘地は「亜米利加村」
と呼ばれていたが、材村者にはアメリカ人以外も多かった。 
外国人の多くは亜米利加村と呼ばれた二の岡神社境内のこの場所に、別荘を構
えていたが、大正中ごろより神官との折り合いが悪く住み辛くなった。このため、
外国人に理解の深い福岡子爵の好意ある援助のもとに、亜米利加村から約 500ｍ
北東側の二の岡御料地に宮内省から貸下げを受け、万国村を開いた写 2-2-2-1）。大正
７年（1918 年）ごろから外国人が別荘を建て始め、その後外国人別荘は増加し
て 26 戸に達した。この際、ほとんどすべての外国人が箱根山の西斜面で富士山
を眺めるのに適した場所に別荘を建てた。彼らはその展望を確保するために、富
士山側の窓の前の木を容赦なく切り落としていった。そのため、現在でも二の岡
荘組合の管理する敷地の中には檜が一定の高さで二股になっているところがあ
り、その痕跡が見られる写 2-2-2-2）。また、付近には礼拝堂やクラブハウスも建設さ
れ、文字通りひとつのコミュニティを持つ村となった。外国人は 7 月から 9 月の
間、一ヶ月以上避暑に訪れハイキング、ゴルフなどの余暇を楽しんでいた。 
戦前までは外国人別荘地として発展していた万国村も、第二次世界大戦が差し
迫り、外国人の居住が困難になった昭和 16 年（1941 年）キリスト教学校の恵泉
女学園、捜真女学校及びその関係者などに譲渡売却された。このとき日本人によ
り二の岡荘組合なる別荘地経営の経営方針を継承する組合が結成された。現在の
別荘敷地は払い下げを受け、御料地から私有地となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 2-2-2-1 万国村： 
（安島博幸・十和田朗：日本別荘史ノート，住まいの図書館出版局，1991） 
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写 2-2-2-2 二股の檜（安島博幸・十和田朗：日本別荘史ノート，住まいの図書館出版局，1991） 
 
2-2-3．野尻湖 
 
2-2-1．軽井沢の歴史で述べたように、大正時代に入り、多くの外国人と日本
人避暑客で賑わうようになった軽井沢を避けた宣教師たちは野尻湖へ移り住み、
外国人別荘地を開発した。その開発は外国人の組織（Nojiri Lake Association）
により計画的に行なわれた。湖に面する土地ではなく、周辺の少し奥まった土地
が外国人別荘として開発されている。この外国人別荘地は戦争により中断もされ
たが、現在でも外国人組織により運営され、外国人宣教師を中心に受け継がれて
いる。 
彼等は日本人数名を含む野尻湖開拓合資会社を設立し、野尻湖の東側の湖畔に
土地を選定した。この場所は野尻湖に面した北向きの斜面で湖の展望には優れて
いた。建築は軽井沢と同じでバンガローと呼ばれる形式で建てられた写 2-2-3-1）。外
国人達は、軽井沢では味わうことのできない、水辺のレクリエーション（ヨット、
ボート、水泳）で余暇を楽しんでいた。外国人別荘の様子は昭和 2 年（1926 年）
の田中阿歌麿による「野尻湖の研究」により次のように分析されている。 
 
家屋は木造バンガロー式の平屋又は二階家にして屋根は板を以って葺けり。外園は板張りに
してペンキ又は防腐剤を施せり。－中略－次に此集落の一般家屋の特徴とも見るべきは概して
前述の他内部に壁代用馬糞紙を用ひ又建築材に加工せざるしらかんぱ其の他の素材を用ひ雅
致を存す。垣根又は門も亦同じ。更にこれらの家屋が夏期居住に限られたるに尚且暖房装置の
あるものあり。之避暑期の終に降雨等なる場合には既に冷気を感ずること、又湖畔にあるを以
って湿度の比較的大なること及び家屋が防寒設備なき等により之に備えたるものなるべし。 
 
上記のように、野尻湖の別荘も軽井沢など他外国人別荘と同じように、自然素
材で作られ、湖の眺望を確保しつつ、また暖炉も備えていた写 2-2-3-2。野尻湖が避
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暑地としての適地であることに着目したほか日本人により、昭和に入ると学校寮、
キャンプ場、日本人向けの別荘地などが開発され、さらに昭和初期の国際観光政
策を受けて、野尻湖ホテルが昭和 11 年（1936 年）に建設されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 2-2-3-1 バンガロー形式別荘 
（安島博幸・十和田朗『日本別荘史ノート』住まいの図書館出版局 1991 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 2-2-3-2 外人集落の家屋の外観： 
田中阿歌麿：野尻湖の研究，信濃教育会上水内部会，1926 
 
2-2-4．六甲山 
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明治初期までの六甲山は生活の糧を取る場所であり、人のほとんど入らない土
地であった。また、薪などの採取のために無計画な伐採が進められた禿山写 2-2-4-1）
であった。六甲地区における初めての外国人別荘は明治 28 年（1895 年）に英国
人貿易商Ａ・Ｈ・グルームが建てたものであった。彼は友人の医者からの勧めで
六甲が健康地であり避暑地として適していることを確信し、別荘を建設したと言
われている。別荘地までの交通手段のために日本人に山上への駕籠屋を始めさせ、
その後ケーブルカーが昭和 7 年（1932 年）に開通するまでは駕籠にて訪れてい
た。 
最初のグルームの別荘が建った後、15 年ほどの間に別荘の戸数は 56 戸に増加
した。三国池のほとりの見晴らしの良いところから、その後も別荘は展望の良い
六甲山山頂方向へ拡大し、建設されていった。グルームの壱百壱番別荘写 2-2-4-2）
は東明村の平吉という大工によって建てられたが、日本趣味を生かした日本間、
襖の間仕切を持つものであったが、一方暖炉を設けるなど和洋折衷なものであっ
た。その他の別荘に関しては建物も現存せず、資料も少ないが、特徴としては開
放的な家の構え、軒先にパーゴラを設けている家など、戸外の生活を意識したも
のであった。 
外国人特有のヨットなどの水辺のレクリエーションはないものの、六甲山では
ゴルフや登山が楽しまれていた写 2-2-4-3）。ゴルフ場においては明治 34 年（1901
年）も４ホールのゴルフ場ができ、明治 36 年（1903 年）には９ホールに拡張さ
れ神戸ゴルフクラブが創設されている。この神戸ゴルフクラブは日本人が作った
最初のゴルフ場であった。 
外国人別荘地としては、他別荘地と同様に第二次世界大戦により別荘を手放す
外国人が増えた。中には進駐軍などにより使用されていた別荘もあったが、その
後は企業が買い取り、会社の保養所となるものが多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 2-2-4-1 禿山の六甲 
安島博幸・十和田朗：日本別荘史ノート，住まいの図書館出版局，1991 
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写 2-2-4-2 壱百壱番別荘 
安島博幸・十和田朗：日本別荘史ノート，住まいの図書館出版局，1991 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 2-2-4-3 ゴルフを楽しむ外国人 
安島博幸：六甲山における外国人別荘地の成立と展開，第 25 回日本都市計画学
会学術研究論文集，1990 
 
2-2-5．高原型別荘地の共通性と中禅寺湖別荘地の独自性 
前述した外国人による別荘地を持つ避暑地はリゾート地という言葉で表現され、外
国人達は湖畔や山の中腹に別荘を構え、余暇を楽しんでいた。外国人によって日本に
紹介されたゴルフは避暑地を代表するレクリエーションであった。長崎の外国人達は
雲仙岳の牧草地の自然コースで明治初年にはゴルフを行っていた。日本で初めてのゴ
ルフクラブは明治 36 年(1903)六甲山に誕生した神戸ゴルフクラブであり、その後箱
根，軽井沢にも建設されていた注 14）。ゴルフが出来る場所という条件は高原型別荘地
の形成に大きく影響していたと考えられる。第 4章で詳しく述べるが、中禅時湖畔に
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も大正末期より千手ケ浜にゴルフ場建設が計画されていたが、土地や金銭的問題から
実現することはなかった。どの高原型別荘地でもゴルフや登山、ヨット、ボートなど
当時の日本人にとってはレジャーという概念ではないスポーツなどのレクリエーシ
ョンが行われていた。明治期から高原型別荘地として発展した場所は、標高 500ｍ～
1500ｍという涼しい気候に恵まれ避暑に最適であり、自然の中で外国人特有のレクリ
エーションを楽しむことができたという共通点がある。高原型別荘地それぞれの形成
経緯や特徴を別表②にまとめた。 
それぞれの高原型別荘地において、別荘所有者に特徴がある。その特長は最初に別
荘地を開拓した人物に寄る処が大きいと考えられる。軽井沢や野尻湖では牧師、御殿
場では植物商、六甲山では貿易商が最初の別荘を建設している。彼らがその土地の持
つ別荘地としての価値を周囲の人々に勧めたことにより徐々に高原型別荘地が形成
され、その人脈からそれぞれの別荘地の所有者に特長が出てきたと考えられる。中禅
寺湖畔別荘地の場合、別荘地としての形成のきっかけを作った人物はアーネスト・サ
トウであり、その後別荘地としての最盛期を迎える際にハンス・ハンターへと受け継
がれていったと考える。イギリスの駐日特命全権公使であったサトウの人間関係に
より、中禅寺湖畔別荘地には外交官ら外国公使が多く集ってきたと考えら、ハンス・
ハンターによりさらに外交の一助となるべき娯楽倶楽部が設立された。そのため、他
の高原型別荘地と共通の特徴である、余暇を楽しみ、避暑に訪れる地、というだけで
なく、中禅寺湖畔の外国人別荘地は外交の場としての役割を果たすようになっていっ
た。この点が他の別荘地と大きく異なる点であり、独自性であると考えられる。 
中禅寺湖別荘地は別荘すべてが湖に面して配置された日本を代表する湖畔リゾー
トであったと言えるが、神地や御料地であるが故に土地の取得や転売に制限があり民
間会社による開発が行われなかったこと、外交関係者の多い上流階級のみで形成され
た独自の世界であり日本人の参入がほぼなかったこと、などの理由が重なり、他の高
原型別荘地よりも戦後急激に衰退したと考えられる。 
 
2-3．まとめ 
中禅寺湖畔の外国人別荘地の形成について旅行地から別荘地に至った経緯や別荘
地の形成過程について明治期の別荘地見取り図など今まで明らかにされていなかっ
た点を明らかにし、さらに他高原型別荘地と比較を行った（表 2-3-1）。以下の点が中
禅寺湖別荘地の独自性として明らかになった。 
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別荘地 形成過程
目的
（余暇）
きっかけとなる人
物
所有者
大使や外交官らを中心として発展。
日本人は参入を躊躇する程の外国人ソ
サエティが存在。夏には外務省が中禅
寺湖へ移ると言われていた。
土地形態
湖畔の土地は宮内省や輪王寺、二荒
山神社が周辺土地を所有。現在も同
じ状況。別荘はすべて湖畔湖に面して
建設された。
現在の状況
戦後、所有者が不在となった多くの
別荘が朽ち果て、県により解体され
た。現在は各国大使館別荘と日本企業
や個人に建物使用権が引き継がれた数
件が残る。民間開発の参入がない。
所有者
牧師や宣教師を中心として発展。民間
企業による別荘地開発が進み明治後期
より日本人の別荘地として栄える。
土地形態
民間の土地所有であったため早い段階
から日本企業により別荘地開拓が行わ
れた。森や林が切り開かれ別荘地とな
り広大な範囲に及んでいる。
現在の状況
現在も別荘地として発展し続け、日本
人を中心とした日本を代表する避暑地
となっている。
所有者
神戸という土地柄、貿易商などによる
別荘所有が多かった。
土地形態
民間の土地所有であり、日本人にとっ
ては木材を伐採用の山であった。池の
ほとりや六甲山山頂付近など見晴らし
の良い所に別荘が開拓していった。
現在の状況
戦後外国人から民間企業などに譲り受
けられ現在もゴルフレジャーの場所と
して利用されている。
所有者
植物研究家のほかアメリカ人が多かっ
たことから貿易商なども多かったと想
像される。
土地形態
別荘地形成当初は神社境内に建設して
いたが神社との折り合いが悪くなり後
に湖岸御料地内へと移転した。
現在の状況
戦後はキリスト教学校に全体が売却譲
渡され、現在も所有されている。土地
も御料地から払い下げとなり民有地と
なっている。
所有者
軽井沢と同様に宣教師を中心として発
展した。
土地形態
別荘地形成当初は神社境内に建設して
いたが神社との折り合いが悪くなり後
に湖岸御料地内へと移転した。
現在の状況
戦後は日本人向けのキャンプ場やホテ
ルが建設され日本人の避暑地として機
能している。
Ａ．Ｈ．グルーム
（貿易商）
Ｒ．Ｓ．ハンデン
グ
（植物研究家）
避暑
ゴルフ
登山
富士山鑑賞
避暑
ヨット
Ｄ・ノルマン
（宣教師）
大正9年(1920)軽井沢の喧
騒を逃れた外国人により
別荘が建設。翌年「国際
村」が設立されキャビン
やボートハウスなどの整
備が開始される。現在で
も外国人宣教師を中心に
受け継がれている。その
周辺には日本人別荘地が
形成されている。
明治32年(1899)に数件の
外国人別荘が建設され二
の岡神社境内の別荘地は
アメリカ村と呼ばれる。
大正7年(1918)には二の岡
御料地内に万国村が建
設、湖畔を中心として発
展したが戦後は日本の大
学へ譲渡されている。
明治28年(1895)初の外国
人別荘が建設される。外
国人別荘地として繁栄す
るが戦後、日本企業や個
人に売却され現在に至っ
ている。周辺にはゴルフ
場が多数建設されてい
る。
避暑
ゴルフ
登山
日光中禅寺湖
六甲山
御殿場
野尻湖
Ａ・Ｃ・ショウ
（牧師）
避暑
ゴルフ
登山
明治20年(1887)最初の外
国人別荘が建設される。
明治32年(1899)には民間
企業により日本人向け別
荘開発が廃止される。そ
の後も別荘地開発が進み
現在に至る。
軽井沢
別荘地の特徴
明治20年(1887)最初の外
国人別荘が建設される。
レジャークラブも設立さ
れ、大正末期には43軒の
別荘が湖を取り囲む様に
存在していたがその所有
者や土地形体により戦後
衰退した。
避暑
外交
鱒釣
ヨット
登山
アーネスト・サト
ウ
（英国全権公使）
表 2-3-1 高原型別荘地比較表
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・ 中禅寺湖の圧倒的に美しい風景に魅了され多くの外国人、特にヨーロッパ出身の
人々は故郷の自然にそれを重ね合わせ、交通手段が儘ならない明治より足しげく
中禅寺湖を訪れるようになった。 
・ 外国人別荘地の発展はアーネスト・サトウが来訪したことから始まったと考えら
れる。サトウを取り巻く人間関係から中禅寺湖畔外国人別荘地は当初から外国公
使などの外交関係者などで構成されていた。また湖畔一帯が神地や宮内省管轄で
あったことから、他の外国人別荘に多く見ることができる宣教師の関与もなく限
られた上流階級の外国人が別荘所有者の大半を占めていた。 
・ 湖畔の土地一帯が宮内省や二荒山神社、輪王寺など土地所有者の関係から民間に
よる大規模な別荘地開発が行われることなく、徐々に湖畔に別荘地エリアを拡大
していった。別荘地は販売されるのでなく、明治当初からの権利が代々、徐々に
ある一定の人間関係の中で譲り受けられていった。 
・ 大正から昭和初期戦前にかけては、レジャークラブの存在とともに外国人別荘地
として最盛期を迎えた。その多くは外交関係者で形成されていたことで外国人別
荘地としての発展に繋がったが、逆にその性格故に戦後衰退の一途を辿ることと
なった。 
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第 2 章 注記 
注 1）エリアノーラ・メアリー・ダヌタン著 長岡祥三訳：ベルギー公使夫人の明治日記，中央公論社 ，
p64，1992 
注 2）外務省外交資料館所蔵資料：外國人ニシテ日本人名義ヲ以ッテ土地又ハ家屋ヲ所有スルモノノ調査，
外國人所有土地家屋営業關繋一覧表 
 
注 3）前出『ベルギー公使夫人の明治日記』 
  アーネスト・サトウ著 長岡祥三訳『アーネスト・サトウ公使日記Ⅰ』新人物往来社 平成元年 
  アーネスト・サトウ著 長岡祥三、福永郁雄訳『アーネスト・サトウ公使日記Ⅱ』新人物往来社 平
成３年 
 
注 4）前出『アーネスト・サトウ公使日記Ⅰ』P42 
 
注 5）前出『ベルギー公使夫人の明治日記』P97 
  前出『アーネスト・サトウ公使日記Ⅰ』P150､165 
 
注 6）前出『アーネスト・サトウ公使日記Ⅰ』P159､166､169､173 
前出『アーネスト・サトウ公使日記Ⅱ』P106､135､137､ 
 
注 7）前出『ベルギー公使夫人の明治日記』P66､119､ 
 
注 8）前出『アーネスト・サトウ公使日記Ⅱ』P137､252 
 
注 9）大島久治作成「中禅寺湖畔別荘見取図」大島久夫氏蔵 
 
注 10）カナダ在住、James C. Langleyへのヒアリングによる 
 
注 11）小島喜美男氏へのヒアリングによる 
 
注12）慶応元年(1865):エドワード・ハズレット・ハンター（ハンス・ハンターの父）は英国人キルビーに
随行して来日。後に範田商会を設立。明治17年(1884):日本人の母「あい」との間に次男としてハンス
（範三郎）が日本で誕生。明治26年(1893):ハンター家が「範田」姓に改める。明治36年-明治39年
(1903-1906):ロンドンの鉱山学校ローヤル・スクール・オブ・マインズで冶金学を修める。その後明治
40年(1907)に米国鉱山精錬場の視察。明治44年(1911):朝鮮雲山郡一帯の鉱業権を取得。大正7年(1918):
大阪東区に鯛生金山株式会社を設立。大正13年(1924):鯛生鉱山を売却、見立鉱山の鉱業権を取得。大
正14年(1925):東京アングリング・エンド・カンツリー倶楽部を設立。大正15年(1926):東洋鉱山株式会
社を設立。昭和15年(1940):各種事業から退き、東京都小平市に「範田農園」を設立し隠居生活。昭和
22年(1947):小平にて死去。 
 
注 13）安島博幸・十代田朗：日本別荘史ノート，住まいの図書館出版局，1991 
宍戸實：軽井沢別荘史，住まいの図書館出版局，1987 
   田中阿歌麿：野尻湖の研究，信濃教育会上水内部会，1926 
   上垣智弘・安島博幸：六甲山における外国人別荘地の成立と展開，第 25回日本都市計画学会学術研
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究論文集，日本建築学会，pp313-318，1990 
   勝又宏幸・安島博幸：戦前の御殿場における高原リゾートの成立と展開，第 25回日本都市計画学会
学術研究論文集，日本建築学会，pp319-324，1990 
注 14）石川明範：第 42回企画展図録 行楽・観光・レジャー～余暇の近代化，栃木県立博物館，1993 
 
第３章 中禅寺湖畔外国人別荘の建築手法 
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図２ 中禅寺湖畔別荘見取り図 図 3-1-1 別荘見取り図 
 3-1．外国人別荘の一覧  
  大正末期の別荘見取図（図 3-1-1）に記載されている 42 軒の別荘のうち、当時のまま
の形で現存する別荘は 6 軒程である。所有者が外交官らであったため戦後放置され、朽
ち果てた別荘も多い。栃木県は 2001年頃から湖畔の整備計画を開始し、老朽化して倒壊
の恐れのあるいくつかの別荘を買取り、実測調査を行った後に解体している。筆者は栃
木県による調査がなされていない別荘を中心に実測調査を行った。本章では図面資料や
写真資料が残る外国人別荘について、その建築的特徴を見出すべく分析を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
添付資料１に現在残る別荘の一覧を示す。別荘所有者は現在確認できる範囲での最終所
有者を記載している。写真資料のみの別荘に関しては外観のみで分類を行っている。それ
ぞれの別荘配置を図 3-1-2 に示す。図中の番号は添付資料１の名称番号と対応している。
湖東岸、北岸、西岸の順に別荘番号をふり、順に分析を行う。 
 
東岸の別荘 
① 南三番別荘 
② 南三番半別荘（フランス大使館別荘） 
③ ベルギー大使館別荘 
④ 南四番別荘（イギリス大使館別荘） 
⑤ 南五番別荘（イタリア大使館別荘） 
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北岸の別荘 
⑥ 西一番別荘 
⑧ 西二番別荘 
⑨ 西八番別荘 
⑩ 西九番別荘 
⑪ 西十二番別荘 
⑫ 西十三番別荘 
 
  西岸の別荘 
⑬ 千手クラブハウス 
⑭ NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB 
⑮ ハンス・ハンター別荘 
 
 
 
 
次項では添付資料１に挙げる別荘を前述の 2 種に別けて、それぞれの建築について特
徴の分析を行う。別荘の分析に用いる資料は、写真のみの場合や詳細図面まで存在する
場合など別荘により資料の豊富さが異なる。本来であれば図面資料まで整ったもののみ
を分析することが同一条件下での公正な比較となるが、研究においては出来得る限り対
象とする別荘を増やすことが中禅寺湖畔外国人別荘の建築の特徴を見出す上で有効であ
ると考え、写真資料のみの別荘も比較対象としている。分析は配置計画、平面・断面・
立面計画、建築材料の 3点を中心に行う。 
図 3-1-2 別荘配置 
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基礎・構造
壁
屋根
建具
外　部　仕　上
木製
不明
杉板南京下見張り
鋼板瓦棒葺き
3-2. 湖畔東岸の別荘建築の特徴 
    
3-2-1．①南三番別荘（写真資料のみ） 
 南三番別荘は戦後米屋旅館の倉庫として使用されていた。以前は外国人別荘であっ
たが所有者の記録はない。全体的には下見板張の和風建築的な納まりであるが、半切
妻の大屋根や湖側 2階の開口部などが一般住宅とは異なる雰囲気をかもし出している。 
 
ａ．配置計画  
  南三番は湖畔からは直接アクセスできない立地である。前面道路から東に傾斜し
た敷地のため、建物 2 階からの見晴は良かったと考えられる。主玄関は湖と反対側
である建物東面に設けられ、同じく付属下屋の東面にも勝手口が設置されている。
湖から直接アクセス可能な敷地でないためか、湖畔に向いて開いて計画された感じ
はあまりなく、木立の中にひっそりと佇む様子である。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画 
  写真資料のみであるため、内部の平面計画や断面計画は不明である。立面の開口
部の様子からは湖畔側の 1階に居間や食堂が配置され、2階に寝室が配置されていた
と考えられる。1 階、2 階ともに大開口はなく腰窓がほぼ等間隔で配置されている。
屋根形状は半切妻である。切妻屋根に比較して半切妻屋根の方が、湖畔からの見え
掛かり上、周辺の風景と馴染む様に感じられる。湖畔側は形状が綺麗に残っている
が、道路側は下屋に架かる屋根の統一感のないレベル設定や雑多な雰囲気から一部
増改築が行われたと想像される。 
 
 ｃ．建築材料 
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写真 3-2-1-1 南三番 外観 1（筆者撮影） 
写真 3-2-1-2 南三番 外観 2（筆者撮影） 
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3-2-2．② 南三番半別荘（フランス大使館別荘） 
   南三番半はフランス大使館が青木周蔵から明治 42年(1909)に購入した別荘であ
る。青木が南三番半をいつ建設したのかは資料がなく不明である。持ち主であった
青木周蔵は当時那須にも別邸を所有していた。この那須別邸はドイツで建築学を学
んだ松ヶ崎萬長により明治 21年～42年にかけて新築及び増改築の設計が行われてい
る。南三番半は那須別邸に比べ外観は明らかに質素であるが平面計画は広縁やサン
ルームなどが贅沢に確保され、しっかりと平面計画が行われていることから、青木
から建築家に設計が依頼されたのではないかと想像される。材料や内外意匠は和風
であることから、平面計画だけを建築家に相談し、それをもとに地元大工に設計施
工で依頼したとも考えられる。その後別荘は昭和 34年(1957)に清水組により改造図
が作成され、改修工事が行われている。2階改造図面は水廻りの一部のみであること
からこの時の改造は増築ではなく、既存のボリューム内部、特に 1 階を改修したも
のと考えられる。 
 
ａ．配置計画 
    建物へのアプローチは道路側からと湖側との二つが用意されている。道路側から
のアプローチは主出入口であるにも関わらず勝手口のような扉一枚で存在感がなく、
あまり重視されていない様子をみることができる。湖畔側は建具をすべて引き込み、
全面開放することが可能となっており、夏季別荘としての利用を考えると湖側を主
出入口として計画されたと考えられる。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画  
 建物は木造２階建て。外層は真壁漆喰塗り、一部腰壁はささら子下見板張りとなっ
ている。基礎は大谷石積み、屋根材は亜鉛鉄板瓦棒葺きである。内壁も真壁漆喰塗り、
床は廊下が板張り、その他の居室はすべて畳敷きとなっている。天井は竿縁天井、建
具は水廻りを除きすべて引き違い戸である。１階湖畔側は大開口を確保するべく、柱
間は２間半とし、引き戸は全て左右の戸袋へ引き込まれるよう計画されている。 
 平面計画としては、アプローチは道路側からと湖側との二つが用意されている。１
階には湖畔にサンルーム的役割をもった縁側が設けられ、その奥にサロン、食堂が配
されている。台所や使用人室などのバックヤード空間は道路側に配されている。また、
１階湖畔側の角部屋は事務室となっており、大使館関係者が夏季などの長期滞在時に
仕事場として使用していたことが想像できる。２階には寝室が６室設けられ、湖畔側
には１階と同じようにサンルームが設けられている。客室は畳敷きであるが、ベッド
やテーブル、椅子が配され、洋式に使われている。湖側の建具の内側には、赤く塗ら
れた手すりが廻され、夏にはすべての建具を引込み、開け放されて使用できるように
なっている。２階の水廻りも１階と同様、道路側に配置されている。小屋組は不明で
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
廊下 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
広縁 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
食堂 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
サロン 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
事務室 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
使用人室 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
浴室 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
ＷＣ 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
台所 ﾓﾙﾀﾙ 石張り 板張り 杉板竿縁天井
客室 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
広縁 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
浴室 板張り 石張り 漆喰 杉板竿縁天井
ＷＣ 板張り 石張り 漆喰 杉板竿縁天井
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
基礎・巾木 大谷石積み
壁 漆喰
腰壁
屋根 亜鉛鉄板瓦棒葺き
軒裏 化粧野地板　杉
2
建具 木製
室　内　仕　上　表
1
ある。１階は食堂、サロンは建具で仕切られているものの連続する空間であるが、２
階の客室はプライバシーを護るために間仕切り壁で仕切られている。 
 全体デザインとしては、真壁漆喰塗りの質素な和風建築である。室内は、湖への開
けた視界を確保するために、１階部分では柱間を広く取り、２階部分では通常の柱間
一間となっている。そのため、湖側からの立面では、全ての柱が通柱にはなっていな
い。建物の構造や統一された外観よりも、内部からの湖への展望の確保が重視され生
まれた結果であると考える。増築された形跡もなく、建設当初から現在の形であった
と考えられる。建物は全体的に和風建物であるが、間の取り方は純和風ではなく洋風
の考えが混在している。また階段手すりが橋の欄干のようなデザインであり朱色に塗
装され、２階の湖側開口部も同様の手すりが配されていることから、外国人がイメー
ジする寺院建築を思わせるところがある。 
 
 
 ｃ．建築材料 
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写真 3-2-2-1 南三番半(フランス大使館別荘)外観（筆者撮影） 
写真 3-2-2-2 南三番半(フランス大使館別荘)内部 
1 階広縁（筆者撮影） 
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写真 3-2-2-3 南三番半(フランス大使館別荘)内部 2 階客室（筆者撮影） 
 
写真 3-2-2-4 南三番半(フランス大使館別荘)内部階段の赤い手摺（筆者撮影） 
 
写真 3-2-2-5 南三番半(フランス大使館別荘)内部 2 階広縁（筆者撮影） 
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図 3-2-1-1 改造工事平図面（筆者調査により作成） 
図 3-2-2-2 改造工事立面図（筆者調査により作成） 
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基礎・構造
壁
屋根
建具
外　部　仕　上
木製
不明
漆喰
鋼板瓦棒葺き
 3-2-3．③ ベルギー大使館別荘（写真資料のみ） 
   現存する大使館別荘のなかでも洋風意匠が印象的であるため調査の申し込みを
行ったが、大使らの安全確保と言った理由で調査不可能であったことが誠に残念で
ある。立地は南三番半と南四番の間であり、地元の通称である別荘番号は南三番半
と南四番が割り振られた後に建設されたことか付いていない。別荘は昭和 3年(1928)
に大倉喜七郎により建設され、ベルギー大使館に譲渡されたと言われている。大倉
喜七郎は後に建築家・高橋貞太郎に川奈ホテルの設計を依頼しているが、高橋は昭
和 3 年(1928)には佐野利器の元で働いていることから、ベルギー大使館別荘の設計
を高橋に依頼したとは考えにくく、設計者の特定は難しい。 
 
ａ．配置計画 
    南四番の隣の敷地であり、立地条件はほぼ同一である。写真資料のみであるため
明確な配置計画は定かでないが道路側からのアクセスと湖側からのアクセスが確保
されていたと想像される。湖までは緩やかな傾斜地であり、特に石積み整備などは
されていない。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画 
  写真資料からの推定となるが、平面計画は 1 階中央に暖炉を備えた居間があり、
外部にカバードポーチが配されていると想像される。2階は居室の外に湖を望むバル
コニーが設置されている。屋根形状は寄棟であり、一部下屋があり、湖側の大屋根
にはドーマー屋根が取り付けられている。窓割りと 2 階バルコニーの木製手摺のデ
ザインが建物に洋風の印象を与えている。 
  
ｃ．建築材料 
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 3-2-4．④ 南四番別荘（イギリス大使館別荘） 
  南四番別荘についても筆者による調査はベルギーと同じ理由により実現できてい
ない。一方、平成 22年(2010)にイギリス大使館により別荘が栃木県へ無償譲渡され、
栃木県はその活用方法を検討するために調査報告書を作成している。本節ではその報
告書の内容を元に以下に特徴をまとめる。 
 
南四番（イギリス大使館別荘）は外国人別荘の中でも最も古い別荘の1つである。 
  ベルギー公使夫人ダヌタンの日記には「サトウの紙と木でできた家」との記載があ
る。内外共に建築材料は典型的な和風建築であるが、平面計画は幅広い広縁やロの
字型の廊下など純和風ではない部分も読みとることができる。建築家が設計を請負、
その図面をもとに施工されたとまでは考えにくいが、コンドルに庭を相談していた
様に全体計画や平面構成など、何らかの形で建築家が助言をしていた可能性はある
と考えた。 
 
  ａ．配置計画 
   敷地は湖面から 8.5ｍほどの高低差があり、石積みテラス 3 段の上に位置する。
道路側からのアクセスと桟橋により湖側のアクセスが確保されている。この石積み
3 段は別荘を建設したアーネスト・サトウの日記によればコンドルからの提案であ
った。 
写真 3-2-3-1 ベルギー大使館別荘（筆者撮影） 
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建具 木製
屋根 亜鉛鉄板瓦棒葺き
軒裏 化粧野地板　杉
壁 押縁下見板張り
腰壁
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
基礎・巾木 石積み
写真 3-2-4-1 イギリス大使館別荘外観（栃木県報告書より） 
  ｂ．平面・断面・立面計画 
   平面計画は 1階 2階ともに湖側に 1間半の広縁が確保され、山側には水廻りと廊
下が配されている。栃木県の調査によれば昭和 30 年(1955)前後に大規模な増改築
が行われたとされている。別荘建設当初の想定間取りは 1階 2階ともに各居室をロ
の字型に取り囲むように広縁と廊下が配置された大変ユニークな間取りとなって
いる。それぞれの居室のプライバシーと開け放った場合の開放性、両面からこのよ
うなプランが計画されたと考えられる。屋根形状は寄棟であり、増築された平屋部
分のみ切妻屋根となっている。湖側の建具は戸袋により全面開放可能となっており、
半屋外空間の広々した広縁が印象的である。現在は建物全体が黒塗装となっている
が各主材料に残る形跡からは白を基調とした内外装であったとされているが、2 階
広縁の手摺は他の別荘同様、寺院を連想させる赤塗装であった可能性も高いと考え
られる。 
 
  ｃ．建築材料 
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写真 3-2-4-2 イギリス大使館別荘内部（栃木県報告書より） 
図 3-2-4-2 イギリス大使館別荘現況平面図（栃木県報告書より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3-2-4-1 イギリス大使館別荘現況平面図（栃木県報告書よ
り） 
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 図3-2-4-2 イギリス大使館別荘創建時の推定平面図（栃木県報告書より） 
 70 
 
3-2-5．⑤ 南五番別荘（イタリア大使館別荘） 
設計図からは、当時レーモンドが特に中禅寺湖畔に建つこの別荘に対してこだわ
っていたことは、自然に溶け込む土着的な材料を使用し、いかにデザインできるか考
えていたことが確認できる。図面には『各部構造材又造作材料ハ指定セズ山材ヲ配ス
ルコト妙味アリ』と記されており、土地の材料にこだわっている。また小屋組は和小
屋でも洋小屋でも可と書かれていることからも、本建物では構造材を見せるといった
手法ではなく、内装・外装材によるデザインを目指していたと考えられる。 
 
ａ．配置計画 
道路側に玄関を配し、また湖側にもカバードポーチから直接湖へ出られるように
なっており、道路側、湖側の両面からアクセス可能な配置計画となっている。図面
には表されていないものの、カバードポーチの先には桟橋が設けられている。 
 
ｂ．平面・断面・立面計画 
南五番別荘はレーモンドの設計である。建物は木造 2 階建て。外装材は、前面杉
皮張りとし、屋根は柿板葺き、建物内部も外装と同様に杉皮張りとなっている。レ
ーモンド設計事務所に保管されている設計図面では、外装は杉皮の横張りとなり、
内装は杉皮の市松模様張りや横張りの竹押えなど各室で違ったデザインが施されて
いた。資料の竣工当初の写真によれば、設計図は杉皮横張りではなく、杉皮とウッ
ドシングルの市松模様となっている。工事途中で外観デザイン変更が行われたと思
われる。 
 平面計画としては、湖側前面にぬれ縁、カバードポーチを配し、その内側に大き
な食堂と居間を配している。食堂と居間はひとつの大空間となっており、暖炉を付
属している。レーモンド自身がこの居間と食堂をひとつの大きな空間としたことに
対し、当時としての非公式なプランを試みたと自伝で述べている。台所などの水廻
りは道路側に配され、使用人の動線が考慮されている。2 階の湖側には客室が四部
屋配されており、各々は間仕切り壁で仕切られプライバシーが保たれている。2 階
の水廻りも 1 階と同様に道路側に配され、湖側はすべて客室の開口部が確保されて
いる。 
本別荘は居間食堂の大空間や杉皮を用いたデザインなどレーモンドによる新たな
試みで斬新な意匠となっているが、建物全体としての断面形状や寄棟の屋根形状な
どは他の別荘と特別変わらない一般的なものとなっている。 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 石
ホール 板張り 板 杉皮 杉皮
廊下 板張り 板 杉皮 杉皮
居間兼食堂 板張り 板 杉皮 杉皮
ﾌｧｲﾔｰﾌﾟﾚｲｽ前 板張り 杉皮 杉皮
台所 板張り 板 木 木
便所 板張り 板
浴室 板張り 板 木 木
客寝室 板張り 板 杉皮 杉皮
ｶﾊﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾁ 板張り 板 杉皮 杉皮
ﾇﾚｴﾝ 石 板
寝室 板張り 板 杉皮 杉皮
廊下 板張り 板
ホール 板張り 板
便所 板張り 板
浴室 板張り 板 木 木
ｽﾘｰﾋﾟﾝｸﾞﾎﾟｰﾁ 板
2
ポーチ・テラス 玉石
建具 木製
室　内　仕　上　表
1
屋根 ? 板葺き（シングル）
軒裏
壁 杉皮張り
腰壁
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
基礎・巾木 コンクリート基礎・玉石
ｃ．建築材料 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 72 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-2-5-1 イタリア大使館別荘 外観（『JA ANTONIN RAYMOND』より） 
写真 3-2-5-2 イタリア大使館別荘 内部１（『JA ANTONIN RAYMOND』より） 
写真 3-2-5-3 イタリア大使館別荘 内部２（『JA ANTONIN RAYMOND』より） 
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図 3-2-5-1 イタリア大使館別荘 平面図（レーモンド事務所所蔵） 
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図 3-2-5-2 イタリア大使館別荘 立面図（レーモンド事務所所蔵） 
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 図 3-2-5-3 イタリア大使館別荘 展開図（レーモンド事務所所蔵） 
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3-3. 湖畔北岸の別荘建築の特徴 
 
3-3-1. ⑥西一番別荘（写真及び図面資料） 
 西一番は T.A.C.会員のために理事であったハンターが建設し提供していた別荘で
ある。湖畔の別荘といった雰囲気よりも全体的に日本の民家のような印象がある。ハ
ンターはこの西一番建設の 4 年後に小平の範多農園に同じ様な造りの民家を那須から
移築して写 3-3-1-2 晩年を過ごしていることから、民家的な建築に興味があったのではな
いかと思われる。外観は日本の民家のようであるが、室内の平面計画は引戸が全くな
い洋風な平面計画となっている点が興味深い。 
 
ａ．配置計画  
  配置計画は、湖側全面にテラスを設け各室へ湖岸からの直接アプローチが確保さ
れている。道路側にも玄関が設けられており車道側からもアクセス可能となってい
る。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画 
平面計画は、1階湖側にダイニング，リビングを連続した空間として配置し、壁付きの
暖炉を設置している。裏側には廊下が設けられ、サービス空間と 2 階への動線が確保さ
れている。1階西側の和室には個別に便所，浴室が設けられていることから、施主であっ
たハンター個人の使用、もしくは T.A.C.の日本人会員を意識しての計画と考えられる。
道路側の玄関には上がり框があることから日本家屋式に利用されていたことが分かる。
使用人室は道路側北東角に配置されているが、広縁を設けるなどして生活空間を考慮し
ている。2階の湖側にはゲストルームが 3室、湖を望むように並んで配置され、廊下や階
段は道路側に設けられ、湖側の居室を主と考えた片廊下形式となっている。建物西側縁
側の前はさし掛け屋根となっており、竣工当事の写真写 3-3-1-1 から増築であることが確認
できる。サンルーム的な部屋であったと考えられ、T.A.C.会員らが釣具を置いて利用し
ていたのではないかと想像される。 
外観は、ややむくりのついた矩勾配の杮葺き屋根が印象的であり、寄せ棟で一部八
方屋根となっている写 3-3-1-1。また階段の部分やゲストルームの出窓部分は大屋根を一
部突き上げたドーマー屋根としている。化粧垂木，母屋は丸太を使用している。外壁
は、1階湖側のリビング，ダイニングの外壁を除いては耳付の南京下見板張りであり、
その他は真壁で漆喰塗りであった。湖側外壁の腰壁は半割丸太の縦張りとなっており、
民家風建築の趣のなかに山小屋風の意匠が融合している。 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰 上がり框
廊下 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
居間食堂 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰 壁付暖炉
台所 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
便所 縁甲板張り タイル張り 漆喰 漆喰
使用人室
和室 畳敷き 畳寄せ 漆喰 杉板竿縁天井
廊下・縁側 縁甲板張り 雑巾摺り 漆喰 化粧野地板
脱衣室 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
浴室 板張り 板 板張り 板張り
便所 縁甲板張り 杉半割丸太 漆喰 漆喰
廊下 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
寝室 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
寝室２ 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
寝室３ 縁甲板張り 板 漆喰 漆喰
階段 桧板 板 漆喰 漆喰
2
暖炉煙突 玉石張り
室　内　仕　上　表
1
建具 木製
ポーチ・テラス
屋根 柿板葺き（一部下屋波板鉄板葺き）
軒裏 化粧野地板
壁 杉板南京下見張り(一部真壁漆喰塗り)
腰壁 半割丸太縦張り（南側窓下）
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
基礎・巾木 自然石積み（コンクリート布基礎）
ｃ．建築材料 
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写真 3-3-1-2 小平の範多農園（website：範多農園在りし日の姿を求めて） 
写真 3-3-1-1 西一番竣工時写真（赤坂毅氏蔵） 
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図 3-3-1-2 西一番立面図（栃木県調査図を筆者がリライト） 
図 3-3-1-1 西一番平面図（栃木県調査図を筆者がリライト） 
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3-3-2. ⑦ 西六番別荘 
    西六番は湖畔でも一際目を引く建物であったと考えられる。一見すると洋風で山
小屋のような印象であるが内部はレーモンドにより和室意匠と洋風意匠がしっかり
と区切られ和洋が融合した空間となっている。レーモンドスタイルと言われる技法
が生み出される少し前の作品であり、様々な試行錯誤が行われていたと想像される。
レーモンドの設計活動における西六番の位置づけは次章で詳しく述べる。 
 
ａ．配置計画 
   配置計画は、湖側の出入口から湖まではロックガーデンが設けられており、また
道路側には車寄せを持つ玄関が設置され、両面からのアプローチが確保されていた。
急傾斜地のため道路側レベルの玄関は中 2階に設定され、そこから 1階へ降り、1階
レベルから 2階へ上がる計画となっている。 
 
   ｂ．平面・断面・立面計画 
西六番はレーモンド設計による T.A.C.のクラブハウス兼宿泊施設であった。平面計
画では、1 階湖側に開口部を多く持つリビング・ダイニングを連続した空間として配
置している。またその裏側に廊下を設けサーキュレイションを考慮している。その他
の 1階部分は使用人部屋やサービススペースで道路側、貯蔵庫側を中心に造られてい
る。2 階への動線は会員用の階段、使用人用、またオーナーであったハンター個人部
屋へのものとしっかりと区分されている。2 階には、トイレ・シャワーを備えたゲス
トルーム 4室を湖側に配し、道路側に廊下及び階段を設置している。また、ハンター
専用の空間は他ゲストルームとははっきりと区切られ、日本間を中心とした空間であ
り、湖側にバルコニーを備えていた。 
屋根形状は、他の別荘と異なり湖側へ迫出すように架かる 2つの大きな切妻屋根と
一部寄棟であり、純然たる別荘用途ではなくクラブハウスとしての象徴的なファサー
ドとなっていた。居間は 2 層吹抜けで構造材が現しとなった大空間であり、2 基の暖
炉が設置され洋風意匠が徹底されている一方、2 階の客室は床の間を持つ日本間で計
画されており和洋折衷の空間であった。内部の写真写 3-3-2-1から分かるように、家具な
ども洋風なものが設置され、外交官たちの社交場であったことが容易に想像される。 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 石敷き 板 漆喰 漆喰
ホール 板張り 板 漆喰 漆喰
廊下 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
居間 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 木材現し 暖炉
サロン ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 木材現し 暖炉
食堂 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
大食堂 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰 暖炉
厨房 ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ
倉庫
便所 板張り
ボイラー室 ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ
使用人室 畳 杉板
使用人浴室 ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ
使用人便所
使用人廊下
倉庫
寝室 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
廊下 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 板 漆喰 漆喰
便所 板張り 漆喰 杉丸太
浴室 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
洗面所 板張り ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ 柾目板
日本間（4.5帖） 畳 面皮 砂壁 杉竿縁天井
日本間（10帖） 畳 面皮 砂壁 杉竿縁天井
室　内　仕　上　表
1
2
ポーチ・テラス 石敷き
軒裏
建具 木製
腰壁
屋根 柿葺き
基礎・巾木 コンクリート基礎
壁 漆喰
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
 ｃ．建築材料 
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写真 3-3-2-1 西六番 内部（『日光鱒釣紳士物語』より） 
図 3-3-2-1 西六番 外観パース（レーモンド事務所所蔵） 
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図 3-3-2-2 西六番 平面図（レーモンド事務所所蔵） 
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図 3-3-2-3 西六番 立面図（レーモンド事務所所蔵） 
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3-3-3. ⑧西二番別荘 
  西二番は西一番同様に T.A.C.理事であったハンターが会員のために建設した別
荘である。西一番は日本家屋式の玄関であったが西二番は西洋式となっており使用人
室以外に和室は計画されていない。会員のなかでも外国人向けに使用されていたので
はないかと考えられる。外観は和風建築の趣が強いことに対し、内部の間取りは洋風
である点が西一番との共通点である。 
 
ａ．配置計画 
 建物は湖岸にせり出した石積みの上に建築されている。湖側からは石積みの階段に
より直接リビングへ出入りできる。また道路側よりのアプローチは敷地の傾斜を利用
して中 2階に玄関を設置し、階段により 1階及び 2階へつながっている。 
 
ｂ．平面・断面・立面計画 
1階湖側にリビング，ダイニングを連続した空間として配置している。リビングには
暖炉を設けて、湖側に向けて連続した開口部を持つ開放的な空間が用意されている。
また、その裏側に廊下を設けサービス空間をつないでいる。使用人室は道路側 1 階に
あるため、敷地形状により崖に囲まれているような状態であるが、ドライエリアを設
置することにより、使用人室の良質な空間も考慮されている。ゲストルームは 2 階湖
側に並んで配置されており、廊下・階段は道路側に設けられている。西一番同様に片
廊下形式であり、一部水廻りが北側に配されている。玄関には上がり框はなく、西洋
式に利用されていたと考えられる。 
外観は、屋根は寄席棟、外壁は耳付杉板南京下見板張り、また湖側の腰壁には半割
丸太の縦張りとなり自然木を利用した手摺と共に和風意匠の中に山小屋風の意匠が融
合している写 3-3-3-1。また、道路面側の玄関ポーチには矩勾配の切妻屋根、ちょうな目の
付いた柱・梁を用い、妻壁をリシン掻落としとしており、地元大工の技が光る印象的
な玄関ポーチとなっている。敷地傾斜を利用し、道路側中 2 階には玄関及び階段廊下
部分のみが配置されており、道路側建物北面として玄関部分に凝った意匠が計画され
たと考えらえる。 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
階段 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
廊下 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ 壁付暖炉
居間・食堂 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
台所 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ 杉板竿縁天井
脱衣室 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
浴室 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ 木製浴槽
便所 タイル張り ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
使用人室 畳敷き 畳寄せ 漆喰 杉板竿縁天井
使用人室２ 畳敷き 畳寄せ 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
寝室 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
寝室２ 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
寝室３ 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
洗面・浴室 タイル張り ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ 洋風浴室
予備室 板張り 板 ﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾌﾟﾗｽﾀｰ
室　内　仕　上　表
中
２
1
2
ポーチ・テラス 自然石
軒裏 化粧野地板　杉
建具 木製
腰壁 半割丸太縦張り（南側窓下）
屋根 亜鉛鉄板瓦棒葺き
基礎・巾木 自然石積み　擁壁、外部階段も同じ
壁 杉板南京下見張り
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
ｃ．建築材料 
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図 3-3-3-1 西二番平面図（栃木県調査図を筆者がリライト） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-3-3-1 西二番外観（大島久夫氏蔵） 
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3-3-4. ⑨西八番別荘（写真資料のみ） 
  西八番は大正末期にはドイツ人の Miraが使用していた別荘である。暖炉は確認で
きないが 2 階広縁部分の赤い手摺は他の外国人別荘と共通する独特な意匠写 3-3-4-1で
ある。 
 
ａ．配置計画  
  西八番は湖畔でも比較的水面に近い立地であり、道路面と 1 階床レベルも半階程
度の差であるため単純明快な配置計画が可能な敷地である。主玄関は道路面に配置
され、湖畔側にも 3段の階段による引き違い戸の出入口が配置されている。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画 
  写真資料のみであるため、内部の平面計画や断面計画は不明である。立面の開口
部の様子からは湖畔側の 1階に居間や食堂が配置され、2階に寝室が配置されていた
と考えられる。1階湖畔側には縁側のようなデッキスペース、2階には赤い手摺の配
置された広縁のようなスペースがある。その奥に寝室が配されていたと想像される。
1階 2階共に湖畔側には連続した開口部を設け、湖を意識した計画となっている。屋
根形状は寄棟であり、一部 2階建てである。 
 
  
 
 
図 3-3-3-2 西二番立面図（栃木県調査図を筆者がリライト） 
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基礎・構造
壁
屋根
建具
外　部　仕　上
木製
不明
杉板南京下見張り
鋼板瓦棒葺き
ｃ．建築材料 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-3-5. ⑩西九番別荘（写真資料のみ） 
 西九番は大正末期から昭和初期戦前にかけては英国人の Higgott が使用してい
た別荘である。当時の別荘には Higgott の家族を含めて常に多くの外国人が滞在
していた。他の外国人別荘との行き来にはボートを使い、鱒釣に行くにもボート
を利用していた。湖畔の石積み階段がメインのエントランスとして利用されてい
たことが分かる。 
 
ａ．配置計画  
  西八番同様に湖畔でも比較的水面に近い立地である。湖側には石積みの階段が建
物中央に配置され湖への容易にアクセス可能となっている。玄関は道路面に配置さ
れていたと想像される。 
 
写真 3-3-4-1 西八番外観（筆者撮影） 
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基礎・構造
壁
屋根
建具
外　部　仕　上
木製
不明
杉板南京下見張り
鋼板瓦棒葺き
 ｂ．平面・断面・立面計画 
  写真資料のみであるため、内部の平面計画や断面計画は不明である。立面の開口
部の様子からは湖畔側の 1階に居間や食堂が配置され、2階に寝室が配置されていた
と考えられる写 3-3-5-1。1階 2階共に湖畔側には連続した開口部を設け、湖を意識した
計画となっている。写真からはサッシは確認できず建具は障子のみである様に思わ
れる。外部空間と化したバルコニー部分は椅子に座って寛ぐ写真から奥行きが 1 間
程度あったのではないかと想像できる。屋根形状は寄棟であり総 2 階建てであった
と考えられる。 
 
 ｃ．建築材料 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-3-6. ⑪西十二番別荘 
 西十二番別荘の使用者は大正末期の時点ではドイツ人の Sternfeld であった。現
在は中国系企業の保養所となっており、改修され使用されている。2 階広縁部分の
写真 3-3-5-1 西九番外観（James C. Langley 蔵） 
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基礎・構造
壁
屋根
建具
外　部　仕　上
木製
不明
杉板南京下見張り
スレート屋根
赤い手摺は外国人別荘特有の意匠であり、現在でもそのままの意匠で使用されてい
ることが確認できる。 
 
ａ．配置計画  
  建物から湖まではなだらかな斜面が続く。はっきりとした階段は確認できないが、
桟橋が配置されていることから建物湖畔側開口部が出入口として使用されていたと
考えられる。他の西側別荘と同様に道路側に玄関が配置されていたと想像される。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画 
  写真資料のみであるため、内部の平面計画や断面計画は不明である。立面の開口
部の様子からは湖畔側の 1階に居間や食堂が配置され、2階に寝室が配置されていた
と考えられる。建物は一部2階建てであり、1階平屋部分には暖炉が配置されている。
湖畔に現存する数少ない別荘の 1 つであり、こまめに改修されている様子である。
屋根形状は寄棟、一部 2階建てである。 
 
 ｃ．建築材料 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 3-3-6-1 西十二番外観（筆者撮影） 
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3-3-7. ⑫西十三番別荘 
 西十三番別荘は大正末期にはフィンランド大使により使用されていたと推測され
る。戦後近くにあるボートハウスや日光観光ホテルと共に米軍に接収されるが、その
後金谷ホテルのコテージとして利用されていた。ホテルのコテージとして利用する際
にある程度の改修がなされたと考えられるが、増築をした形跡が見受けられないこと
からほぼ竣工当時のまま利用されていたと考えられる。 
 
ａ．配置計画  
  石積み擁壁にて護岸されている岬に建つ別荘。岬は別荘の名を取り、十三番岬と
名づけられている。湖畔では稀である湖と建物の間に細い道路がある敷地である。
そのため配置計画は道路からの玄関と湖へのアクセスが同一面となっており基本的
にはすべて中央にある玄関にて出入が行われていたと考えられる。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画 
  平面計画では 1階の主洋室と 2階洋室へのアクセスに湖側の片廊下を設けている。
水廻りや小さい洋室、台所などへは裏手北側に廊下を設けている。1階主洋室と 2階
洋室への廊下は単なるアクセスルートではなく、他別荘に見ることができる広縁や
バルコニー的な役割を兼ねていたと考えられる。1階主洋室とその前面の廊下は寄木
板貼りとなっており意匠的に一番こだわった部分となっている。建物は一部 2 階建
てであり、屋根形状は 1 階平屋部分も含めすべて寄棟となっている。湖側は戸袋以
外の外壁部すべてに開口部が設けられ、湖へ開かれた立面計画となっている。外観
は和風建築の印象であるが、寄木板貼りや縁甲板張りの洋室に床の間が設置され和
洋が混在した空間になっている。 
 
 ｃ．建築材料 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 ｺﾝｸﾘｰﾄ 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
廊下 寄木貼り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
洋室(大） 寄木貼り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
床の間 合板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 敷目天上
洋室(小) 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り ﾗﾜﾝ合板VP塗り
浴室 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り 亜鉛波板鉄板 亜鉛波板鉄板
便所 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り ﾗﾜﾝ合板VP塗り
台所 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 石綿ｾﾒﾝﾄ板
土間 ｺﾝｸﾘｰﾄ 亜鉛波板鉄板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り
階段室 板張り 竪羽目板張り 竪羽目板張り 杉板竿縁天井
洋室 縁甲板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 縁甲板張り 竪羽目板張り 漆喰 杉板竿縁天井
床の間 床の間 合板張り 板 杉板竿縁天井
2
室　内　仕　上　表
1
屋根 亜鉛鉄板瓦棒葺き
ポーチ・テラス
軒裏 化粧野地板　杉
建具 木製
壁 箱目地下見板張り
腰壁 押縁下見板張り
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
基礎・巾木 コンクリート布基礎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-3-7-1 西十三番外観（筆者撮影） 
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図 3-3-7-2 西十二番平面図（栃木県調査図を筆者がリライト） 
図 3-3-7-1 西十三番立面図（栃木県調査を筆者がリライト） 
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3-4. 湖畔西岸の別荘建築の特徴 
3-4-1. ⑬千手クラブハウス 
 千手クラブハウスは別荘利用ではなく T.A.C.の千手ケ浜用クラブハウスとしての
役割を持っていた。西六番のクラブハウスの補助的役割であり、養魚場の管理人の
詰所として主に使用されていたため建物にはあまり手か掛けられていなく、質素な
造りとなっている。1階に囲炉裏があるが移築時に 2階が増設される際に排気などが
全く考慮されていないため 1階の室内は真黒であった。 
 
ａ．配置計画  
広く平坦な土地である千手ケ浜に立地している。T.A.C.の記録によればこのクラブハ
ウスは会員の今村繁三が所有していたもので群馬県から移築されている。そのため本敷
地に合わせた配置計画はなされていない可能性が高いが、中禅寺湖畔でも稀にみる平ら
な広い土地であるため、その点は問題なかったと考えられる。配置計画としては、湖側
に玄関が設けられ、その他勝手口が数箇所設けられている。 
 
 ｂ．平面・断面・立面計画 
室内は正面向かって北側は台所，廊下などを除きすべて和室で構成されている。南側
1階には土足で使用するような造りの板間があり、鱒釣時の道具置場や身支度の場とし
て使用する空間であったものと想像される。この板間への入り口に設けられた急勾配の
付け庇のみ洋風であることから移築時に T.A.C.クラブハウスへの土足用板間への入り
口として追加されたものだと思われる。2階北側は 8畳間が 2部屋並び、南側にはハン
ターのみが使用した洋間が配置されている。正面玄関後ろにある 2階への階段設置方法
や北側居室との動線関係から、１階南側の洋室部分と 2階部分が増築されたものと思わ
れる。 
外観北側は純和風のささら子下見板張りと真壁漆喰塗りの併用、南側も外壁は同じで
あるが、南側入り口扉の付け庇は矩勾配の洋風庇が設置されている。屋根形状は寄棟の
亜鉛鉄板瓦棒葺きである。また、2階西側（湖と反対側）には開口部がなく、東側と南
側に開口部を設け、湖の眺望を意識した計画が見られた。 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 ｺﾝｸﾘｰﾄ 板 漆喰 杉板竿縁天井
廊下 縁甲板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
洋室 縁甲板張り 板 ﾗﾜﾝ合板VP塗り 杉板竿縁天井
和室 畳 板 漆喰 杉板竿縁天井
台所 縁甲板張り 板 板張り 杉板竿縁天井
浴室 ｺﾝｸﾘｰﾄ 亜鉛波板鉄板 杉板竿縁天井
洗面 縁甲板張り 板 板張り 杉板竿縁天井
便所 ｺﾝｸﾘｰﾄ 板 板張り 杉板竿縁天井
居間 ｺﾝｸﾘｰﾄ 漆喰 杉板竿縁天井 囲炉裏
階段室 板張り 板 竪羽目板張り 杉板竿縁天井
洋室 縁甲板張り 板 漆喰 杉板竿縁天井
和室 畳 竪羽目板張り 漆喰 杉板竿縁天井
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
基礎・巾木 コンクリート布基礎
木製
壁 ささら子下見張り＋一部真壁漆喰塗り
腰壁
2
室　内　仕　上　表
1
屋根 亜鉛鉄板瓦棒葺き
ポーチ・テラス
軒裏 化粧野地板　杉
建具
写真 3-4-1-1 千手クラブハウス外観（筆者撮影） 
 ｃ．建築材料 
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写真 3-4-1-2 千手クラブハウス洋室の付け庇（筆者撮影） 
図 3-4-1-1 千手クラブハウス平面図（筆者作成） 
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3-4-2. ⑭ NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB 
NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB はレーモンドが始めて中禅寺湖畔の建物を設計し
た作品であるが実現していない幻の計画であった。和風要素は皆無のクラブハウスで
ある。レーモンドは他の外国人らと同様に中禅寺湖の景色とヨーロッパの美しい山々
や湖とを重ね合わせ、その風景にインスピレーションを受けた意匠設計を行っていた
と想像される。 
 
ａ．配置計画 
立地は道路でのアクセスが不可能な中禅寺湖の最西、千手ケ浜である。湖水を引
き込んだ形で湖から船で直接メインエントランスの階段へと導く配置となってい
る。それ以外のアプローチは確保されておらず、使用人の為の出入り口が厨房脇
にあるのみとなっている。敷地西側の建物裏手にはプールが計画されている。 
 
ｂ．平面・断面・立面計画 
計画案の設計はレーモンド事務所のもので、木造平屋建てである。湖畔の限られた土
地に建つ別荘はすべて 2 階建てであるが、この NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB は平らな
広い土地に位置し、横方向にも立て方向にも広がりを持つ十字の様な形状である。 
平面計画では、中央にホールを設けそこからゲストルームが配置されている左翼、ま
たリビングやダイニングのある右翼へ振り分けられる。リビングには暖炉が設置されて
おり、またホール、リビング、ダイニングが連続した空間となっている。サービス動線
のための廊下などは設けられていなく、また使用人室なども設置されていないことから、
別棟が計画されていたと思われる。ゲストルームは極端に大きな開口部は設けず、また
中廊下型とし湖側、山側の両面に部屋を配置していることから、湖の眺望があまり意識
されていなかったことが分かる。メインとなるのは中央に位置する半円状に張り出した
暖炉を持ち、梁などの構造材があらわしとなっているホールで、クラブ会員の交流の場
を演出するように計画されていたことが分かる。 
外観の特徴は、中央ホール部分に掛かるややむくりのついた急勾配の杮葺き屋根であ
る。その大屋根に左翼・右翼の寄棟が接続する形となっている。外壁仕上は耳付板の南
京下見板張りと漆喰塗りの併用であったと思われる。また、雨戸を設置しており、戸袋
にも外装と同じく耳付の南京下見板張りを用いている。開口部は小分けに配置されてい
る。 
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階 室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井 造作物
玄関 杉板 木
ホール 栗板 板 漆喰 漆喰・栗
廊下 栗板 板 漆喰 木
居間 栗板 板 漆喰 漆喰・栗 暖炉
食堂 栗板 板 漆喰 漆喰・栗
便所 タイル 漆喰
台所 タイル 漆喰
倉庫 木
浴室 タイル 漆喰
客間 栗板 板 漆喰 漆喰
基礎・巾木
壁 南京下見張り（耳付）
外　部　仕　上　表
部　　　位 仕　上　げ
室　内　仕　上　表
1
ポーチ・テラス 石
建具 木製
腰壁
軒裏
屋根 柿葺き（シングル）
ｃ．建築材料 
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図 3-4-2-1  NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB平面図（レーモンド事務所所蔵） 
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図 3-4-2-2  NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB立面図 天伏図（レーモンド事務所所蔵） 
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3-4-3．⑮ ハンス・ハンター別荘 
ハンス・ハンター別荘は湖畔の外国人別荘形成における最後の別荘であると考えら
れる。細部まで徹底した下見板張りが印象的な別荘である。レーモンドが設計した別
荘との共通点などは次章で詳しく述べることとする。 
 
ａ．配置計画 
敷地は湖畔から平地が続く千手ケ浜のため、別荘は湖から少し距離を置いて建ってい
る。主玄関は T.A.C.の千手クラブハウス側に設けられており、湖側にはテラスからの出
入口が設けられている。また、その他の二面にもすべて居室より通じる出入口が設けら
れており、外周 4面すべてからアプローチが確保されている。 
 
ｂ．平面・断面・立面計画 
平面計画では、湖側にリビング・ダイニングを 1 つの空間として配置して、暖炉を設
置している。廊下はほとんど存在せず、寝室となる和室にもリビングから直接出入りす
る。使用人室は裏側に設けられており、家族が生活する程度のコンパクトな空間となっ
ている。 
外観は杮葺きの切妻屋根で、テラスまで覆う深い軒を持っている。また、化粧垂木・
母屋は丸太を使用している。外壁はすべて耳付の南京下見板張りとなっており、戸袋に
いたるまですべてに施されている。テラスには丸太の輪切りをモルタルで目地埋めした
舗装仕上げとなっている。小屋組みは和小屋で天井を張り、構造材は表しとなっていな
い。また、小屋裏は角材を使用しているが、化粧垂木や母屋は丸太としている。 
リビングに設置された暖炉以外に、現在隠されてしまっているものの、ダイニングに
も暖炉が設けられていたことが小屋裏の煙道から確認できる。しかし、実際に使用され
た形跡はなく、施工途中に変更したのか戦後の改修時に隠したのかは明らかではない。 
リビングの空間では柱に桜の自然木を使用している。窓枠もその柱に直に彫る形をと
っている。一方、玄関からダイニング空間ではそれとは対照的に杉の磨き丸太を柱とし
ている。和風と洋風が混在している別荘である。 
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基礎・巾木
壁
屋根
建具
ポーチ・テラス
室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 板張り 板 板張り 合板
食堂 板張り 板 板張り 合板
居間 板張り 板 合板（大壁） 合板
寝室 畳・板張り 合板（真壁） 竿縁天井
配膳室 板張り 板 板張り 合板
台所 板張り 板張り 合板
使用人部屋 畳 板張り 竿縁天井
廊下 板張り 板 板張り 合板
浴室 板張り・ｺﾝｸﾘｰﾄ 板張り 板張り
便所 板張り 板張り 板張り
木製
木レンガ敷詰め
内　部　仕　上
外　部　仕　上
コンクリート基礎
杉板南京下見張り
ミズナラ柿葺き
ｃ．建築材料 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-4-3-1  ハンス・ハンター別荘 外観（筆者撮影） 
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図 3-4-3-1  ハンス・ハンター別荘 平面図（筆者実測により作成） 
図 3-4-3-2  ハンス・ハンター別荘 立面図（筆者実測により作成） 
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3-5. まとめ 
 
3-5-1.地元大工による別荘建築のまとめ 
  資料により配置計画、平面、立面、断面計画及び建築材料について分析を行い、以下
の特徴が明らかになった。 
・ 基本的に湖側と道路側、両方からのアクセスが可能な配置計画となっている。一部
敷地条件による例外はあるが、基本的には湖側と道路側、両方からのアクセスが可
能な配置計画となっている。道路側に玄関を設け、湖側は掃き出し窓や引違い戸な
どを設け居室から直接湖畔への出入が可能となっている。 
・ すべてが2階建てであり1階に居間と水廻り、2階に寝室となる居室を設けている。 
・ 屋根形状は寄棟が多い。 
・ 居室は洋室と和室が一建物に混在している。 
・ 外装及び内装への木材の使用頻度が高い。 
 
 
3-5-2．建築家による別荘建築のまとめ 
  資料により配置計画、平面、立面、断面計画及び建築材料について分析を行い、以下
の特徴が挙がった。 
・ 一部敷地条件による例外はあるが、基本的には湖側と道路側、両方からのアクセス
が可能な配置計画となっている。道路側に玄関を設け、湖側は掃き出し窓や引違い
戸などを設け居室から直接湖畔への出入が可能となっている。桟橋の残る別荘も多
い。 
・ 平面計画では 1階 2階共に湖側に広縁を設けて半屋外的な空間を設けているものと
1階は広い居間から直接湖側へ出るプランに 2分された。 
・ 千手ケ浜に計画された 2軒の別荘は他別荘と異なり平屋で計画されている。湖畔で
唯一奥行きのある平坦な土地が確保できる立地であるため、その立地ならではの特
徴が表れている。それら以外は 2階建てであり 1階に居間と水廻り、2階に寝室と
なる居室を設けている。南側別荘と西側別荘地帯は特に湖からの敷地の奥行きが限
られている点や湖への眺望を確保する目的で2階建として計画されていると考えら
れる。 
・ 屋根形状は寄棟が多い。敷地形状から平面的に横長の別荘が多いこと、湖側に軒を
出すこと、別荘地が形成される以前から中禅寺湖畔の茶屋建築は 2階建ての寄棟形
状が主流であったことなどが理由と考えられる。一方、レーモンドにより設計され
た⑦ 西六番別荘，⑭ NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUBの 2軒は寄棟ではない特徴
的な屋根形状となっている。別荘とレジャークラブのクラブハウスという建物用途
から印象的なファサードを確保していると考えられる。 
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・ 居室は洋室と和室が一建物に混在している。外観は和風であるが室内に洋室を持つ
別荘が多い。外国人別荘特有の使用勝手が確認できた。 
・ 外装及び内装への木材の使用頻度が高い。 
・ レーモンドが設計した⑤ 南五番別荘（イタリア大使館別荘）⑦ 西六番別荘，⑭ 
NIKKO CYUZENJI ANGLING CLUB，⑮ ハンス・ハンター別荘の 3 軒の別荘は特に木
材の風合いを活かした魅力的な建築となっていた。 
        特徴 
2方向ア
クセス 
寄棟屋根 洋室あり 外壁板張り 暖炉 
① 南三番別荘 
（立地で
不可能） 
× 不明 不明 不明 
②       南三番半別荘          
フランス大使館別荘 
○ ○ ○ ○ × 
③ベルギー大使館別荘 ○ ○ 不明 × 不明 
④     南四番別荘        
イギリス大使館別荘 
○ ○ ○ ○ ○ 
⑤ 南五番別荘          
イタリア大使館別荘 
○ ○ ○ ○ ○ 
⑥ 西一番別荘 ○ ○ ○ × ○ 
⑦ 西六番別荘 ○ ○(一部) ○ ○(一部) ○ 
⑧ 西二番別荘 ○ ○ ○ ○ ○ 
⑨ 西八番別荘 ○ ○ 不明 ○ 不明 
⑩ 西九番別荘 不明 ○ 不明 不明 不明 
⑪ 西十二番別荘 不明 ○ 不明 ○ 不明 
⑫ 西十三番別荘 
（立地上、
不可能） 
○ ○ ○ × 
⑬ 千手ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ 
（立地上、
不可能） 
○ ○ ○ × 
⑭ NIKKO CYUZENJI 
ANGLING CLUB 
立地によ
り不可能 
○(一部) ○ ○ ○ 
⑮ ハンター別荘 
立地によ
り不可能 
○ ○ ○ ○ 
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3-6．中禅寺湖畔外国人別荘の建築的特徴 
配置計画では湖側と道路側の両面からのアプローチを確保している部分に共通性が見ら
れた。平面計画では、1階湖側に大きい開口部を持つリビング・ダイニングを連続した空間
として配置し、さらに裏側に廊下を設けることによりサーキュレイションを考慮している。
使用人のための空間を道路側にしっかり確保し、動線計画を行っている。ゲストルームは 2
階湖側に並列させ、廊下・階段等は道路側に設置している。１階 2 階共に広縁やバルコニ
ーを設け湖側に半屋外的空間を確保している。以上、すべて湖側を意識した平面計画に共
通性が見られた。外観の手法としては、杮葺き、下見板張りなど木材を多く利用している
部分に共通する部分が多く見られた。建物形状としては 2 階建て、寄棟屋根を持つシンプ
ルな形状のものが多く見られた。 
一方、共通点が多く見ることができた別荘とは別に、レーモンドの設計による 3 つの別
荘は急勾配屋根を持つ洋風のもの、2階に切妻の大屋根が湖側に迫出しているもの、杉皮を
使い徹底的にデザインに反映させているものなど、様々なデザインが混在し、一般的な湖
畔の別荘とは異なる雰囲気を出していることが分かった。これらレーモンドの建築につい
ては次章で細かく分析を行う。 
 
第4章 中禅寺湖畔外国人別荘建築におけるレジャークラブと建築家の存在 
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 本章では第 3 章で論じた別荘建築の中で特徴的な作品を残した外国人建築家アントニ
ン・レーモンドに着目し、主たる施主であったハンス・ハンターとレーモンドの関係性に
言及し、さらにはその時代の施主と外国人建築家の関係性について分析を行う。 
 
4-1．東京アングリング・エンド・カンツリークラブ（以下 T.A.C.）の存在と別荘建築へ
の影響 
 
4-1-1．T.A.C.とは 
大正から昭和初期戦前にかけての中禅寺湖畔でレジャークラブとして活動を行って
いたクラブとしては東京アングリング・エンド・カンツリークラブ（T.A.C.）と男体山
ヨットクラブがあった。ここでは関係する建築物が多く存在し、当時中禅寺湖のレジャ
ーの中心的存在とされていた T.A.C.についてクラブの概要をまとめる。 
T.A.C.の前身として丸沼釣倶楽部が大正元年(1912)に結成されている。この鱒釣倶楽
部をさらに発展させ、ハンス・ハンターが発起人となり大正 13年(1914)に発足された
ものが T.A.C.である。丸沼釣クラブの会員名簿と T.A.C.の会員名簿を表 4-1-1-1と表
4-1-1-2にまとめた。丸沼釣倶楽部は会員数 19名であったが、T.A.C.会員名簿では 87
名に増加している。クラブ会員の後援として秩父宮、朝香宮、東久邇宮が参加し、会長
を侯爵鍋島直、副会長を男爵岩崎小彌太が務め、会員も皇家、公家の人々が多数名を連
ねており、当時の日本において地位、経済力、教養などにおいて社会的に上層に位置す
るとみなされる、所謂上流階級の人々の集まりであったことが分かる。 
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表 4-1-1-1 丸沼釣倶楽部会員名簿 
  今村繁三 
子爵 石川成秀 
男爵 岩崎小弥太 
子爵 加藤高明 
伯爵 樺山愛輔 
子爵 田中阿歌麿 
  田中清次郎 
  中村是公 
侯爵 鍋島直映 
  エイチ・ハンター 
子爵 鍋島直縄 
  鍋島桂次郎 
  赤星鉄馬 
  西園寺八郎 
男爵 古川虎之助 
伯爵 酒井忠克 
  佐藤愛麿 
  土方寧 
  土方久徴 
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表 4-1-1-2 東京アングリング・エンド・カンツリークラブ会員名簿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
後援 秩父宮
初代会長 加藤高明 丸沼鱒釣会
1860年（安政7年）-1926年（大正15年）
東大を首席で卒号、三菱に入社、イギリスに渡る。
配偶者は加藤春路（岩崎弥太郎の長女）
財界から、官界、政界へ。第２４代内閣総理大臣、外務大臣など歴任。
会長 鍋島直映 1872年（明治5年）-1943年（昭和18年）
イギリスに留学、ケンブリッジ大卒。
旧佐賀藩主・鍋島家の１２代当主。侯爵。
郷土佐賀の文化振興や人材育成に力を注ぐ。明治天皇からの信任も厚かった。
渋谷・松濤の開墾に携わる。
副会長 樺山愛輔 1865年（慶応元年）-1953年（昭和28年）
米・アマースト大学卒、ドイツ・ボン大学に学ぶ。
実業家、政治家、伯爵。薩摩藩士。
国際文化会館理事長、日本製鋼所会長、国際通信社創立・社長
ロンドン海軍軍縮会議日本全権委員随員
20年以上の滞米経験から米国内に多くの知己を持ち、国際的文化事業に携わる
次女正子は白洲次郎の妻。
〃 岩崎小弥太 丸沼鱒釣会
1879年（明治12年）-1945年（昭和２０年）
ケンブリッジ大学卒。
実業家、三菱財閥４代目。男爵。
今村繁三、中村春二とともに成蹊学園の創設に寄与。
理事長 H.ハンター 1884年（明治17年）-1947年（昭和22年）
（TAC創設者） 神戸市育ち、イギリスに留学。
実業家、父親は範多財閥の創設者。
鯛生金山㈱、龍三鉱業合資会社、東洋鉱山㈱など設立。
晩年は一切の事業から身を引き「範多農園」で隠遁生活に入る。
名誉会員 久邇 邦久 1902年（明治35年）- 1935年（昭和10年）
華族、陸軍軍人。陸軍歩兵大尉。侯爵。久邇宮邦彦王の第2王子。
〃 林権助
1860年（安政7年） -1939年（昭和14年）
明治-大正期の外交官・男爵。会津藩出身。
〃 まつだいら つねお 1877年（明治10年） - 1949年（昭和24年）
松平 恆雄 会津藩出身。
日本の外交官、政治家。外務次官、駐英大使、駐米大使、宮内大臣、初代参議院議長を歴任。
普通会員 浅野良三 1889（明治22年）－1965（昭和40年）
ハーバード大卒。昭和時代の実業家。
浅野財閥系の東洋汽船社長。浅野セメント(のち日本セメント)副社長、日本鋼管(NKK)社長。
ジュネーブ国際労働総会に使用者側代表として出席
関東ゴルフ連盟創立に関わる。大正活映、浅野保険代理会社（社史あり）。浅野総一郎の息子。
藤山愛一郎 1897年（明治30年） - 1985年（昭和60年）
政治家・実業家。元外務大臣・経済企画庁長官。藤山コンツェルン二代目。
古河虎之助 丸沼鱒釣会
1887年（明治20年） - 1940年（昭和15年）
米コロンビア大学に留学。
実業家。古河財閥創業者・古河市兵衛の実子で、３代目当主。男爵。
林民雄 1865-1936年（昭和11年）
ペンシルベニア大学。
日本郵船専務（三菱系）、土佐藩出身。
井上勝純 1884年（明治17年）- 1938年（昭和13年）
海軍軍人、政治家、子爵。最終階級は海軍大佐。貴族院議員。長州藩士。
加賀正太郎 1888年（明治21年） - 1954年（昭和29年）
大正時代から昭和時代にかけて活躍した日本の実業家。
加賀証券の社長など多くの会社経営を行い、大日本果汁（現・ニッカウヰスキー）創業にも参画。
多趣味で知られているが、個々にみても本格的に行っていた。（登山、ラン栽培など）
加藤武男 1877年（明治10年） - 1963年（昭和38年）
銀行家。吉田内閣経済最高顧問、宮内庁参与、経団連顧問、日本銀行参与、日本興業銀行参与、
全国銀行協会連合会会長、東京銀行集会所会長等、多くの要職を務めた。
三菱銀行相談役に就任し、三菱財閥の実力者として活躍した。
加藤家は池田家を通じて三菱の創業者一族・岩崎家及び三菱グループと
縁の深い宇佐美家と姻戚関係にあるといえる
岸本吉左衛門 丸沼鱒釣会
1887年（明治20年）-1973年（昭和48年）
大阪の老舗鉄商・岸本商店の５代目。ハンターと幼馴染。
ハンターが見立鉱山事業の共同経営を持ちかけた、事業協力者。
串田万蔵 1867（慶応3年）－1939（昭和14年）
米・ペンシルベニア大を卒業。
明治-昭和時代前期の銀行家。
第百十九国立銀行(三菱銀行の前身)に入行、大正10年三菱銀行会長、
昭和10年三菱合資総理事となった。
経歴等ＴＡＣ会員
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森村市左衛門 1839年（天保10年）-1919年（大正8年）
（６代目） 武具商・陶磁器業などを営んだ森村家の歴代当主が襲名した名前。
特に、森村財閥の創設者である6代目・市左衛門が有名。
森村組、日本陶器合名会社（現・ノリタケカンパニーリミテド）など設立。
男爵。日本ゴルファーズ倶楽部の理事長
1897年に森村銀行を設立（1929年に三菱銀行（現在の三菱東京UFJ銀行）が吸収合併。
西竹一 1902年（明治35年） - 1945年（昭和20年）
大日本帝国陸軍の軍人、華族（男爵）。最終階級は陸軍大佐。
大倉喜七郎 1882年（明治25年） - 1963年（昭和38年）
大倉財閥2代目総帥。男爵。東京生まれ。父は大倉財閥創始者の大倉喜八郎。
父喜八郎の事業を引き継いで財閥の発展につとめ、戦後の公職追放、
財閥解体などの難局に直面しながらも、特にホテルオークラ、川奈ホテル、
赤倉観光ホテルをはじめとする、日本のホテル業に大きな足跡を残した。
おおたにそんゆ 1886年（明治19年） - 1939年（昭和14年）
大谷尊由 浄土真宗本願寺派の僧侶、政治家。貴族院議員。
酒井忠克 小浜藩主の坂井家（福井・若狭）　三菱創業者の孫が妻。
特別会員 ひじかたやすし 丸沼鱒釣会
土方　寧 1859年（安政6年）-1940年（昭和15年）
東大法学部卒後、イギリスに留学。
東京帝国大学教授、民法・イギリス法学者、貴族院議員。
丸沼の鱒釣り-思い出すまま-（大正8年）を雑誌「釣の趣味」に寄稿
松平慶民 1882年（明治15年）- 1948年（昭和23年）
大正・昭和期の宮内官僚。最後の宮内大臣で初代宮内府長官。
子爵。元越前藩主松平慶永の三男。
宮内省では珍しい外国通として知られる。
たなかあかまろ 1869年（明治2年） - 1944年（昭和19年）
田中阿歌麿 日本の地理学者。子爵。日本の陸水学（湖沼学）の先駆け。
外交官の父に従って渡欧。ブリュッセル市立大学。
運営委員 鍋島桂次郎 丸沼鱒釣会
1860年（万延元年）-1933年（昭和８年）
外務省に入り、米・独・英に勤務。
明治-大正時代の外交官、貴族院議員。
丸沼鱒釣会の発起人（東京倶楽部に丸沼は釣れると吹聴して盛り上がったらしい）
赤星鉄馬 丸沼鱒釣会
1883年（明治16年）- 1951年（昭和26年）
東京中学卒業後、渡米。ローレンスビル高校、ペンシルベニア大学卒。
日本の実業家、大正銀行頭取
味がよく釣って面白い魚ということで、日本へブラックバスを移入させた。
趣味は馬の研究、釣り、バラの栽培で、新橋花柳界では粋人として知られた。
田中銀之助 1873年（明治6年） - 1935年（昭和10年）
イギリス・ケンブリッジ大学に留学し、帰国後ラグビーを日本に伝えた。
明治、大正、昭和の実業家。田中銀行。
ジョン・ギャツビー 英国人。鍋島焼鑑定家。
今村繁三 丸沼鱒釣会
1877年（明治10年） - 1956年（昭和31年）
中学卒業後、渡英しリース校、ケンブリッジ大学卒業。
横浜生まれの実業家、銀行家。
1919年（大正8年）成蹊学園理事（中村春二、岩崎小弥太と成蹊学園創立に尽力）
秋元春朝 1881年（明治14年）-1948年（昭和23年)
米英独に留学。バーミンガム大学卒業。
  
T.A.C.の主たる目的はアングリング（フライフィッシング）であり、またゴルフ場、
運動場、会員のための宿泊施設、また西ノ湖畔養漁場のための見張り小屋等の建設を予
定していた。クラブの会則には次のような内容が記されている。 
 
「本倶楽部は野外運動を奨励するため、鱒釣ゴルフ場等を設置し、なかんずく鱒釣
りを紳士的に行うことを主なるものとする。」 
また、資料として残る輪王寺への借地願いのなかでは、以下の理由をつけている。 
 
「倶楽部の運営上ぜひともその境内の一部を借用したい。ついては、貴顕紳士や外
国使臣をはじめとする衆人の遊覧娯楽に提供して、外交上の一助とする希望をも
って設立した倶楽部なので、どうかご理解を願いたい」 
 114 
 
この内容からはレジャーを楽しむことだけがクラブの目的ではなく、当時の日本におけ
る上流階級の人々と外国使臣を結びつける外交の場としての役割を持たせていたこと
が分かる。ハンターが鉱山業を営み、実業家として活躍していたことからも自身の趣味
と事業的なことの双方から実現させたクラブであったと想像される。当時の日本では鱒
釣は上流階級の人々が嗜むレジャーという認識ではなかったが、クラブの日本人会員の
ほとんどは海外留学経験者であり、欧米流のレジャーの嗜みを知っている人々であり、
T.A.C.に所属することがある一種のステイタスであったと想像される。T.A.C.の釣場管
理人をしていた伊藤乙次郎によればクラブ会員の多くはハンターに出資を持ち掛けら
れてクラブ会員となり、運営の必要経費に出資をしたのみで、頻繁に中禅寺湖畔に釣行
に訪れる者はは極一部の決まった会員であったと記録がある。日本人会員にとってもク
ラブは外国使臣との交流を目的としていたことがこのことからも垣間見ることができ
る。 
クラブの詳しい開発計画及び関係する建築物については次項で述べるが、ハンターは
私費にてクラブ会員のために別荘を建築し、宿泊施設として提供していた。また自身も
クラブハウス 2階に専用室を設けて別荘として使用し、釣りや猟銃を行っていた。クラ
ブ発足時から昭和初期戦前までは関係する建物を徐々に建設し、クラブ運営を行ってい
たが、戦争によりレジャーを嗜む状況でなくなったこと、ハンター自身の事業の経営状
態が悪化したことなどからクラブ存続が困難となり、T.A.C.は昭和 19 年(1944)に解散
している。 
 
4-1-2．T.A.C.の開発計画 
T.A.C.は発足した直後の大正 13 年(1923)よりクラブの目的を実現するべく開発行為
を開始する。現存するクラブ関係書類資料のから T.A.C.の土地の貸借に関する行為を
表 4-1-2-1にまとめ、その借地の位置関係を図 4-1-2-1に示す。 
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表 4-1-2-1 T.A.C.借地関係の年表 
年号 年
大正 13 帝室林野局東京支局宛借地願（日光町奥日光御料地内） ゴルフ場及び運動場、会員宿泊施設設置
大正 14 帝室林野局東京支局宛借地願（日光町奥日光御料地内西ノ湖畔）見張小屋・養魚池設置
大正 15 輪王寺宛借地願（日光町千手ヶ浜輪王寺飛地境内） 木造板葺平屋建娯楽所建設
昭和 2 今村繁三（クラブ会員）宛建物買渡証書 片品村木造板葺平屋建を千手ヶ浜へ移築
昭和 5 帝室林野局東京支局宛返地届（日光町奥日光御料地内） 大正14年より借地の一部返済
昭和 5 帝室林野局長宛借地料改訂慮嘆願書 借地契約ｌ更新に伴い借地料値下げ願い
昭和 9 帝室林野局東京支局宛返地届（日光町奥日光御料地内西ノ湖畔）見張小屋を千手ヶ浜ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ横へ移築
昭和 14 帝室林野局東京支局宛借地開拓届（日光町奥日光御料地内） 約2千坪のゴルフ練習場設置
昭和 19 帝室林野局東京支局宛借地返還願（日光町奥日光御料地内） 借地､西ノ湖､外山沢川及び中禅寺湖水面使用許可返還
昭和 19 輪王寺宛借地継続願（日光町千手ヶ浜輪王寺飛地境内） 大正15年より借地の継続使用願い
内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
 
図 4-1-2-1 T.A.C.借地の位置関係 
 
大正 13年(1923)に T.A.C.代表者の侯爵鍋島直映名義で帝室林野局に借地願いを提出。
その際の開発計画は以下である。 
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① 西ノ湖、外山沢川を利用した養鱒場の設置。 
② 柳沢川から西ノ湖への水路を堀り、養殖鱒を溯上させる。 
③ 倶楽部員宿泊休憩所と監視人住宅設置。 
④ ゴルフ場とその周囲の娯楽機関設置。 
⑤ 倶楽部員用小家屋設置。 
⑥ 千手ケ浜運動場と中禅寺間の交通にボートを常設する。 
大正 14年(1924)に T.A.C.は帝室林野局借地許可を取得する。借地機関は四年間を一期単
位とし契約更新が可能とされていた。また借地許可の条件として帝室林野局からの許可
書には釣りは西ノ湖、外山沢川、柳沢川でのみと記載がある。つまりクラブの主たる目
的であった釣りを中禅寺湖で行うことは禁止されていた。 
 
4-1-3. T.A.C.関係の建物建設 
T.A.C.は林野局からの借地許可が下りた後、次に湖畔の土地を確保し、クラブの本建
築に着手するために大正 15年(1925年)、輪王寺宛に借地願いを提出している。その借地
目的はクラブ会員のために木造板葺き平屋建ての娯楽場を建設することであった。これ
より本格的にクラブ関係の建物の建設が始まる。クラブの関連建物は輪王寺より借地し
た千手ケ浜とハンター個人が所有していた大崎の２つの場所で建設された。中禅寺湖に
おける位置関係を図 4-1-2-2 に示し、クラブ関係の建物の建築経緯を図 4-1-3-1 にまと
めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-1-3-1 クラブ関連建物の建設場所 
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図 4-1-3-2 クラブ関係の建物建設経緯 
 
T.A.C.のクラブハウスは湖畔の各国大使館別荘や個人別荘の中でもたくさんの人々が集
う主要な建築であったと想像される。栃木県による奥日光近代遺産の調査報告書注 1）が作
成された平成 10年(1998)の段階では、レーモンド事務所所蔵の『NIKKO CHUZENJI ANGLING 
CLUB』が大崎の西六番別荘であり、T.A.C.クラブハウスの原案と考えられていた。その後、
平成 13年（2001）に『西六番改築工事』設計図面が元レーモンド事務所所員の遺品として
見つかった注 2）。前述の栃木県報告書では『NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB』が中禅寺湖北
岸東よりの大崎の地に建っていたとされていたが、筆者は以下の理由から『NIKKO CHUZENJI 
ANGLING CLUB』の建設地は当初の計画通り千手ケ浜注 3)に合わせて設計されたものだと判断
した。 
① 設計図と同年に T.A.C.は娯楽場建設予定地として千手ケ浜付近のみ輪王寺から借地
を受け、その借地願に記載されている木造平屋建という仕様と一致している。 
② 湖畔から急傾斜地となる大崎では『NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB』の平面計画は成
り立たず、平地が続く千手ケ浜においては建設可能である。 
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さらに平成 13年(2001)に見つかった『西六番改築工事』が実際に大崎に存在していた西
六番と同一であり、『NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB』とは別敷地に建つものとしてレーモ
ンドにより設計され、大崎に建設されたと以下の理由より判断した。 
① T.A.C.の資金繰りによるハンター個人資産の提供が行われていたこと。 
② 日光へとつながる湖尻から千手ケ浜までの交通事情は当時ボートによるアクセスの
みであり、クラブハウスとしての機能性の問題より便利な立地が採用された。 
③ 通称西六番と呼ばれていた大崎にある T.A.C.クラブハウスの現存する基礎と『西六
番改築工事』の基礎形状が一致する。 
④ 『西六番改築工事』の図面パースに記載されている建物背部の山々の稜線が大崎か
らの景観と似通っていること。 
 
千手ケ浜へのクラブハウス建設が大崎に変更された後、千手ケ浜にはクラブ会員用の
休憩所として、片品村から移築された、通称「千手クラブハウス」が建った。この建物
は会員であった今村繁三が個人で所有していた建物をクラブに譲渡し、群馬県より移築
したものであった。その後、女人禁制であった T.A.C.のクラブハウス西六番別荘の両隣
に昭和 6年（1931）に西二番別荘、昭和 8年(1933)に西一番別荘が建設された。これら 2
つの建物はクラブによる事業でなく、ハンター個人の所有物であり、それらを無償で会
員家族に提供していた。クラブハウスであった西六番別荘は昭和 15年(1940)に焼失注 4)、
復旧工事が行われたものの、戦争によるクラブ運営の陰りも影響し、その後西六番がク
ラブハウスとして再生することはなかった。ハンターはクラブが所有する千手ケ浜の輪
王寺の借地内に個人の別荘となる通称「ハンス・ハンター別荘」を昭和 15年(1940)に新
築。この建築がクラブの関係する最後の建築となった。大正末期から昭和初期戦前まで
の期間に、ハンターは T.A.C.関係の建築物となるクラブハウスを 2 軒（西六番と千手ク
ラブハウス）、クラブ会員の宿泊のための別荘を大崎に 2軒、ハンター個人の別荘を菖蒲
ケ浜に 1 軒、千手ケ浜に 1 軒所有していた。この数からもハンターの中禅寺湖へ思い入
れが見て取れる。 
一方でクラブの娯楽場そのものの開発計画は、早い段階で実現した釣場や養鱒場以外
のゴルフ場や運動場の建設などは実現していない。クラブは昭和 14 年(1939)にもゴル
フ場建設に伴い林野局に借地願いを行っているが、その後も実現することはなく、昭和
19 年(1944)に借地の返還願いを提出し、計画を断念した。同年に T.A.C.も解散となっ
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ている。 
一方、T.A.C.が解散となった昭和 19 年(1944)、ハンターは輪王寺に対し千手ケ浜の
借地継続願いを提出している。自身のために建設したハンス・ハンター別荘の継続的な
使用を望んでの手続きと考えられる。その後ハンス・ハンター別荘がいつまで本人によ
り使用されていたかは定かではないが、未使用のまま、その他のクラブ関係建物と同様
に朽ち果て老朽化した状態であったため、近年栃木県により取り壊しが行われた。T.A.C.
の釣場管理人であった伊藤乙次郎に引き継がれ、唯一現存していた千手クラブハウスも
平成 25 年(2013)に焼失しており、T.A.C.関係のすべての建築物が現存していない。中
禅寺湖畔外国人別荘の最盛期を築いたと言える T.A.C.は、わずか 20 年足らずでその存
在を消すこととなった。 
 T.A.C.の建築計画の中で特筆すべきことは、クラブハウスの設計を建築家アントニン・
レーモンドに依頼していることである。当時、個人が娯楽施設を外国人建築家に依頼する
ことは稀であったと想像されるが、ハンターは千手ケ浜のクラブハウス、大崎の西六番、
これら 2つのクラブハウスの計画をレーモンドに依頼している。クラブの顔ともなるクラ
ブハウスの建築に対してハンターがこだわり持っていたことが読み取れる。クラブの主た
る建築をレーモンドに託した施主ハンターと建築家レーモンドの関係性について次項で言
及したい。 
 
4-2．ハンス・ハンターとアントニン・レーモンド 
4-2-1．ハンター関連の建築物一覧 
 ハンターは生涯を通して多数の建築物を建設している。以下、表 4-2-1-1にハンター関
連の建築物で所在が把握できているものを示す。神戸ハンター邸は彼の生家であり、ハン
ター自身が建築を依頼したものではない。範田商会事務所からがハンター自身が関わった
建築である。この表からも確認できるように、その多くをレーモンドに依頼している。 
第三章で述べたように、湖畔の別荘建築においてハンターとレーモンドの関係から生ま
れた建築作品は他の別荘と比較すると独自性があり貴重な存在である。またレーモンドの
設計活動においてもハンターとの関わりは貴重であったと考えられる。 
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表 4-2-1-1 ハンター関連の建築物一覧 
名　　称 所在地 建設年 設計者
神戸ハンター邸 兵庫県神戸市
明治40年
(1907)
アレキサンダー・ハンセル
範田商会事務所 東京市赤坂区榎坂町
大正15年
(1926)
不明
NIKKOCHUZENJI
ANGLING CLUB
栃木県日光町千手ケ浜
大正15年
(1926)
アントニン・レーモンド
西六番別荘 栃木県日光町大崎
昭和2年
(1927)
アントニン・レーモンド
西二番別荘 栃木県日光町大崎
昭和6年
(1931)
不明
西一番別荘 栃木県日光町大崎
昭和8年
(1933)
不明
ハンター氏狩猟小屋 茨城県鹿島郡
昭和10年
(1935)
アントニン・レーモンド
見立鉱業所倶楽部 宮崎県日之影町見立
昭和13年
(1938)
アントニン・レーモンド
範田農園母屋 東京市小平
昭和13年
(1938)
那須塩原の庄屋を移築
ハンス・ハンター別荘 栃木県日光町千手ケ浜
昭和15年
(1940)
不明
 
 
二人の関係性を把握するために、彼らが関わった最初の建築物と考えられる T.A.C.クラ
ブハウスについてまずは詳細に内容を読み取ることとする 
 
4-2-2．NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB 
『NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB』はどのような建築であったのかを分析する。建築的概
要及び外観を表 4-2-2-1にまとめた。 
『NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB』は平面図、断面図、立面図の 3枚が現存している。図
面には大まかに仕上材の記載もされているが、図面枚数や縮尺などから基本設計段階程度
の図面と考えられる。配置計画としては、湖水を引き込んだ形で船着場があり、その桟橋
からメインエントランスへ階段で登る配置となっている。それ以外のアプローチは確保さ
れておらず、使用人の為の出入り口が厨房脇にあるのみであることからも千手ケ浜という
計画地特有の配置計画が行われていたことが分かる。外観は、中央ホール部分に掛かるや
やむくりのついた急勾配の柿葺き屋根が目を引く。その大屋根に左翼・右翼の寄棟が接続
する形となっている。板張りの外壁や柿葺き屋根などの木材をふんだんに使い、自然の中
に溶け込む意匠となっている。建物全体は大壁による板張りで洋風建築である。平面計画
では、中央にホールを設け、そこからゲストルームが配置されている左翼、またリビング
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やダイニングのある右翼へ振り分けられる。リビングには暖炉が設置されており、ホール、
リビング、ダイニングとが連続した大空間となっている。サービス動線のための廊下など
は設けられておらず、また使用人室なども設置されていないことから、別棟が計画されて
いたとも想像される。左翼のゲストルームには大きな開口部は設けず、中廊下型とし湖側、
山側の両面に部屋を配置していることから、湖の眺望があまり意識されていなかったこと
が分かる。メインとなる中央のリビングは湖側、山側の両側に半円状に張り出した空間が
あり、中央には大きな暖炉が配されている。山側に計画されたプールへの出入口も設けら
れている。ホール、リビング、ダイニングは化粧梁が現しとなっている大空間で、T.A.C.
クラブ会員の交流の場を演出するように計画されていたことが分かる。ゲストルームは漆
喰による折上げ天井であり、パブリックゾーンとは違う落ち着いた雰囲気で計画されてい
た。基本設計段階程度の図面と考えられるが屋根の柿材と室内の床材、壁材と天井の化粧
梁はともに栗の指定があり、レーモンドが栗材にこだわっていたことが読み取れる。その
ため外壁の自然感溢れる耳付きの下見板張りの材料も図面に記載はないが、栗を想定して
いたと思われる。 
 122 
NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB　【設計：大正15年(1925)】
中禅寺湖畔　千手ケ浜
湖側のみ
エントランス及びリビング部分は急勾配の勾配屋根が架かり全体的に水平的な
外観にアクセクトを与えている。開口部は出入口を除き腰窓で小さめ。
広いエントランスホールを挟んで図面右側にパブリックスペース。左側にプラ
イベートスペースを配置。建物裏側（林側）に屋外プールを配置。
下見板張り（自然木を活かした耳付の板材）
床、天井材共に栗を指定。壁は板貼りとペイント。食堂は水平天井に化粧梁
（栗）を配している。
平屋、洋風建築
 
表 4-2-2-1  NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB 
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4-2-3．西六番改築 
 4-2-2 の NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB が実現しなかった後、実際のクラブハウスと
して建築されたものが西六番である。建築的概要及び外観を表 4-2-3-1にまとめた。 
 
『西六番改築工事』は 29枚の図面が現存している。配置計画では、道路側に車寄せを持
つ玄関が設置され主出入口が計画されている。湖側には桟橋もあるが、敷地形状により建
物から湖までは急勾配の斜面のため、玄関ホールのような主出入口は計画されず、リビン
グやダイニングの開口部から出入りする計画となっている。玄関ホールとリビング・ダイ
ニング側に半階程度のレベル差をつけて急傾斜の敷地形状に合わせた断面計画が行われて
いる。外観を示すパース図面には背景の山々の稜線と折り重なるような切妻の大屋根や湖
に映りこむ建物が表現されており、レーモンド自身が計画地を訪れ、存在感がありながら
も風景に溶け込むような建物を計画したと推測される。建物全体は真壁造りの漆喰壁であ
り和風建築と洋風建築が融合したような印象である。平面計画では 1階玄関に対して右翼
には湖の眺望を意識した開口部を多く持つリビング・ダイニングを連続した空間として配
置している。リビングには 2つの暖炉が配置され、リビングは構造材を現しにした 2層吹
抜けの勾配天井、ダイニングは化粧梁を用いた天井が空間を演出している。リビングに関
しては図 4-2-3-1,4-2-3-2に示すような展開図や詳細図など何枚もの図面が存在し、暖炉
廻りの石張りデザインや湖側開口部上部の格子デザイン、現しの構造架構材などレーモン
ドが力を入れていた空間であることが読み取れる。真壁造りを洋風にするためにリビン
グ・ダイニングでは柱や梁を化粧板で包み存在感を持たせ、その化粧板にモール加工する
ことで洋風意匠を実現している。 
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西六番改築工事【設計：昭和元年(1926)】
中禅寺湖畔　大崎
道路側のみ
食堂と居間部分に切妻の大屋根が架かり湖側へ迫り出すダイナミックな外観。
食堂、居間部分の湖側には大きな開口部。
エントランスを挟んで図面右側にパブリックスペース。左側及び２階にプライ
ベートスペースを配置。
漆喰（真壁）
漆喰。食堂は構造材現しの吹抜勾配天井、タイル床及び２つの暖炉で他とは別
空間を演出。食堂は水平天井に化粧梁を配している。木材の指定はない。
２階建、和風と洋風両方を合わせもつ
 
表 4-2-3-1 西六番改築工事 
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図 4-2-3-1 暖炉まわり詳細図 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-2-3-2 暖炉まわり詳細図 2 
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現存する写真資料によると家具なども外交官たちの社交場にふさわしい洋風なものが置
かれていた。またサービス動線を考慮して裏側には廊下が設けられている。玄関ホールか
ら左翼 1 階部分は和室の使用人部屋やサービススペース、2 階部分には和室のゲストルー
ム及びハンターの寝室が配されている。これらプライベートゾーンの多くが和室として計
画され、図 4-2-3-3 に示す 1/20詳細図には天井、柱、壁、長押、鴨居、畳、障子、書院障
子などの材料や寸法が記載され、展開図の横に床の間を含めたパースがあるなど、外観や
パブリックスペースの洋風意匠とは別の和風建築へのこだわりも図面から読み取れる。敷
地の広さと必要諸室の兼ね合いで居住部分が重層で計画されたと考えられる。『NIKKO 
CHUZENJI ANGLING CLUB』と全く違う点は、ハンターの寝室と使用人室が確保されているこ
とである。前述したように西六番はクラブの資金的な面からハンター個人の所有建物とし
て建設されたと考えられるため、このような私的スペースが追加計画されたと考えられる。
また計画を進めるにあたり T.A.C.の過半数を占める日本人会員のためにゲストルームが
洋室から和室に計画変更されたと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-2-3-3 日本間平面図，展開図 
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 2 つのクラブハウスは立面や断面形状や仕上げ材などの意匠上の特徴は共通点が少なく、
別々の計画地に合わせて設計が行われていたことがよくわかる。一方、2 作品を通じて、
広いリビング・ダイニングやその空間の主体となる暖炉、ゲストゾーンとは明確に区分し
て化粧梁や現し天井で空間を演出している点など、社交性というクラブハウスとしての機
能をレーモンドが特に重視していたことが読み取れる。T.A.C.運営委員長であり建築計画
を進める中心人物であったハンターと建築家レーモンドの間で中禅寺湖畔のクラブハウス
にふさわしい建築を造りあげるために検討が重ねられたものと想像される。またクラブハ
ウスと言う設計意図では統一した想いを貫きつつ、様々な条件や要望に柔軟に対応しなが
ら 2つのクラブハウスを意匠的に魅力的な作品に仕上げている点に建築家としてのレーモ
ンドの技量が感じられる。 
表 4-2-1-1から判断すると、施主ハンターと設計者レーモンドとの関係は中禅寺湖畔の
『NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB』から始まり、レーモンドが戦前に日本を去る直前の昭和
13 年(1938)まで継続されていた。レーモンド事務所にはハンターが施主である設計図とし
て前述の 2つのクラブハウス以外に『ハンター氏狩猟小屋』と『見立鉱業所倶楽部』が現
存する。これら 2つの建築に加えてハンターは中禅寺湖畔に個人のための別荘、通称『ハ
ンス・ハンター別荘』を建設した。ハンターとレーモンドの建築を考察する上でも興味深
いこれら 3つの建築にみられる特徴を次項でまとめる。 
 
4-2-4．見立工業所倶楽部 
『見立鉱業所倶楽部』は昭和 13 年(1938)に竣工している（写真 4-2-4-1）。建築的特長を
表 4-2-4-1にまとめた。 
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写 4-2-4-1 見立鉱業所倶楽部（筆者撮影） 
 
ハンターが経営していた見立鉱山で働く外国人技師達のための住居として設計された宿舎
のような役割の建物であった注 6）。平面計画は建物短手方向のエントランスを入ると中廊下
が続き、両脇に個室及び付属する水廻りが配置され、突き当たりに居間、食堂が配置され
ている。玄関や個室、食堂、居間にも壁際にすべて造り付けベンチが設けられ、食堂のス
ツールやテーブルも設計されていた。連続する腰窓には障子とガラスが納められており丸
柱に溝を彫った納まりとなっている。居間の暖炉に関しては全図面枚数 10枚のうち 2枚が
使われており、細かな配筋図まで指示され、暖炉の構造と意匠へのこだわりが読み取れる。
その他厨房の棚詳細注 7）や２分目透かし張りの壁納まり詳細図など、ハンター氏狩猟小屋
図面同様にレーモンドがこだわった部分が表れている。平面計画以外の外観や内装は 4寸
勾配の柿葺き屋根と下見板張の外壁、連続した腰窓など『ハンター氏狩猟小屋』と共通す
る点が多数見受けられる。またこの建物はレーモンドの木造架工現しの代表作とも言える
軽井沢の聖パウロカトリック教会注 8）を施工した日光の大工、中村兵二により施工されて
おり注 9）、当時の日光の大工の技量を高く評価していたレーモンドがわざわざ九州まで呼び
寄せて施工依頼をしていたことが分かる。これは T.A.C.のクラブハウス建築の頃から始ま
り、地元大工と長年にわたる深い信頼関係を物語るものである。 
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基礎・構造
壁
屋根
建具
ポーチ・テラス
室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 板 縦横羽目板杉 テックス
食堂 板 縦横羽目板杉 テックス
居間 板 縦横羽目板杉 テックス
寝室 板 縦横羽目板杉 テックス
厨房 板 縦羽目板杉 テックス
女中部屋 畳 縦羽目板杉 テックス
コック部屋 畳 縦羽目板杉 テックス
浴室・便所 モザイクタイル 縦羽目板杉 テックス
廊下 板 縦羽目板杉 テックス
ポーチ 縦羽目板杉 テックス
見立鉱業所倶楽部【設計：昭和13年(1938)】
外　部　仕　上
建設地：宮崎県西臼杵郡
木製
内　部　仕　上
布基礎・松丸太柱、丸丸太母屋、松桁、松梁
杉板南京下見張り（六寸ピッチ）
栗柿葺き（四寸勾配）
平　面　概　要　
Ｂ
Ｂ
Ｂ ＢＴ
Ｔ
Ｔ
Ｅ Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
▲
表 4-2-4-1 見立工業所倶楽部 
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4-2-5．ハンター狩猟小屋 
 『ハンター氏狩猟小屋』は昭和 10年(1935)に設計され、茨城県鹿島郡に建設された。当
時の敷地周辺の状況は定かではないが、写真 4-2-5-1からは平原の中に佇む建物が推定さ
れる。建築的特長を表 4-2-4-1にまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 4-2-5-1 ハンター氏狩猟小屋（福田和美氏蔵） 
平面計画としては、玄関を入ると左右に振り分けられ、右側には造り付けベンチやヌック
を持つ暖炉の設置されたリビング・ダイニング、そして直接外から出入りできる台所が配
置されている。玄関左側には浴室・便所、そして寝室二部屋と使用人室と思われる予備室
が配置されている。4 寸勾配の柿葺き屋根と下見板張の外壁、連続した腰窓にガラスと障
子を納めている。また、柱は丸柱とし、直接溝を掘って建具を納めるなどレーモンドスタ
イルと呼ぶべき開口部に対するこだわりも見ることができるが、芯外しの納めは見られな
い注 5）。現存する図面の中には居間部分の天井が張られている図面と梁が現しになっている
ものとがあり、実際どちらが採用されたのかは定かではないが建物の中心的存在である居
間に対して意匠的な検討が十分になされていたことが分かる。図面枚数は全部で５枚と少
ないが暖炉断面や目透かしの天井納まり、松丸太の木煉瓦断面、半球に掘り込んだダウン
ライト的な電球納まり、棟の雨押え原寸図、造り付けベンチ断面図、食堂の家具など各所
詳細図や断面図が 1枚の詳細図の中に盛り込まれており、レーモンドがこだわった部分が
顕著に表れている。外部・内部共に板張りの丸太柱を採用した一見ログハウス風であるが、
緩やかな柿葺きの勾配屋根や連続する障子窓により和風と洋風の融合した落ち着いた意匠
に仕上げられている。 
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基礎・巾木
壁
屋根
建具
ポーチ・テラス
室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 松丸太 杉板 テックス
ホール 杉板 杉板 テックス
廊下 杉板 板 杉板 テックス
居間兼食堂 杉板 板 杉板 テックス
台所 杉板 板 杉板 板竿縁
便所 杉板 板 杉板 テックス
浴室 コンクリート 板 杉板 杉板
寝室 杉板 板 テックス テックス
予備室 杉板 板 テックス テックス
南側ポーチ 砂利
布基礎・杉丸太柱、丸丸太母屋、松桁、松梁
杉板南京下見張り（八寸ピッチ）
栗柿葺き（四寸勾配）
ハンター氏猟銃小屋【設計：昭和10年(1935)】
外　部　仕　上
建設地：栃木県鹿島郡
内　部　仕　上
松丸太
木製
平　面　概　要　
ＢＢ
Ｂ Ｔ Ｅ Ｋ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
▲
 
表 4-2-5-1 ハンター狩猟小屋 
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4-2-6.ハンス・ハンター別荘 
 『ハンス・ハンター別荘』は昭和 15 年(1940)に竣工している（写 4-2-6-1）。建築的特
長を表 4-2-6-1にまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 4-2-6-1 ハンス・ハンター別荘（筆者撮影） 
立地は T.A.C.クラブハウスが最初に計画された中禅寺湖の千手ケ浜であった。当時のクラ
ブハウスであった西六番を焼失したハンターが個人のための湖畔別荘として建設した。設
計図面が現存していないため筆者が平成 12年(2000)に実測調査を行った。平面計画では湖
側にはテラスからの出入口が設けられている。また、その他の二面にもすべて居室に直接
出入口が設けられており、建物外周 4面すべてからアプローチが確保されている。湖側に
居間・食堂を 1つの空間として配置して、２つの暖炉を設置している。廊下はほとんど存
在せず、寝室となる和室にもリビングから直接出入りする計画となっている。使用人室は
裏側に設けられており、面積としても家族が生活する程度のコンパクトな空間となってい
る。外観は 4寸勾配の柿葺き切妻屋根で連続する腰窓に障子とガラスが納められている。
化粧垂木・母屋は丸太を使用している。外壁はすべて耳付の南京下見板張りで、戸袋にい
たるまですべてに施されている。テラスには松丸太の輪切りをモルタルで目地埋めした舗
装仕上げとなっており、前述のレーモンドが設計した２つの建物と類似点が多数みられる。
竣工時期にはレーモンドはアメリカに帰国していることから、ハンターが地元大工に指示
し同じ仕様で建設させたものと想像される。施主と建築家、更には大工までが建築に対し
て共通の認識を持っていたために実現できた建物だと考えられる。 
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基礎・巾木
壁
屋根
建具
ポーチ・テラス
室　　名 床 巾木・腰壁 壁 天　　井
玄関 板張り 板 板張り 合板
食堂 板張り 板 板張り 合板
居間 板張り 板 合板（大壁） 合板
寝室 畳・板張り 合板（真壁） 竿縁天井
配膳室 板張り 板 板張り 合板
台所 板張り 板張り 合板
使用人部屋 畳 板張り 竿縁天井
廊下 板張り 板 板張り 合板
浴室 板張り・ｺﾝｸﾘｰﾄ 板張り 板張り
便所 板張り 板張り 板張り
ハンス・ハンター別荘【竣工：昭和15年(1940)】
外　部　仕　上
コンクリート基礎
杉板南京下見張り
建設地：栃木県日光市
内　部　仕　上
ミズナラ柿葺き
木製
木レンガ敷詰め
平　面　概　要　
Ｓ
ＥＤ
Ｌ
Ｂ Ｆ
Ｋ
Ｋ
Ｔ
Ｆ
▲
Ｌ：リビング
Ｄ：ダイニング
Ｋ：キッチン
Ｔ：トイレ・浴室
Ｓ：使用人室
Ｂ：寝室
Ｗ：和室
Ｅ：エントランス
Ｆ：暖炉
▲：主要出入口
３尺
表 4-2-6-1 ハンス・ハンター別荘 
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4-2-7.まとめ 
本節では中禅寺湖への建築家の関わりに着目し、中禅寺湖畔でのレジャーの中心的存在
であった T.A.C.とそれに関係する建築作品や施主、建築家について分析を行い、次のこと
が明らかとなった。 
T.A.C.のためのクラブハウスは、従来大崎の地にレーモンド設計の『NIKKO 
CHUZENJI ANGLING CLUB』として計画されたと考えられていたが、実際は『NIKKO 
CHUZENJI ANGLING CLUB』は千手ケ浜に計画されたが実現せず、大崎にレーモンド
設計の『西六番改築工事』として別案にて設計されクラブハウスとして実存していた。レ
ーモンドは 1つの建築の中で和風要素と洋風要素を融合させるために室内仕上げで工夫し
ていた。またクラブハウスでも個人の別荘でも、その建築規模に関わらず居間における中
心的存在であった暖炉を重視し、こだわりをもって、その詳細設計を行っていた。ハンタ
ーがレーモンドに依頼した建築において、T.A.C.クラブハウス以外はとても質素な造りで
ある。住宅の要素を主とする建築とクラブハウスのような公共性の高い建築とでは同じ施
主からの依頼であっても、用途に合わせたレーモンドの設計思想があったことが分かる。
一方、どの作品においても現しの架構材や化粧梁など木材の自然な風合いをふんだんに活
かし、そのなかで日本の大工の技量を高く評価した細部仕様を採用している。レーモンド
の木造建築設計手法で特有とされる芯外しが確立された同時期の作品であるにも関わらず、
芯外しや大開口の掃出し窓等の外部空間との開放性を追求したレーモンド特有の手法は用
いられていない。ハンターに依頼された建築作品においては外部への開放性を求める建築
ではなく、落ち着いた室内空間が要望され、それに沿った設計が行われたと考えられる。
レーモンドに 4つの作品を委ねた実績と、レーモンド不在の時期でもレーモンドの設計に
通じた大工に敢えて依頼して 1作品を作らせていることから考えて、レーモンドはハンタ
ーにとってのお抱えとでも言うべき、お気に入りの建築家であったと考えることができる。 
 T.A.C.の理事であったハンターは湖畔に多数の建築物を建てており、自身が実際に宿泊
する建物に関してはほぼすべてをレーモンドに依頼をしていた。そこには施主と建築家の
強い信頼関係がみて取れる。 
中禅寺湖畔に建てられた T.A.C.関係の建築物全 7棟のうち、レーモンド設計のクラブハ
ウスが 2棟、レーモンドの設計仕様に共通性がある別荘のハンス・ハンター別荘がレーモ
ンドに関連しているが、それらはすべてハンター自身が利用し、滞在する建物であった。
同じ T.A.C.関係の建築物であっても西一番別荘や西二番別荘のような会員家族のための
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建築物は、建物の特徴からも建築家による設計ではないと考えられる。ここにハンターの
それぞれの建築に対する思い入れの違いが現れており、大変興味深い。自身が滞在する建
築はレーモンドによるものとし、またはレーモンドの設計に限りなく近いものとし、その
他自身が深く関わらない建築は地元大工に作らせている。ハンターがいかにレーモンドを
気に入っていたかが見て取れる。 
  ハンターは T.A.C.クラブハウスの設計を依頼した大正 15 年（1926）から見立鉱業所
倶楽部が竣工する昭和 13 年（1938）まで、14 年間という長い期間に渡り、図面が現存す
るものだけでも 4つの建物をレーモンドに設計依頼していた。レーモンドが事務所を開設
した直後から戦争のために日本を去る直前まで、長期に渡り 2人の施主と建築家としての
関係が続いていたことが分かる。自分好みの建築を求めるパトロンとしてのハンターと建
築家レーモンドとの良好な信頼関係が見られる。レーモンドが戦争でアメリカに移ること
がなければその関係からもっと多くの建築作品が生み出されていたと想像される。現代と
は異なるであろう大正、昭和初期の建築家と施主の関係について、少ない資料の中でもさ
らに明らかにしてゆくことは日本の近代の建築をみるうえで意味深い事と考える。次項で
は当時の日本における各界の牽引者であったであろう T.A.C.会員と建築家の関わりを見
ることとする。 
 
4-3．T.A.C.クラブ会員と建築家の関係 
 
 中禅寺湖別荘地の繁栄に大きく関係したと考えられる T.A.C.の建築活動を分析する
中で建築家レーモンドと施主ハンターの関係性が確認された。当時の T.A.C.会員は各界の
早々たるメンバーであったことに着目し、レーモンドとハンターに見られる関係性に似た
存在を探るために T.A.C.会員の自邸などの関係建物とその設計者の情報を表 4-3-1にまと
めた。表中の△はその建築家の弟子が設計したことを示している。表から読み取れること
は、T.A.C.会員に関係していた建築家はレーモンドとコンドルが大半を占めていたという
ことである。本節ではその関係性に着目する。 
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コンドル
設計
レーモンド
設計
その他
建築家
初代会長 加藤高明 三菱 ○ 自邸（明治44年：コンドル）
副会長 樺山愛輔 ○ 自邸（コンドル）
○ 東京ゴルフ倶楽部のクラブハウス（レーモンド）
○ 国際文化会館※（S30：前川國男、坂倉準三、吉村順三）
〃 岩崎小弥太 三菱 ○ 玉川廟（小弥太による弥之助の廟）（明治43年：コンドル）
○ 岩崎邸（コンドル）
○ 小弥太元箱根別邸（見南山荘）（洋 T2：コンドル、和 不詳）
△ ○ 静嘉堂文庫（玉川別邸）（T13：桜井小太郎）
△ ○ 東洋文庫（T13：桜井小太郎）
○ 藤沢カントリー倶楽部（S7：レーモンド）
△ ○ 小弥太熱海別邸（S10：曽禰中條建築事務所）
理事長 H.ハンター ○ NIKKO CHUZENJI ANGLING CLUB（T15：レーモンド）
（TAC創設者） ○ 西六番改築工事（S2：レーモンド）
○ 見立鉱山クラブハウス（S13レーモンド）
○ ハンター氏狩猟小屋（S10：レーモンド）
浅野良三 ○ 程ヶ谷カンツリー倶楽部（桜井小太郎）
藤山愛一郎 △ ○
自邸（S32：板倉順三）
古河虎之助 ○ 自邸（T6：コンドル）
串田万蔵 三菱 ○ 自邸（T9：コンドル）
森村市左衛門 三菱 ○ 東京ゴルフ倶楽部のクラブハウス（Ｓ７：レーモンド）※
赤星鉄馬 三菱 ○ 大磯別邸（M40：コンドル）
○ 自邸（M45：コンドル）
○ 藤沢カントリー倶楽部クラブハウス（S7：レーモンド）
○ 自邸（S9：レーモンド）
今村繁三 三菱 ○ 自邸（T2：コンドル）
建築物財閥
普通会員
設計者
ＴＡＣ会員氏名
表 4-3-1 T.A.C.会員とその関係建物 
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4-3-1.ジョサイア・コンドル 
 明治 29年(1896)に中禅寺湖畔に建設されたアーネスト・サトウの別荘にコンドルが何ら
かの形で関係していたことは前述しているが、その他の外国人別荘へのコンドルの関わり
は確認できていない。一方、表 4-3-1に示したように、T.A.C.会員のうち 9名がコンドル
に自邸や別邸の設計を依頼し、また 4名がコンドルの弟子であった桜井小太郎に自邸など
を依頼している。それらの建築物のほとんどが T.A.C.の発足以前のものであることから、
コンドルは T.A.C.の存在とは関係なく、当時いかに日本を代表する財界人とつながり、仕
事を得ていたかが分かる。さらに T.A.C.会員を見ただけでも菱財閥関係に強かったことが
見て取れる。T.A.C.とコンドルが深く関係していたということではなく、時代としてコン
ドルは三菱など財閥系列からの仕事を多く獲得していた。そして日本の財界人を代表する
ような人々が T.A.C.会員となったため、表 4-3-1の様な T.A.C.会員とコンドル及びその弟
子の関係が確認できた、ということが時系列的に考えて整理できる。 
 
4-3-2.アントニン・レーモンド 
レーモンドは T.A.C.会員から自邸やゴルフ場のクラブハウスなど 5名から仕事の依頼を
受けている。またレーモンドの弟子であった前川國男、坂倉準三、吉村順三らも T.A.C.解
散後の昭和 30 年(1955)に仕事の依頼を受けている。レーモンドと T.A.C.会員のなかで最
初に確認できるのが前節で記載したハンターとの関係である。長期に渡り信頼関係が続い
たハンターとレーモンドがどのようにして知り合ったのかは不明だが、当時レーモンドは
人脈を広げるべく努力していたと想像される。レーモンドはフランク・ロイド・ライトの
事務所から独立した後、ヴォリーズ建築事務所旧所員スラックと協同し THE AMERICAN 
ARCHITECTUAL AND ENGINEERING CO.を設立する。3 年後に解散し、同年元協同信託会社建
築技師サイカスと協同する。翌年サイカスとの協同を解消し単独経営を開始する。ハンタ
ーとの最初の作品である T.A.C.クラブハウスの設計図面枠にはサイカスとの協同事務所
名が記載されている。ライトの元を独立したレーモンドはスラックやサイカスと協同する
ことでクライアントの幅を広げたと言われており注 12)ハンターとの出会いもサイカスによ
る可能性があるとも考えられる。 
人脈のつながりに着目すると当時のレーモンドとハンターの関係性が T.A.C.を通して
次のつながりへと広がったとも考えられる。当時の日本で個人が建築家に設計を依頼する
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ことは極稀れであったと考えらえるが、T.A.C.会員はその立場からも建築家に自邸などの
設計を依頼することが多かったと想像される。 
ここから読み取れることは、明治から大正初期にかけては圧倒的にコンドルによる設計
が多いこと、時代の流れと共にレーモンドが依頼されるようになっていることが分かる。
お抱え建築家として活躍したコンドルの圧倒的な知名度とは別に、フランク・ロイド・ラ
イトの助手からの出発であったレーモンドにとっては施主を獲得することも重要な仕事の
ひとつであったと想像される。レーモンドはハンターからだけでなく、その繋がりから得
る人脈により仕事を得ていたと考えられる。実際、レーモンドは赤星鉄馬や岸本吉左衛門
ら T.A.C.会員の自邸の設計を行っている。さらにレーモンドは中禅寺湖では実現しなかっ
たゴルフ場のクラブハウスも、T.A.C.副会長であった樺山愛輔が設立人の１人であった東
京ゴルフ倶楽部注 13)の依頼でクラブハウス設計を昭和 7 年（1932）に行っている。タウト
の日記注 14)には時折レーモンドが登場する。以下の記述がある。 
 
1934年 6月 6日 
建築家レーモンド氏に招かれて同氏の事務所を訪ねる、ドイツ系のボヘミア人で長らく
パリに住み（夫人はフランス人）、それからアメリカに渡って帰化し、現在は東京に建
築事務所を設けている。豊富な経験をもっているらしく、また実際にも日本で多くの建
築をしてきた。請負に任せるとよい仕事をしないというので事務所には技師や現場監督
まで常置し、一切を自分で仕切っている。建築の本質に対しても深い関心を払い、また
自省の念も強い、しかし所詮は商売人気質をぬけ切らぬ純然たる実際家だし、それに宣
伝家の気味もあるようだ（ゴルフ場へ通っては建築主を見つけてくるという）。レーモ
ンド氏の作品には偏らない中庸のよさは見られるが、しっかりした性格が欠けている。 
 
1934年 9月 6日 
アメリカの「腕利きな」（二重の意味で）建築家レーモンド氏の夫人がわざわざ私の
スケッチ製作図面を見て頻りに褒めていたが、さてこの賞詞を額面通りに受け取って
もよいものかどうか、－なにしろレーモンド氏は、ゴルフをするような「上流」人の
別荘などを建築しているのだから。 
 
極めて皮肉的な表現であるが、レーモンドが上流人の間で仕事を獲得する努力をし、結
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果を得ていた様子が伺える。外国人建築家であったレーモンドにとっては自分の建築を理
解し、階級の高い日本人社会と交流が深かったハンターは貴重な施主であり、さらには人
と人を結びつけてくれる大切な協力者であったに違いない。外国文化と日本文化が融合し
た、華やいだ時代だからこそ、様々な文化を良く知る当時の特別な人々の間で外国人建築
家が活躍したと考えられる。 
 
4-3-3. まとめ 
中禅寺湖畔に多数のハンター関連の建築物が存在するのはT.A.C.の存在によるところが
大きい。T.A.C.の当初のクラブ活動の目的はアングリングやゴルフなどのレジャーであっ
たが、その一方で貴顕紳士や外国使臣の外交の一助となるためのクラブという目的もあっ
た。そこには、限られた一定階級以上の人々から成るソサエティが存在していた。この存
在はハンターや会員らの外交の一助であった意外に、当時の外国人建築家が人脈を作り、
仕事を獲得するための一助ともなっていた。財閥関係に人脈を持っていたコンドルが大正
9 年(1920)に他界した後、コンドルを懇意にしていた施主の一部からレーモンドは確実に
仕事を獲得していたと考えられる。 
中禅寺湖畔別荘地が形成され始めた明治中期はその別荘所有者とコンドルの関係性を見
ることができ、さらに別荘地が発展した大正末期から昭和初期にかけてはコンドルと入れ
替わる用にレーモンドが現れてきている。ある一定以上の階級の外国人から形成される別
荘地であったからこそ、それぞれの時代を代表する外国人建築家の存在がそこにあったと
考えられる 
 
 
4-4. 戦前期日本における外国人建築家と施主の関係性 
大正から昭和初期戦前にかけては、明治のお抱え建築家の状況とはまた違う、建築家の
営業力というものが必要となってきた時期であったのであろう。当時の外国人建築家は日
本人建築家と違い大きな足場を持つわけではないため、財閥系などの施主系列を得られる
わけではなく、才能や作風で自らを主張し存在感を打ち出す必要がある。という考えもあ
るが注 15)、ここでみるレーモンドに関しては財閥系列とはまた違う、T.A.C.という独自の
ソサエティから人脈を広げ、仕事を獲得していたことが確認できる。さらには弟子までも
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そのつながりは続いている。お抱え建築家の次の世代としてこの時期にも多くの外国人建
築家が日本で仕事を行っていたにもかかわらず、T.A.C.の会員関係の建築物を調べてみる
と、コンドルとレーモンド以外の外国人建築家の名前はほとんど挙がっていないことがわ
かる。ここから読み取れることは、外国人建築家のなかでも得意分野があり、懇意とする
ソサエティが存在する。多くの外国人建築家がその範囲の中で上手く仕事を獲得していた
と言うことである。財閥系列とは別の T.A.C.会員やその周辺人物とコンドルやハンターが
強い繋がりを持っていた、そのソサエティは外交官や彼らと関係の深い、ある一定階級の
日本人であった。ハンターが建築家としてレーモンドを高く評価し、仕事を依頼し続けた
ことももちろんあるが、建築家側としても、施主側の繋がりをある意味利用しながら仕事
を獲得していたと考えられ、財閥系列からではなく新たな人脈を切り開き施主を獲得する
外国人建築家の様子は、お雇い外国人の時代とはまた違う、現代の建築家の状況へ通じる
ものがある。現代へ通じる施主と建築家の関係性がそこに存在していたと考えられる。 
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第 4章 注記 
注1）当時現存していた中禅寺湖畔の主要な外国人別荘の建築調査を行い、実測図を伴う報告書としてまと
めている。栃木県林務部:奥日光近代遺産活用整備計画調査報告書,1999 
注2）西六番の設計図面はレーモンド設計事務所の元所員、杉山雅則氏が保管していた。遺族によりレーモ
ンド設計事務所に寄贈されたことにより平成13年(2001)、存在が明らかになった。筆者は当時、中禅寺
湖畔別荘の調査を行っていたため、レーモンド設計事務所より関係する図面が見つかったとして連絡を
受け、当該図面の写しを取得した。伊藤教子,山田幸正:日本建築学会大会学術講演梗概集,F-2分
冊,pp.985-986,2013 
注3）千手ケ浜は日光からの主要道路が接続される湖尻から見て、一番奥の中禅寺湖西岸である。現在は戦
場ヶ原方面からの道路（一般道ではなく通行許可の必要な道）からのアクセスが可能であるが、当時は
船による交通手段しかなかった。名の通り中禅寺湖畔では稀に浜が広がる穏やかな地形となっている。 
注4）西六番は昭和15年(1940)のダンスパーティ後の暖炉火元の不始末により火災が発生し、一部基礎とマ
ントルピースを残し焼失したとされる。福田和美:日光鱒釣紳士物語,山と渓谷社, p.207，1999 
注5）詳細図集の中では開口部のページがあり、水切りや柱の外側に建具を設置し開口時に大きな間口が確
保できる通称「芯外し」などの納まりが記載されている。ANTONIN RAYMOND:ARCHITECTURAL DETAILS,国
際建築協会,1938 
注6）現在は「英国館」という名称で国の登録文化財となっている。鉱山で働く外国人技師のための建物に
は、まだ電気が県内に普及していない時代であったが自家発電による電灯がともり、冷蔵庫やストーブ
やバスタブが備え付けられていた。 
注7）レーモンドは和の生活様式の中に洋の生活を取り入れていた昭和初期の日本の生活に共感し、厨房を
設計する際に鍋や釜を機能的に収容する収納を設計していた。日本での生活に関心に高かったレーモン
ドならではのこだわりが表れた部分であった。ANTONIN RAYMOND:ARCHITECTURAL DETAILS,国際建築協
会,1938，三沢浩:Ａ・レーモンドの建築詳細,彰国社,2005 
注8）軽井沢に昭和10年(1935)に建設されたレーモンド設計の教会。構造材を現しにした勾配天井やシザー
ストラスとハンマービームが力強くまた美しい室内で有名な建物。 
注9）大工・中村兵二へのインタビューによりレーモンド設計建物の大工として働いた経験を語っている。
The Japan architect ANTONIN RAYMOND,新建築社,no33,1999.4 
注10)丸沼鱒釣会の会員19名に加え、外国大使などが増員されT.A.C.会員数は84名であった。伊藤教子,初
田亨 :日光・中禅寺湖畔における外国人別荘地の形成 ,日本建築学会計画系論文集 ,第 588
号,pp.271-277,2005.2 
注11）当時の日本では釣りは高尚な趣味ではなかったが、外国留学でフライフィッシングを身に着けた数
少ない日本人達が上流階級のスポーツとして嗜んでいた。伊藤乙次郎:森と湖とケモノたち,白日社, 
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p.58，1996 
注12）堀勇良：日本の美術8 No.447外国人建築家の系譜，至文堂，P76，2003 
注 13）東京ゴルフ倶楽部：大正 2年(1913)に日本最初のゴルフ倶楽部として誕生した。設立者は外国帰り
の日本人であり、東京駒沢にコースを保有していたが、昭和 7年(1932)に埼玉県朝霞に新たなコースを
建設し移設している。倶楽部移転に伴いレーモンドがクラブハウスの設計を行った。 
注 14）ブルーノ・タウト著，篠田英雄訳：タウトの日記-1934年，岩波書店，pp316-317，P435，1975 
注 15）鈴木博之：日本の建築家「官に奉職せず野に就職せず－日本建築界の構図－」，新建築社，p193， 
終章 
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5-1．中禅寺湖畔別荘地の形成の独自性 
 本研究では、中禅寺湖畔の外国人別荘地の形成を整理し、別荘建築の特徴を考察し、そ
れら別荘建築への建築家の関わりを明らかにすると共に、その時代の施主と外国人建築家
の関係性を分析することを目的として、前章まで逐次分析してきた。本節では各章の要点
を整理する。 
 第一章では、中禅寺湖が外国人別荘地として形成されるまでの日光及び中禅寺湖の外国
人旅行客の推移をまとめた。 
 第二章では、中禅寺湖畔への外国人旅行客の増加に伴う宿泊施設の受入態勢や、その後
の外国人別荘地の形成について、時代ごとに文献資料やヒアリング資料により別荘地形成
の状況を取りまとめ、中禅寺湖畔外国人別荘地帯の発展から衰退までの経緯を明らかにし
た。 
 第三章では、中禅寺湖畔外国人別荘の建築に着目し、大工による建築や建築家によるも
のの建築的特徴を比較し、中禅寺湖の別荘建築の特徴を明らかにした。 
 第四章では、中禅寺湖畔の外国人別荘地と建築家の関係について言及した。別荘地が一
番繁栄した大正・昭和初期戦前に活動を行っていたレジャークラブ、T.A.C.に着目し、そ
の建築・開発計画に携わった施主ハンターと建築家レーモンドの関係性を分析した。さら
にその時代のほかの外国人建築家と T.A.C.会員との関係も比較し、その時代の外国人建築
家のあり方に言及した。 
第一章と第二章では中禅寺湖外国人別荘の形成過程においての明治期の別荘建築状況な
ど新たな資料を作成し、今まで漠然と外国人別荘地として語られてきた状況を視覚化し、
別荘地帯の状況を明らかにした。そこから更に独自性を探った結果、その他の外国人別荘
とは違う状況であったことが判った。政府の日本内地規定により外国人が訪れるようにな
ったことは他の外国人別荘地と共通であった。その故郷を思わせる景色から外交官らがこ
ぞって別荘を建築、夏に多くの時間を過ごすようになった。他の外国人別荘と特に異なる
点は、別荘を建設するにあたり、中禅寺湖畔一帯は宮内省もしくは二荒山神社、輪王寺の
神地であったことである。そのため容易に開発が進むことがなく、民間資本による別荘地
開発が行われなかった。また当時の外国人別荘地の形成のきっかけとなることも多かった
キリスト教の布教のための施設も神地という土地柄、建設されることはなかった。最初に
中禅寺湖を気に入ったサトウの人間関係により、中禅寺湖畔の別荘地は外国公使や外交に
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たけた数少ない日本人だけが別荘を構えることが出来る特別な場所であった。夏には外務
省が中禅寺湖に移る、とまで言われ、通常の日本人では入り込めないくらいの雰囲気であ
ったと言われる。 
湖畔の土地は限られているため、別荘建築は明治から昭和初期戦前にいたるまで別荘所有
者から次の別荘所有者に譲渡されたり、売却されたりしている。ここでも上記と同じ理由
により民間企業が参入することがなく、いわゆる、ある一定階級の人々の間で代々土地が
引き継がれていく状況であった。別荘建築本体も土地と同じ状況であり、代々引き継がれ
増改築を繰り返して使われている状況がほとんどであった。別荘地として最盛期は輝かし
い状況であったものの、その所有者は外交官らが中心であったがために戦争を境に別荘地
として一気に陰りをみせた。その後も中禅寺湖畔という簡単に民間譲渡ができない土地故
にそのまま放置され朽ち果てた別荘も多く、外国人別荘地としての輝きを取り戻すことは
なかった。本研究では、中禅寺湖畔の外国人別荘地の形成過程を分析し、他の外国人別荘
地とも比較することで、その存在の独自性を次のように考えた。一番に異なる点は、外国
公使を中心とした別荘所有者であったことである。さらに御猟地や神地であったというこ
とがその発展と衰退に大きく影響を及ぼしていた。 
建築的特長としては、夏向けの一般的な建築的特長を持つ別荘とは別に、T.A.C.の発足以
降、湖畔には建築家による意匠に凝ったデザイン性の高い別荘が増加したことが明らかに
なった。 
 
5-2．中禅寺湖畔外国人別荘にみる施主と建築家の関係性 
第三章及び第四章では中禅寺湖の外国人別荘を建築的観点より分析を行った。前節で中
禅寺湖畔一帯は宮内省もしくは神地であったため民間による開発が行われなかったと記述
したが、別荘地として一番の最盛期を迎えたと考えられる大正末期から昭和初期戦前にか
けては T.A.C.というレジャークラブによる開発計画があった。開発計画といっても「外交
の一助」となるべき旨を目的に掲げているものであった。開発自体は当初の計画通りに全
てが進むことはなかったが T.A.C.関連の建築物が理事であるハンターにより建築され、そ
こに建築家の存在が確認された。 
T.A.C.理事のハンターと建築家レーモンドに関連する建物を分析することにより、レー
モンドが日本を離れた後に中禅寺湖畔に建設したハンター個人の別荘がレーモンドの設計
作品に多く通るものがあることが明らかになった。ハンターがレーモンドに 4つの作品を
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委ねた実績と、レーモンド不在の時期でもレーモンドの設計に通じた大工に敢えて依頼し
て 1作品を作らせていることから考えて、レーモンドはハンターにとってのお抱えとでも
言うべき、お気に入りの建築家であったと考えることができる。 
ハンターとレーモンドには強い信頼関係にみる良好な関係があった。その関係性は明治
期のお雇い外国人の存在とはまた違う、現代に通じる建築家のあり方の表れと考えた。近
代日本において、建築家に設計を依頼するという事が根付いていった時期であると考えた。
その時代の施主と外国人建築家の関係について T.A.C.会員を中心に分析を行った。多数の
会員が存在し、その多くが自邸を建築家や建設会社に依頼する状況であったと想像される
にも関わらず、建築家として関係していたのはコンドルとレーモンドがほとんどであった。
お雇い外国人であった当初のコンドルらの受身による仕事獲得状況とはまた違う、建築家
自らが仕事を獲得に努力をする時代への転換期であったと想像される。当時の日本におけ
る、ある一定の階級の人々が同じ建築家に仕事を依頼していることから考えて、建築家自
身が仕事を獲得するために得意とする場所やソサエティに加わり、その人間関係から仕事
を得ていたと判断できる。ハンターとレーモンドの関係と、さらに T.A.C.会員のことを分
析することで、お雇い外国人の様に仕事を相手先から依頼される事が当たり前の時代とは
違う、現代に通じる施主と建築家の関係がすでに大正・昭和初期戦前には存在していたと
判断した。 
 
今後の課題 
中禅寺湖別荘地の明治期における別荘建築状況やそれぞれの別荘建築の特徴分析、レーモ
ンドによる新たな別荘図面の発見など、この研究で明らかにした部分は多い。現在、栃木
県林務部における湖畔整備計画やイギリス大使館別荘改築工事が計画される中で、この研
究結果を活かす方法を見出したい。さらに中禅寺湖別荘地とそこに存在した外国人建築家
と施主の関係性を分析することで、近代日本における建築家の役割や仕事状況についてと
ても興味深い状況であったことが分かった。この点についてさらに調査し、戦前日本にお
ける建築家の活動状況を明らかにされることが今後の発展として考えられる。 
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38)福田和美：日光避暑地物語，平凡社，1996 
39)石倉重繼編：日光名所圖會，博文社，1900 
40)イザベラ・バード：日本奥地紀行，平凡社，2000 
41)運輸省観光局：日本ホテル略史，運輸省観光局，1946 
42)運輸省観光局：日本ホテル略史 続，運輸省観光，1949 
43)山口堅吉：富士屋ホテル八十年史，富士屋ホテル株式会社，1958 
44)Ｅ・Ｍ・ダヌタン：ベルギー公使夫人の明治日記，中央公論社，1992 
45)森田一朗：ホテル，筑摩書房，1998 
46)金谷眞一：ホテルと共に七十五年，金谷ホテル株式会社，1954 
47)オリーブ・チェックランド：明治日本とイギリス，法政大学出版局，1996 
48)アーネスト・サトウ：明治日本旅行案内 上・中・下巻，平凡社，1996 
49)小島喜美男：洛山晃 世界，随想舎，1998 
50)日本の建築家，新建築社， 
 
明治29年 明治31年 大正末期
平成12年
(2000)
平成25年
(2013)
南１番 人名不明 建物なし 建物なし × 無し
南２番 マスト（仏） 建物なし 建物なし × 無し
① 南３番 改修大正8年
(1918)
人名不明 米屋旅館
井上氏
建物なし × 無し 木造2階建　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積40坪
② 南３番半 不明 フランス大使館 フランス大使館 フランス大使館 ○ 改修図面(昭和34年)及び筆者実測調査図面 木造2階建　寄棟銅板瓦棒葺き　延べ面積160坪
③ 昭和3年
（1928)
ベルギー大使館 ベルギー大使館 ベルギー大使館 × 無し 木造2階建　寄棟　銅板瓦棒葺き
英国武官 建物なし 建物なし × 無し
岸本吉左衛門 建物なし 建物なし × 無し
④ 南４番 明治29年
(1896)
アーネスト・サトウ
（英）
アーネスト・サトウ
（英）
イギリス大使館 イギリス大使館 栃木県 ｼﾞｮｻｲｱ･ｺﾝﾄﾞﾙの
可能性
○ 栃木県による調査図面 木造3階建　寄棟　銅板瓦棒葺き
⑤ 南５番 昭和3年
（1928)
モーランド（英） イタリア大使館 栃木県 ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞ ○ ﾚｰﾓﾝﾄﾞ事務所設計図面 木造2階建　寄棟杮葺き　延べ面積94坪
サムソン　（英） 建物なし 建物なし × 無し
イギリス大使 建物なし 建物なし × 無し
べス（英） 建物なし 建物なし × 無し
ジェームズ/ハンセン
（英）
建物なし 建物なし × 無し
ハンダーソン（英） 建物なし 建物なし × 無し
西３番 シャンボン 建物なし 建物なし × 無し
西４番 ヤソ 建物なし 建物なし × 無し
西５番 ベッカー 建物なし 建物なし × 無し
徳間 建物なし 建物なし × 無し
トルコ大使 建物なし 建物なし × 無し
⑥ 西１番 昭和8年
（1933)
スイス大使 建物なし ○ 栃木県による解体時実測調査図面 木造2階建　八方屋根　杮葺き　延べ面積44.5坪
⑦ 西６番 昭和2年
（1927)
トーマス・グラバー
（英）
トーマス・グラバー
（英）
ハンス・ハンター
（日）
建物なし 建物なし
西6番跡地公園となる
ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞ ○ ﾚｰﾓﾝﾄﾞ事務所設計図 木造2階建　妻切一部寄棟　杮葺き　延べ面積128坪
マクレー 建物なし × 無し
⑧ 西２番 昭和6年
(1931)
カニンハム（英） 建物なし ○ 栃木県による解体時実測調査図面 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積72.5坪
西７番 ヴォート（独） 建物なし 建物なし × 無し
⑨ 西８番 不明 ミラ（独） 建物なし 建物なし × 無し 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積不明
⑩ 西９番 不明 ヒゴット（英） 栃木銀行 栃木銀行 × 無し 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積不明
人名不明 建物なし 建物なし × 無し
西１０番 ローリングス（英） 建物なし 建物なし × 無し
西１１番 コベル（英） 建物なし 建物なし × 無し
⑪ 西１２番 不明 スタンフェルト（独） OCCL OCCL × 無し 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き
⑫ 西１３番 不明 ブラウザー ブラウザー フィンランド大使 金谷ホテル 建物なし ○ 栃木県による解体時実測調査図面 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き　延べ面積22.5坪
西１５番 シェパード（米） 建物なし 建物なし × 無し
ケネディ 建物なし 建物なし × 無し
ニッケ 建物なし 建物なし × 無し
菖蒲１番 大塚 杵屋安廣 × 無し
菖蒲２番 ストラウス（独） 建物なし × 無し
ギンネル（独） 建物なし × 無し
ラーチン（独） 建物なし × 無し
フェルガー（独） 建物なし × 無し
フェンネル（加） 建物なし × 無し
⑬ 千手クラブハウス 昭和2年
(1927)
フェングレイ 伊藤誠 伊藤誠
2013年焼失
○ 筆者実測調査図面 木造2階建　寄棟　亜鉛鉄板瓦棒葺き延べ面積60坪
⑭ NIKKO CYUZENJI
ANGLING CLUB
設計図
大正15年
計画のみ 建物なし 建物なし ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞ ○ ﾚｰﾓﾝﾄﾞ事務所設計図 木造平屋建　妻切一部円錐屋根　杮葺き延べ面積106坪
⑮ ハンス・ハンター別荘 昭和15年
（1940)
エンメール 不明 建物なし ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｰﾓﾝﾄﾞの
可能性
○ 筆者実測調査図面 木造平屋建　妻切り一部寄棟　杮葺き
※湖尻より南側、次に西側の順に建築内容が把握できている別荘を一覧にしている。★は別荘として現存する建物を示す。空欄部分は不明。
添付資料１【中禅寺湖畔別荘一覧】
グートシュミット
（独）
カークード（英）
オゴーマン
ラウザー（英）
カロ（西）
建物構造規模
別荘資料
番号
別荘名称
最終
建設年
建物所有
最終建物設計者 図　　　面
プルータルス（仏）
レーンホルム
アルマン
シュパイヤー（露）
ダヌタン（白
ウェーデル
メイ（白）
ポクレフスキー
カークード（英）
オゴーマン
ラウザー（英）
カロ（西）
デュ・ドレズネ（仏）
ボンディ
レーンホルム
アルマン
シュパイヤー（露）
ダヌタン（白）
グートシュミット
（独）
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
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